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STAGE.11　◇二者択一◆



「……暑い」

　肌で感じられる程の鋭い陽ひ射ざしに、彩さいは思わず目を細める。

　彩がいたのは学校のプール。周りには男女含めた生徒らが水着姿でうろついていた。

　太陽を直視しないように空を見上げる。澄み切った青空に純白の雲、降り注ぐ陽射しにからっとした気候。改めて季節が移り変わったことを実感させられる。

　──夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいとの一戦から、一ヶ月が経過した。

　暦は五月から六月、季節は春から夏へ変わった。彩の学校では来月行われる文化祭の準備が始まり、プール開きが行われ、制服が夏服へと変わったところだ。

　そんな現実での変化に対して、"Over Image"に関してはまったくといっていいほど変化がなかった。

　彩を【退場ロスト】させることで願いを叶かなえる権利が与えられるようになった【調整者バランサー】達の襲撃を予想したが、それもない。他の【イマジネーター】からの接触もないので、当然戦闘も殺し合いもない。

　時期を見計らっているのか、二人の【調整者バランサー】を倒したことで彩を襲おうと考える者がいなくなったのか。

　どちらにせよ、彩さいはここ数週間《反転世界》へ行っていない。やったことと言えば、"Over Image"のサイトでのルール確認と、敵となりうる参加者の能力確認くらいだ。

　早く願いを叶かなえねばと焦る気持ちもあるが、それと同時に彩は一つの悩みを抱えていた。

　それは、願いを叶えたその後の話。

　大切な人の不幸を無かったことにする。それが彩の願いだ。その願いは今も変わっていないが、もしその願いが叶った場合、“〝今現在”〟はどうなるのだろうか。

　大事な人が不幸になっていなければ、彩は"Over Image"へ二度目の参加など絶対にしないだろう。だがそれでは、彩はピリカと出で逢あうことも無ければ鬽み黒くろと再会することもなく、玉たま求きが抱える劣等感に気づくことも遊ゆ廻かいの歪ゆがみを正すこともなくなる。

　二度目のゲームで築いたものが、無くなってしまうのだ。

　願いはもちろん叶えたい。

　だが“〝今現在”〟が消えてしまってもいいのかと問われると、簡単に頷うなずくことができない。

　もし、彩の願いが叶い、彩が"Over Image"に参加しない現在が世界に上書きされたら。

　鬽黒は人を拒絶し孤独なままで。

　ピリカは人を信じきれないままで。

　玉求は自分に劣等感を感じたままで。

　遊廻は殺人を楽しいと錯覚したままで。

　悪夢のようなゲームは永遠に続いていく。

　問題は解くためにあって、ゲームはクリアするためにある。"Over Image"とはあくまで願いを叶えるための過程でしかない。その過程で理想を貫くことはあっても、求めるべき結果を捨てるなんてことはあってはいけない。

　けれど、彩は今、この日常を失うのは嫌だと思ってしまっている。

　日常に戻るために受け入れた非日常が、自身にとって心地良いものになっていることに気づいて、彩は恐ろしくなった。願いは今だって叶えたい。今すぐにでも叶えたい。けれどそうしたらこの日々は自分の記憶からは消えて、無かったことになってしまう。

　それを知った今、自分が選択できるかどうかわからなくなって、彩は震えた。願いを叶えられる段階になって、自分は“〝今”〟を捨て“〝過去”〟を修正することを選べるだろうか。

　友達になれた転入生と、自分を慕う先輩と、優しさも才能だと気づいてくれた幼おさな馴な染じみと、人に歩み寄ることを覚えた友人を全部切り捨てて、関係を無かったことにして、過程を消去して、願いの成就を優先できるだろうか？

　大切な人の幸せも大事だが、"Over Image"というゲームで変化した人々との関係も、同じく大事なのではないか。

　願いが叶うと分かって、絶対に叶えねばと思った。また皆で笑えるなら、世界を変えることに躊躇ためらいなどなかった。過去を修正すれば、望む現在が手に入るはずだった。

　けれど、その為には“〝修正前の現在”〟を捨てなければならない。ゲームに参加したばかりのときなら、そのことに問題はなかったが、今は違う。捨てることに抵抗を覚える程に、“〝現在”〟が大事になってしまった。

　だから彩さいは悩む、考える。

　──俺おれはどうしたいんだ？

　決まっている、願いを叶かなえたい。

　なら、何を迷っているのか。

　どうせゲームに参加していなかったことになるなら、どうせ記憶が消えてしまうなら、さっさと敵を殺して不幸にして、自分だけ願いを叶えてしまえばいいのに、それをしない。

　自分の所為で不幸になった大切な人達がいて、そんな不幸を無かったことにしたいと考えながら、それを第一に行動できない。他人を殺せない、踏ふみ躙にじれない、見捨てられない。

　自分の考えが間違っているとは思わない。"Over Image"を肯定する気もない。

　だが、どうするのが正しいのか、分からない。

　自分がどうしたいのかも、分からない。

　前に鬽み黒くろが言っていたことを思い出す。

　──一つ決めたら、それを達成するまでそれ以外の全てを捨てる。そうすればその一つだけは、大抵の場合手に入るものだ。

　確かにその通りなのかもしれない。

　“〝今現在”〟を捨てれば、“〝本来あるべき現在”〟を手にすることができる。

　逆にそれを捨てれば、“〝今現在”〟を続けることができる。

　その二つが両立できない以上、彩はどちらかを選択せざるを得ない。普通に考えれば求めるべきは願いだ。鬽黒やピリカと築いた現在を選ぶのは、手段が目的になるのと同義であり、本来の目的とは異なる。

　どちらを選び、どちらを捨てるのか。

　選べない、選びたくない、それでも選ばなくてはならない。

　ぐるぐると巡る思考、重なる自問に、返ってこない自答。

　答えを出せずに、選択できずに、どちらも捨てられずに。

　彩は、問題を先延ばしにした。

　現実から目を逸らしても何も変わらないと知りながら。



　　　　■◇◆□



　彩の学校では男子の指定水着というものが無い。派手な柄でなければ何でもいいという。

　逆に、女子は一人残らず学校指定の水着だ。ピリカと玉たま求きの姿はまだない。

　気温は高いものの湿度は低く、空気はカラっとしている。だが、澄み渡る青い空や比較的過ごしやすい気候に反し、彩さいの気分は重い。

「あっ、彩っ！」

　そんな彩の鬱うつ屈くつとした気分を吹き飛ばすように、明るい声がその名を呼ぶ。

　見ると、水着姿のピリカが笑顔でこちらに近づいてきていた。

「遅かったな」

　一いつ旦たん問題を思考の隅に寄せ、彩はピリカに視線を向けた。

「男と違って、支度に時間がかかるの」

「まぁ、それもそうか」

　服を脱いで海パンを穿はくだけの男子と違い、女子には色々あるのだろう、と彩は納得。

「それより、この学校の水着って学校指定の割に可愛かわいいのね」

　ピリカが言って、くるっと回ってみせる。

「まぁ、珍しいかもな」

　色は基本的に紺。ところどころ白いラインが入っており、背中側はアルファベットのＸを描くように交差している。唯一の特徴といえば、腰から下を覆うミニスカートのような飾り布が付いている点だろうか。

「で、どうかしら？」

　そう言って、ピリカは何かを期待するように彩を上目遣いで見上げる。

「どうって……？」

　首を傾かしげた彩の反応が気に食わないようで、ピリカはむぅと頬ほおを膨らませた。

「似合ってるかどうかに決まってるじゃない」

　スカートの裾すそをつまんで軽く持ち上げてから、ピリカは彩を上目遣いに見上げる。

「……まぁ、そうだな、似合ってるよ」

「でしょ？」

　彩が素直に褒めると、ピリカは満足そうに微笑ほほえんだ。

　曇りのない笑顔。それを見て、思う。

　ピリカも同じ【イマジネーター】である以上、叶かなえたい願いがあるはずだ。それでもこうやって彩と一緒にいて、彩に笑いかけている。

　ふと、疑問が浮かぶ。

　ピリカの叶えたい願いとは何なのだろうか。

　本人が言おうとしないのだから追及はしないが、それでも気にはなる。彩と出で逢あう前までは願いを叶えるために戦っていたはずで、今だって願いはあるはずだ。

　もしくは、彩といることが、彼女にとって意味があることなのか。

　そんなことを考えながらピリカを見ていると、彩さいの視線に気づいてピリカが首を傾かしげる。

「なによ、ジロジロ見ちゃって。見み惚ほれるほど似合ってる？」

　眺められるのがあまりに恥ずかしかったのか、ピリカが頬ほおを染めながら言う。

　彩は曖あい昧まいに笑ってから、誤魔化すように言った。

「いや、それも似合うけど他の水着も似合うかもな、って」

　飾り布が付いていようがスクール水着であることに変わりはなく、体に張り付くような布地がピリカの健康的な体のラインを強調していた。正直に言えば目の毒、更に言うなら男子の視線を釘くぎ付づけにしている。本人がそれに気づいている様子はないが。

　それどころか彩の言葉に何な故ぜか機嫌を良くし、からかうように言う。

「ふぅん、アタシに他の水着を着て欲しいってこと？」

「そうは言ってないけどな」

「アンタがどうしてもって言うなら、休日にプールにでも一緒に行ってあげるけど？」

「いや、別に──」

　睨にらまれる。無言の圧力に、彩は苦笑しながら降参。

「……あー、うん、そうだな。行けるといいな」

　彩がそう答えると、ピリカは表情を緩めて頷うなずいた。

「それってもちろん、みんな一緒にだよね？」

　二人の会話に割り込むように、遅れて現れた玉たま求きが彩の前に立つ。

　少し不機嫌そうな声色で会話に混ざってきた玉求は、肩からタオルをかけ胸の部分を隠していた。当然、水着はピリカと同じく学校指定のものである。

「なんでアンタ、タオルなんて……？」

　首を傾げるピリカに、玉求は肩を落としながら返答。

「なんか、すごく周りに見られてる気がするんだよぉ……」

　気がする、ではなく事実見られている。普段から周囲の視線を集めるような女子が二人も同じ場所にいたら、誰だれもが視線を向けるのも当然だろう。

「別に見られたっていいじゃない。恥ずかしい格好してるわけじゃないし」

「格好が恥ずかしいんじゃなくて、見られるのが恥ずかしいのっ」

　玉求の反論も、どうやらピリカにはピンとこないようで「よくわかんない」と首を傾げられてしまう。

　恥ずかしがる玉求とは逆に、ピリカからは見せ付けるかのような自信が漂っている。これはもう性分の差としかいえない。どちらが悪いということはない。ただ少しだけ、ピリカの性格が羨うらやましいとは思った。

「それにしても残念ね。当然といえばそうだけど、鬽み黒くろは学年が違うから授業は一緒じゃないのよね」

　ピリカがぼそりと呟つぶやく。彩さいは同調するように頷うなずいた。

「そうだな。あいつは二年生だし」

「ピリカちゃん、鬽み黒くろ先輩の水着姿でも見たかったの？」

「まぁね。だってスク水が似合いそうな体型してるじゃない」

「それ本人に言うなよ？」

　間違いなく殺される。

「あはは、でも確かにスクール水着似合いそうだよねぇ、鬽黒先輩って」

　玉たま求きまでそんなことを言い出した。彩はこの場に鬽黒がいなくてよかったと思いながら、確かに似合いそうではあるなと想像してみる。

　ピリカや玉求が着用しているのと同じデザインの水着を、鬽黒が着たとしたら……。

「…………あぁ、確かに驚くほど似合うだろうな」

　可愛かわいい小学生的な意味で。

「ところで」

　と、一言置いてから、玉求が話題を変える。

「ピリカちゃんは泳げたりするのかな？」

　おそるおそる質問する玉求に、ピリカは当たり前とでも言いたげに首肯した。

「泳げるわよ？　どうしてそんなこと訊きくの？」

　ピリカの言葉を聞いて、玉求の表情があからさまに曇った。

　怪け訝げんそうに玉求の顔を見つめていたピリカに、彩が説明する。

「あぁ、玉求はカナヅチなんだよ」

　彩の言葉に玉求は落ち込むように唸うなり、ピリカは不思議そうに首を傾かしげた。

「なに？　アンタ泳げないの？」

　驚いたといった様子でピリカが玉求を見る。

「……うぅ」

　小動物のようにコクンと頷く玉求。

　別段珍しいというわけでもないが、玉求は昔から泳げなかった。水が怖いだとか、過去にトラウマを抱えているとかではなく、単純に泳げないのだ。

「人間は浮くようにできてないんだよー……」

「いや、できてるわよ」

「じゃあピリカちゃんは人間じゃないんだよ……」

「どういう理屈!?」

　二人の会話に苦笑しつつ、彩は玉求に尋ねる。

「でも、今までは泳げないからって水泳の授業は休みがちだったじゃないか。珍しいな」

　幼おさな馴な染じみの中でも泳げないのは玉求だけで、そのせいもあってか玉求は水泳の授業自体好んでいない節があったのだが、今日は珍しく参加するようだ。

　それを思い出し、訊きいてみたのだが、玉たま求きは拗すねるように頬ほおを膨らませた。

「べ、別に。今年こそ泳げるようになりたいなって思っただけだもん」

　そう言いながら、ちらりとピリカへ視線を向ける。

　そして、決意するように頷うなずくと、玉求は頬を赤く染め、そっと口を開いた。

「だから彩さい君っ、今度の休みに泳ぎを教えてくれないかなっ？」

　緊張した面持ちでそう言うと、玉求は耐え切れなかったかのように下を向いてしまう。

断られるのを恐れるように体を震わせる幼おさな馴な染じみを見て、彩は苦笑。

「いいよ、行こうか」

　確かに、学校の授業だけで泳げるようになるならば苦労しないだろう。それが無理だからカナヅチなのだ。

　彩の返答を聞いて、玉求は顔をばっと跳ね上げる。その表情は喜色に満ちていた。

「約束だよっ？」

　苦手なものを克服しようとする幼馴染の手伝いを断るわけがない。彩は再度頷く。

「おう。あっ、だったらピリカも一緒に行かないか？」

　瞬間、ピシっと玉求の笑顔が凍り付く。彩はそれに気づかずに続ける。

「ピリカもプール行きたがってたもんな。鬽み黒くろも誘って、皆で行くか」

　名案だと思ったが、それを聞いたピリカは喜ぶでもなく、微妙な表情を浮かべた。

「いや、彩、それは……」

　ピリカの視線が玉求に向いているのに気づいて、彩もそれに倣って目を向ける。

　すると、玉求はとても不機嫌そうな、というより拗ねたような顔で彩を見ていた。

「え、どうした玉求」

「……彩君のばか」

　そう言って彩から視線を外し、玉求は彩の許もとから離れ他の友人の許へ行ってしまう。

　わけもわからず呆ぼう然ぜんとする彩に、ピリカが呆あきれるように言った。

「今のはアンタが悪い」

　どことなく玉求に同情するような声色。

「皆とプールに行きたくなかったってことか……？」

「違うわよ。アンタと二人きりでプールに行きたかったんでしょ」

「……？　同じ意味だろ」

「全然違うわよ」

　意味の違いがわからず、彩は首を傾かしげる。だが玉求の機嫌が悪くなった理由がどうやらピリカには理解できるらしい。同性の方が、何かと共感しやすいのかもしれない。

「よくわからないけど、じゃあさっきのもそうなのか？」

「さっきのって？」

「いや、ピリカも言ってたろ、プールに行きたいって。てっきり皆でって意味だと思ってたんだけど、違うのか？」

　きょとんとするピリカだったが、しばらくして意味を理解したのか、顔を紅潮させた。

「なっ……！　あれは別に、そういう意味じゃ」

　耳まで赤くして否定するピリカに、彩さいは笑いながら頷うなずく。

「だよな、皆で行った方が賑にぎやかでいいもんな」

　それを聞いて、何な故ぜかピリカの表情が僅わずかに歪ゆがんだ。

「…………アンタ、ほんとあれね」

　声のトーンが下がり、静かな怒りが声に満ちている。

　ピリカはジト目で彩を睨にらみながら、ぼそりと言った。

「超鈍感ばかね」

　言われたところで、授業開始のチャイムが鳴り、教師から集合の声が掛かる。どういう意味かと聞き返す間もなくピリカは歩き出し、釈然としないまま彩はそれに続いた。



　　　　■◇◆□



　放課後のＨＲの時間。

　普段ならすぐに終わって下校となるこの時間も、文化祭を一ヶ月後に控えた今日は準備の為長引いていた。

　来月に行われる文化祭では、クラス毎に自由な出し物をすることができるのだが、彩とピリカ、そして玉たま求きのクラスでは、メイドカフェということになっていた。中学までの文化祭とは違い、高校では出店や喫茶店などができるため、一年生は特に活気づいている。

　彩のクラスも例外ではなく、皆それぞれメニューの作成や必要な材料の計算や看板の作成などに勤しんでいた。

　そんな中、当日店員になる女生徒達が衣装合わせだと言ってメイド服に身を包んでいた。女子のほとんどがメイドの格好をしているのだが、中でも男子の視線を集めていたのは二人の女生徒。

　ミラピリカ・スタッカートと紀き無なし玉求だった。

　水泳の授業と同じく、容姿の優れる二人が普段とは違う格好をしているということで周囲の目を引いている。女子達の集まる一角だけ華やかな空気に満ちていて、それに惹ひかれるように男子の視線が集中する。

「アンタは何もしないの？」

　そんな輪の中から抜けだして、ピリカが彩の前までやってくる。そして首を傾かしげた。

「あぁ、今から買い出しに行くところだよ」

　彩さいの返答に、ピリカは怪け訝げんそうな顔をした。

「買い出し？　パシリってこと？」

「嫌な言い方するなよ……。誰だれもやりたがらないからやるだけだ」

　この暑い中、誰も進んで買い出しになど行きたくはないだろう。だが、誰かがやらなければならないことだ。

「ふぅん……？　ねぇ、アタシも一緒に行ってあげましょうか？」

　何かを期待するような視線で彩を見るピリカ。

「その格好で？」

　彩が苦笑いを浮かべながら言うと、ピリカは顔を赤くした。

「そんなわけないでしょっ！」

「冗談だよ。それに一人で平気だ、大した量じゃないからさ」

　優しく笑いかけるが、ピリカは少し不満気な表情になった。

「……あっそ。それよりどうかしら、この服」

「ん？　あぁ、可愛かわいらしくていいんじゃないか？」

　服が似合っているというのもあるが、そもそもピリカのような容姿なら余程コーディネートを失敗しない限りはどんな服だって似合うだろう。

















「でしょ？　やっぱりアタシみたいな完かん璧ぺき美人は何を着ても似合っちゃうのよね」

　褒められて悪い気にはならないのだろう、言いながら、ピリカは嬉うれしそうにはにかんだ。

「性格はメイド失格っぽいけどな……」

　独り言のつもりがピリカの耳まで届いたらしく、笑顔から一変、彩さいを睨にらみつけるピリカ。

　一歩足を踏ふみ出し、彩の足を踏む。

「痛っ、おいピリカ──」

　文句を言うより早く、ずいっと顔を近づけられる。互いの息がかかりそうなほどの距離。戸惑う彩に対し、ピリカは不機嫌丸出しな笑顔で、こう言った。

「アタシの性格がどうかしましたか御主人様？」

　……余程不服だったらしい。

「……いえ、なんでもないです」

　思わず敬語でそう答えると、ピリカは満足したのか彩から離れる。

「ふふっ、そうよね」

「そういうところが……」

「なにか言った？」

「いや、何でもない」

　主人を視線で圧倒するメイドがどこにいるのだ、とは思っても言わない。どうやらピリカは今の姿をえらく気に入っているらしい。

「じゃあ俺おれはそろそろ出かけてくるよ」

　必要な物が書かれたメモをポケットに押し込み、彩は教室を出ようとするが──そこで一人の視線に気づいた。玉たま求きである。

　水泳の授業から不機嫌な玉求はこの時間は女子の輪の中にいた。視線に応えるように笑い掛けるが、機嫌は直っていないようで笑顔は返ってこない。代わりにその口が小さく動く。

　声に出さずとも分かる。たった二文字の言葉。

　ばか。

　……わけもわからないまま、彩は教室を後にした。



　　　　■◇◆□



「……あれ？」

　無人の下駄箱で靴を履き替え、朝より鋭くなった陽ひ射ざしに辟へき易えきとしながら校門を抜けたところで、彩は見知った後ろ姿を発見。

　小走りで近づき、ゆっくりと肩を叩たたく。

「ひゃっ!?」

　少女──魅み影かげ鬽み黒くろは、余程驚いたのかビクっと体を震わせ、可愛かわいらしい声を上げた。

　それと同時に振り返り、視線が合う。大きく見開かれた瞳ひとみは、自分の肩を叩たたいたのが彩さいだと確認すると安心したのか、すぐに元に戻った。

「な、なんだ少年か……。あまり驚かせないでくれ」

　胸を押さえつつ、鬽黒が言う。

「悪い、そこまで驚くとは思わなくて」

　腰まで伸びた黒髪、赤ん坊のように柔らかく白い肌に、小学生のような身長、それに見合う可愛らしい顔。とても高校生に見えないがれっきとした高校二年生である少女は、彩の謝罪に仕方なさそうに微笑ほほえんだ。

「普段外で声をかけられることなんてないから驚いてしまったんだ」

　走ったせいもあってか汗をかいている彩とは対照的に、鬽黒の表情はとても涼しげだ。前に晴れの日は嫌いだと言っていたが、暑さに弱いわけではないらしい。

　彩はもう一度謝ってから、並んで歩く。

「文化祭の準備とかはいいのか？」

「塾があるといってサボったよ」

　文化祭が一ヶ月後とはいえ、部活動も普段通り行われているし、何より月末には中間テストもある。なのでクラスの人間全員が文化祭準備に参加できるわけではないし、それは悪いことではないのだが。

「……あ、そう」

　人嫌いの鬽黒にとって、大人数で一つのことに向かって協力する行事というのは苦痛でしかないだろう。そんな鬽黒を責めることもできず、彩は苦笑するしかない。

「少年のクラスはメイドカフェだったか。準備の方はいいのか？」

　今度は彩が尋ねられる。

「そうだよ。その準備に必要な物を、今から買いに行くんだ」

　彩の返事を聞いて、鬽黒は不思議そうに首を傾かしげる。

「それは、誰だれかに頼まれて？」

「いや、自分からだけど」

　彩が答えると、鬽黒はなお不思議そうな顔をした。

「そんな誰もやりたがらないことを、よく率先してやるものだな」

「誰もやりたがらないことに限って、誰かがやらなきゃいけないことだったりするから」

「でも、そんなことをしても、誰も心から感謝なんてしてくれない」

「でも、代わりに誰も困らないだろ？」

　笑顔でそう返した彩の顔を、鬽黒はつぶらな瞳でじぃっと見つめる。

「……普通は、そういう風に考えられないものだよ」

「俺おれはそういう風に考えちゃうんだよ」

　これはもう性格の問題としかいいようがない。

　鬽み黒くろもそれ以上追及してくることはなく、「そうか……」と静かに頷うなずいた。

　会話が途切れる。何か話題はないかと考え、彩さいは昼間の水泳の授業のことを思い出した。

「そういえば、鬽黒って泳げるのか？」

「……？　得意と言うほどではないが、授業で困らない程度には泳げるよ。まぁ、二年生からは水泳は選択授業だから、取ってはいないけれど」

「ふぅん、嫌いなのか？」

　鬽黒は首を横に振る。それに伴い、綺き麗れいな黒髪が微かに舞う。

「嫌いってわけじゃないんだな？」

「好きではない」

　その答えがなんとも鬽黒らしいなと思いながら、彩は微苦笑する。

「今度の休みに遊びに行かないか？　皆でプールに」

　鬽黒は首を傾かしげ、きょとんとしてしまう。それからしばらくして、小さく呟つぶやいた。

「それはいいが、水着を持ってない」

「え？」

「授業以外でプールに入ることなんてなかったから……」

　なるほど、と彩は納得。鬽黒ならばありえる話だ。そもそも誰だれかとプールに行く事がないのだから、着る機会のない水着を用意することもなかったのだろう。

「じゃあ、買わなきゃな。まぁ、一応妹が昔使ってたやつなら家にあると思うけど……」

「なら、それでいい」

「いや、でも子供っぽいぞ？」

「君が前に言ったんじゃないか、高校生なんて子供だ、って」

　ふふっ、と大人っぽく微笑ほほえむ鬽黒。

「……あぁー、言ったかもな、そんなこと」

　まぁ、鬽黒がいいならそれでいいだろう。彩はそう思うことにする。

「それより、買い出しはいいのか？」

　気づけば、目的の店とは真逆の方向まで歩いてきていた。

「っ。そうだった。鬽黒はこのまま帰るのか？」

「あぁ、少年は確か、妹君の見舞いの日だったかな？」

　……。

「そうだよ。だからピリカだけ先に帰ると思うけど、喧けん嘩かするなよ？」

　一瞬笑顔が崩れるが、彩はすぐさま取り繕うように笑みを浮かべた。

「それはピリカ次第だ」

　鬽み黒くろが小さく笑う。そんな返事に苦笑しながら、彩さいは目的の店への道を歩き出そうと、一度立ち止まり鬽黒に手を振った。

「それじゃ、また」

「……いや、少し待ってくれるかな？」

　同じく立ち止まった鬽黒に、呼び止められる。

「どうした？」

「少し、確認したいことがあって」

　鬽黒の表情に笑みはない。それが、何な故ぜか彩の不安を煽あおった。

　風が吹く。湿気のないそれは素直に涼しくて、その風で鬽黒の髪がふわりと舞った。

　陽ひ射ざしが強い。妙に喉のどの奥が乾く。鬽黒が何を言うのか分からなくて、だがきっと楽しい話でないだろうことは分かっていて、彩はただその言葉を待った。

　鬽黒はそんな彩から視線を逸らさずに、無表情に、真面目な声色で、言った。

「プールも文化祭も、君が楽しみたいなら邪魔はしない。そう思うことは悪いことじゃないし、君にそれが必要なら文句もない。けれど──」

　それから鬽黒は少し躊躇ためらうように間を開けてから、冷たい現実を告げるように、続けた。

「それらは君の願いが叶かなったら無かったことになる現実だって、理解しているのかな？」

「──っ」

　鬽黒の言葉に、心臓を鷲わし掴づかみにされたような気分になる。途端に呼吸が苦しくなる感覚。

　表情が歪ゆがみ、頭の隅に置いていた思考が再びぐるぐる巡る。

　あぁやはり。

　彩は自分がどうして不安な気持ちになったか理解した。

　彩が気づく程度のことに、鬽黒が気づかないわけがない。そして、そんな鬽黒からすれば、彩の行動は滑こつ稽けいに映るのかもしれない。

　そんな彩を見て、鬽黒は物憂げな表情で言う。

「なんだ、気づいていないわけじゃなかったのか」

　力なく頷うなずく。

「俺おれの願いが叶ったら、俺は"Over Image"に二度目の参加をしなかったことになる」

「そう。君の大事な人は不幸になってなんかいない幸せな世界で、君は私との再会もピリカとの出で逢あいも夢ゆめ壊かいとの和解もない世界で生きることになる。それは君にとって理想な世界のはずで、思い描いていた未来なはずだ」

　その通りだ。

　そんな未来を手に入れる為に自分はこのゲームに参加しているんだから。

　だがそれは同時に、二度目の参加以降築き上げたものを捨てる行為でもある。

　だから鬽黒は言っているのだろう。どうせ全部無かったことになるのに、それをあなたは楽しみたいのか、と。

「鬽み黒くろは……どうなんだ」

「どう、とは？」

「俺おれの願いが叶かなったら、再会が無かったことになる」

「でも、君の願いは叶うんだ。それじゃダメなのかい？」

　どこか寂しげに笑う鬽黒。

「ダメ、じゃない……けど」

　上う手まく言葉にならない。訊ききたいことがあって、でもどういう風に質問すればいいのか、どういう答えが返ってくれば自分は満足できるのか、何も分からない。

　そんな彩さいの心中を察してか、鬽黒が口を開いた。

「そうだな。悲しいか嬉うれしいかなら、嬉しい。私を庇かばったせいで君の大事な人は不幸になってしまったんだから、それが取り除かれることを邪魔しようだなんて思わないよ」

「……そう、か」

　自分の願いが叶うことに鬽黒が賛成してくれている。嬉しいはずだし、感謝するべきなのかもしれない。けれど、そういった感情は湧わかなくて、むしろそれとは逆の想いが胸中に浮かぶ。心に穴が空くような、寂せき寥りよう感に似た何かが、染みるように思考を侵しん蝕しよくする。

　そんな彩の空虚を見透かしてか、鬽黒は「だが」と言ってから続きの言葉を紡ぎ始める。

「あくまでそれを抜きに考えれば、君がいなくなるってことだけを考えれば、そうだな。無くなってしまうわけだから悲しいと思うことすらできないんだろうけど、きっと私は、また笑わなくなるんだと思うよ」

　そういって、消えてしまいそうな程儚はかない笑みを一つ浮かべた。

「……あ」

　彩は思い出す。今まで、鬽黒があまりに表情豊かだったから忘れていた。

　そう、彩の学校では有名だったではないか。どんなときも表情を変えない、他者を拒絶する『氷の女王』。彩が【退場ロスト】してから、一人で戦わなければならなくなった少女が取った手段。

　そうだ、自分が願いを叶えたら、確かに大事な人の不幸は無かったことになる。でも同時に、このゲームに置いてきてしまった少女は、負い目を背負ったまま笑うことなく独りでゲームを続けることになってしまうのだ。

　彩の思考を見透かしてか、鬽黒は儚げに微笑し、無理に捻ひねり出したような明るい声で言う。

「でも、そんなこと気にしなくていいんだよ。願いを叶えることを迷う必要なんてないんだから」

　それだけ言って、鬽黒は彩の言葉を待たず歩き出してしまう。

　それを呼び止めることが彩にはできなかった。引き止める言葉が、思い浮かばない。

　願いは叶かなえたい。いや、叶えなければならない。幼おさな馴な染じみの未来ある“〝才能”〟と、妹の未来を生きる“〝時間”〟を奪ったのは、紛れも無い自分なのだから。だから彩さいの前には、願いを諦あきらめるという選択肢がない。

　けれど、願いを叶えても、彩は失うのだ。様々なものを。

　出で逢あって間もない頃ころにピリカが言っていた喩たとえ話を思い出す。

　百人と百一人のグループがあって、自分が選択した方は助かり、選択しなかった方は救われない。そんな究極の選択。

　絶対に選ばねばならないなら、選ぶべきはやはり百一人の方なのだろう。だが、彩はそんな単純に割り切れない。なにせ、今の彩からすれば、どちらのグループにも大事な人が紛れ込んでいる状態なのだから。どちらを選んでも、自分が完全に救われることはない。それでも選択の時は必ず来る。

　鬽み黒くろの背中が見えなくなっても、彩はしばらくその場に立ち尽くした。
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　その日の夜。

　夕飯も入浴も済ませた就寝前、彩は考えていた。

　どうにか、二度目のゲームの記憶を誰だれも失わず、なおかつ自分の願いも叶えることはできないだろうか、と。

　もちろん普通に考えれば不可能だが、そもそも"Over Image"の存在自体普通に考えればありえないものなのだ。普通では思いつかない解決方法があるかもしれない。

　そこで彩はここ一ヶ月で再確認した"Over Image"のルールを思い返してみる。

　願いの成就に関する項目に記載されていたのは──。



『Ａ―１到達と【調整者バランサー】を務めることによって得られるのは“〝願いを叶える権利”〟であって、その瞬間にゲームから離脱できるわけではない』

『今までに叶ったあらゆる願いを取り消す願い、もしくはそれに反する願いは叶わない。部分的に反する箇所がある場合は、その部分のみ願いが適用されない』

『Ａ―１クラスへ到達しておらず、【調整者バランサー】の状態で願いを叶えてもゲームから離脱することはできない』

『原則、ゲームをクリアし願いを叶えた場合、【イマジネーター】としての記憶は失われる』

『願いで何者かの死の事実を撤回することは可能だが、蘇そ生せいさせることはできない』

『願いで“〝願いを叶える権利”〟を複製することはできない』

『願いで存在しない生命体を作り出すことはできない』

『願いで【イマジネーター】を殺すことはできない』

『願いで“〝不老”〟“〝不死”〟になることはできない』

『願いで世界単位の価値観操作はできない』

『願いでＡ―１になることはできない』

『抽象的な願いは叶かなわない』

『上記に反しない限りは、どんな願いでも叶う』



　──と、いうものである。

　当たり前ではあるが、叶わない願いというものが存在する。要するに、ゲーム内の不正は許さず、現実世界の理を侵すような願いは叶わないということだ。

　その点、彩さいの願いはルールに抵触していない為、問題なく叶うということになる。

　彩は考える。ルールに抵触しない形で、自身の抱える問題を解決する方法はないかと。

　自分は神になりたいわけではない。不老不死も死者蘇そ生せいも思想操作も生物生成も興味はない。ただ当たり前の日常を取り戻したくて、でも非日常の中で手に入れた関係も失いたくない、それだけなのだ。

　それが、どうしようもなく難しいのだけど。

　…………早くも思考が行き詰まり、彩は頭を抱える。

　彩が記憶を失うだけなら、最悪それは構わない。だが、彩が気にしているのは、現実が書き換わることによって本来救えたはずの少女たちが救われないことだ。

　玉たま求きもピリカも鬽み黒くろも遊ゆ廻かいも、彩の二度目の参加がなければそれぞれ問題を抱えたままでゲームを続けることになる。一度は助けておいて、自分の願いを叶えるから元に戻ることを放っておくというのは無責任すぎる。彩は自分がそんな選択をすることが許せない。

　だが、具体的な解決策が思い浮かばないことにはどうしようもない。

　彩はソファーに横になり、天井を見上げる。

　──誰だれかに相談してみた方がいいかもしれないな。

　でも、誰に？

　玉求や鬽黒、ピリカに相談すれば確かに力にはなってくれるだろう。だが、それはなんとなく躊躇ためらわれた。既に彩の抱える問題を見抜いた鬽黒にならまだしも、そうではない二人に『願いを叶えたら“〝今”〟が無かったことになるからそうならない方法を探してくれ』と頼むのは、都合が良すぎる。なによりも、鬽黒やピリカには己の願いもあるのだ。ただでさえ共闘という形で協力してもらっているのに、これ以上頼るのは気が進まなかった。

　それでも、自分一人で解決できる問題ではないのも確かだ。

　…………。

　彩さいは散々考えた結果、決心したようにソファーから起き上がる。目の前のテーブルの上に置いてある携帯を手に取り、電話帳から一人の人間の電話番号を選択し、電話をかけた。

　自分からその相手に電話をかけるのは初めてのことだったので、彩の手が緊張で微かに汗ばむ。さっきより室温が上昇した気がする。妙に心臓の鼓動が速い。耳に当てた携帯電話から鳴るコール音がどこか遠くで鳴っているように聞こえる。

　そんなことを彩が感じている間に、電話は繋つながった。

「も、もしもし」

　噛かんでしまう。相手の顔が見えない電話というのが、彩はあまり得意ではなかった。ましてや、相手は十年来の幼おさな馴な染じみでも生まれた時から知っている妹でもないのだ。

　恥ずかしくなり次の言葉を紡げずにいた彩の耳元に、くすりと大人っぽい笑い声が響く。

『こんばんは、真ま白しろくん。どうかしたのかな？』

　大人びていて、余裕を感じさせる声。電話の相手は楽しそうに、それでいてどこか嬉うれしそうな声色で言った。

　──夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かい。

　かつて一度彩を【退場ロスト】させ、そして一ヶ月前、彩に敗北した少女。

　彩の“〝不幸”〟の作成者であり、鬽み黒くろからすれば仇きゆう敵てき。

　そんな少女と、現在彩は友人関係にある。

　時にはメールで、時には電話で。鬽黒やピリカに対しての負い目か、直接彩と逢あおうとはしないが、それなりに連絡を取り合う仲になった。

　自らが定めたルールに忠実な遊廻は、敗北により殺人をやめた。そして何より、人に歩み寄ることを、覚えた。それは立派な進歩で、健気な一歩で。彩はそれに応えた。

　それを後悔はしていないし、今後することもないだろう。当然、彩を除く三人の反応は好意的とはいえなかったが、それは仕方のないことだ。

　誰だれとでも仲良くするなんてことは不可能だし、誰からも好かれる人間などいない。相あい容いれないこともあるだろうし、それは悪いことではない。

　それでも、歩み寄る努力をすることもまた、悪いことではない。妥協でも我慢でもなく、勇気を振り絞って人と関わろうとするのは、とても難しく、意味のあることだと思う。

　そんな遊廻は、関われば関わるほど以前まで感じていた“〝狂気”〟が錯覚だったのではないかと思える程、陽気だった。彩と連絡をとっている間も、暗い過去を感じさせない明るさを持ち、楽しそうに笑う。それが表面上の誤魔化しなのか、それとも望んでいた現実に喜んでいるだけなのかは分からないが、少なくとも現状に不満はないように思える。

『真白くんの方から電話をくれるのは初めてだね』

　いきなりの電話にも気を悪くすることなく、むしろ声を弾ませる遊廻に、彩の中にあった緊張が次第にほぐれていく。

「あぁ、そうだな。少し訊ききたいことがあって」

『今日の下着の色は黒だけど？』

「訊いてないから」

『でもよかったよ。さっきお風ふ呂ろから出たところだったから、もう少し早く電話が来てたら出られなかった』

　そう言って、クスクスと笑う。

「あ、そう……」

『あれ？　元気がないようだけど、何かあったのかな？』

　彩さいの様子が普段と違うのを察したのか、遊ゆ廻かいが不思議そうに尋ねてきた。

「あぁ、ちょっと真面目な相談があって」

　それを聞いて、遊廻の声のトーンが下がる。

『彼氏なら……いないよ？』

「本題に入っていいか？」

　彩のスルーにも遊廻は笑った。そして促すように『どうぞ？』と言う。

　彩は一つ深呼吸をし、それからゆっくりと語りだす。悩んでいることを、全部。

　既にＡ―１に到達し、“〝願いを叶かなえる権利”〟を手に入れている遊廻なら、彩のこの問題をどう思うだろうか。

『──つまり、願いは叶えたいけど、それによって二度目の参加で築いた関係が崩れるのも嫌だから、どうにかしたいってことでいいのかな？』

　全てを聞き終えて、遊廻は彩の話をそう纏まとめた。

「あぁ、それであってるよ」

　彩は頷うなずく。

　電話口からは『うぅん……』と思案する遊廻の声が聞こえてきた。しばらくの沈黙。

『あのさ、真ま白しろくん。わたしが前に言ったこと、覚えてる？』

「前って、いつのことだ？」

『お友達になってくださいってお願いしに行った日』

「覚えてるけど、結構色んなこと言ってたぞあんた」

『──考えてみて。何で君は不幸になったの？　何で他の【イマジネーター】は、不幸になったの？』

　一ヶ月前の再現だろう、遊廻がどこか演じるように言った。

「あぁ、それか。覚えてるよ」

　遊廻の去り際の言葉だ。

　彩の願いの成就と、今まで不幸になった【イマジネーター】の救済。それを両立できる願い。そんな都合のいい願いなどないと考える彩に、遊廻は事も無げに言い放ったのだ。

『答え、分かった？』

「…………分かったよ」

　その時は理解できなかった遊ゆ廻かいの言葉も、今なら理解できる。

　彩さいが不幸になったのは、ゲーム内で殺され、【退場ロスト】したからだ。そのペナルティーとして、彩は不幸になった。他の【イマジネーター】が不幸になったのも同様。

　つまり、"Over Image"というゲームのペナルティを受けたという点において、彩と他の脱落者は同じなのだ。

　だから、彩の願いを叶かなえるのと同時に、今まで不幸になってきた【イマジネーター】を救うことはできる。“〝今まで【退場ロスト】した【イマジネーター】のペナルティを撤回する”〟と願えばいいのだ。

　だが、それだけでは根本的解決にはならない。これからも誰だれかが不幸になっていくし、これからもゲームは続いていく。

　それにそもそも、その願いでは何も変わらない。確かに今までの脱落者を救える画期的な願いではあるが、救いたいものが救えないのでは意味が無い。

　だが遊廻は続ける。

『なら、あとは簡単だよね。“〝願いを叶える権利”〟がもう一つあれば、真ま白しろくんの問題は解決するじゃないか』

　当たり前のことを口にするように、遊廻は言った。

　彩としては首を傾かしげざるを得ない。

「……？　いや、その前提はおかしいだろ。もう一つの“〝願いを叶える権利”〟なんて、手に入れられない」

『手に入れられるとしたら？』

「え？」

　遊廻の言葉が信じられず、思わず聞き返してしまう。

　まさか【調整者バランサー】になれとは言わないだろう。遊廻だって彩が誰も殺さないことは分かっているはずだ。

　だから、遊廻はこう言っていることになる。

　誰も殺さず、二つ目の“〝願いを叶える権利”〟を手に入れる方法がある、と。

『もし、もしだよ？　決して自分は幸福になれないけれど、君の言っていたことを実現できる方法があったとしたら、真白くんはどうする？』

「迷わずその方法を取るよ」

　彩は即答していた。考えるより先に言葉が口から出た。

　そんな方法が実在するというなら迷う必要がない。たとえその結果として、遊廻が言っていたように自分が幸福になれなかったとしても、そんなものは求めていないのだから。

『あはは、さすが真ま白しろくん、迷いなく即答だね』

「それより、本当にそんな方法があるのか？」

『あるよ。ただし付け加えると、一つ覚悟が必要かな。全ての【イマジネーター】を敵に回す覚悟が』

「……それが条件？」

『そういうことになるのかな』

　彩さいはそれを聞いて、ふっと笑みを浮かべてしまった。

「そんなの、初めからそうだろう。それで問題が解決するなら、安いもんだ」

　今だって、いつ他の【調整者バランサー】が攻めてくるかわからない状況なのだから、今更他の【イマジネーター】を敵に回すもなにもないだろう。

　だが、遊ゆ廻かいはつられて笑うこともなく、平へい坦たんな声で続けた。

『……うぅん、多分真白くん分かってないと思うな。いや、まぁいいや。ともかく君の抱える問題は解消できるよ。その方法をわたしは知ってる』

「あぁ」

『で、真白くんはそれを教えてほしいわけだね？』

「あぁ、そうなる」

　彩は頷うなずく。しばらくの沈黙があって、その後遊廻のわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえたと思うと、次に聞こえてきたのは緊張したような、遊廻らしからぬか細い声だった。

『いいけれど、それを教えるには、一つ条件があるよ』

「条件？」

『そう。この方法には少なからずわたしの協力が必要だからね、その対価というか、なんていうか……』

「あぁ、俺おれにできることなら構わないよ」

　寧ろ彩の方が感謝したいくらいなのだ。条件の一つや二つ、呑のむことに躊躇ためらいなどあるはずもない。

『ねぇ、真白くん』

　電話口から聞こえる少女の声は、こちらにも伝わってくるくらい緊張していた。

「どうした？」

『えぇと……その、だからね、条件なんだけれど、明日からは土日で、学校がお休みなわけじゃない？』

「そうだな」

　少女、夢ゆめ壊かい遊廻は、声に緊張を織り交ぜて、言う。

『だから、日曜日に、デートしようよ』

「………………は？」

　思わぬ言葉に、気の抜けた声を発してしまう彩さい。

　デート？　彩を悩ませていた問題の解決方法との交換条件が、共に出かけること？

　途端に彩は脱力する。張り詰めていた空気が弛し緩かんし、巡らせ続けていた思考が落ち着く。

『いや、なんというか、電話で話すより直接話した方が伝わりやすいというか、行きたい場所もあるし友達って一緒に遊びに行くものらしいし一度くらい逢あって話そうというか』

　後半物もの凄すごい早口で遊ゆ廻かいが言う。なにやら珍しく焦っているようだ。

『ダ、ダメかな……？』

　と、最後は弱々しい声で言うものだから、彩はわけもわからず、取り敢えず優しい声色で「ダメじゃないよ」と返事する。

　すると、遊廻は心底安心したように吐息を零し、小さく『よかった……』と呟つぶやいた。

「じゃあ、日曜の昼からでも」

『そ、そうだね。時間と場所は後でメールしておくよ』

「了解」

　承諾。電話を切る頃ころ合あいかと彩が口を開こうとしたとき、遊廻が笑い混じりに呟いた。

『でも、君も人間っぽいところがあるね』

「ん？　どういうことだ」

『だって、色々理由付けてたけどさ、要するに君は忘れたくないんでしょう？　スタッカートくんとの出で逢あいや魅み影かげくんとの再会をさ』

「……まぁ、確かに。それがないとは言わないよ」

　単純に自分がそれを忘れたくない、そういう気持ちも確かにある。

「でも、一人足りてない」

『紀き無なしくんとも何かあったの？』

「それもある。だけど俺おれが言いたいのは、俺が忘れたくない人に、あんたもしっかり含まれてるってことだ」

『…………あ、そう』

　少し間を開けてから、遊廻は返事をした。その声が少し上擦っているように聞こえたのは錯覚か。

「まぁ、そういうことで、また日曜に」

『え、あ、うん。またね、真ま白しろくん。デートには一人で来てね』

「あぁ、っと少し待ってもらっていいか」

　通話を切ろうとしていた遊廻を、彩は慌てて止める。

『いいけど、どうかしたの？』

「いや、"Over Image"とは全然関係ないんだけど、二人きりで出かけるのと、大人数で出かけるのって、どこか違うのか？」

　昼間の玉たま求きを思い出す。途中まで機嫌が良かったのに、ピリカを誘った途端機嫌が悪くなった。理由はあるのだろうが、彩さいはそれが何だか見当も付かないのだ。

『そりゃまぁ、違うのは人数じゃない？』

「そういう話じゃなくて。えぇとじゃあ、皆で行くのが嫌なのと、二人きりで行きたいってのは同じ意味だよな？」

　ピリカ曰いわく違うとのことだが、結局同じとしか思えない。

　だが遊ゆ廻かいは何を納得したのか、盛大に笑い出した。

『真ま白しろくん、それで女の子怒らせたんでしょ？』

「怒らせたというか、相手が拗すねたというか」

　電話口の遊廻は呆あきれたように言う。

『まぁ、真白くんが悪いんじゃない？』

「それはピリカにも言われた……」

『ってことは怒ったのは魅み影かげくんか紀き無なしくんだろうけど、魅影くんの性格的に今の真白くんにお出かけの誘いはしないだろうから、紀無くんあたりかな』

「あんたはエスパーか何かか？」

『まさか、ただの【イマジネーター】だよ』

　あははと笑ってから、遊廻は続ける。

『えぇと何が違うか、だね。簡単に言うと、外食と手料理くらい違うね』

「なんとなくそれっぽいこと言ってるけど、意味が伝わってこねぇよ」

『大事なのは気持ちっていうかさ、多分、皆と行く事になったから拗ねたんじゃなくて、真白くんが二人きりにまったくこだわらなかったことがショックだったんじゃないかな』

「……どういうことだ？」

『うん、そういうところなんだけどね』

　遊廻の呆れるような溜ため息いきが電話口から聞こえてくる。

『ともかく、紀無くんのご機嫌取りでもしたほうが賢明だよ。仲直りしたいならね』

「別に喧けん嘩かしたわけじゃないんだけどな……」

『それでも、だよ。紀無くんが不機嫌なままで何も困らないっていうなら別だけど』

「……あー、まぁ、努力してみるよ」

『うん、頑張って。それじゃあね』

　そこで通話は終了した。通話終了と同時に液晶に表示された通話時間は三十分を超えていた。思ったよりも時間が過ぎるのが早い。

　彩はソファーから立ち上がり、壁際にあるスイッチを押し、リビングの電気を消す。

　明日、どうやって玉求に機嫌を直してもらうか考えながら、彩はソファーへと寝転び、眠りに落ちた。










STAGE.12　◇急転、反転、暗転◆



　不意に目が覚めた。視界は暗く、リビングに明かりはない。カーテンの向こうにも光はない。携帯で時刻を確認するが、早朝というにも早い時間だった。

　だが二度寝する気にもなれず、取り敢えず顔を洗おうと洗面所へと向かう。さっぱりしたところでダイニングへ向かい、冷蔵庫からペットボトルのミネラルウォーターを取り出し、一口飲む。冷たい水が喉のどを通ると共に、ゆっくりと意識が覚かく醒せいしていった。

　それからリビングに戻り、そしてあるものを発見して絶句する。

「…………どういうことだ、これは」

　リビングには、ソファーが一つのテーブルを挟んで向かい合うように置かれている。つまり二つあるわけだ。彩さいが普段寝床として使用している場所には彩のタオルケットが乱雑に置いてあり、そこは不自然でもなんでもないのだが、反対側が問題だった。

　本来彩の部屋にあるはずの彩の布団に包まり、猫のように丸くなって寝息を立てている鬽み黒くろがいたのだ。すやすやとそれはもう気持ちよさそうに、猫耳フードのパジャマも相あい俟まってまるで子猫のようだった。閉じられた瞼まぶたに、柔らかい頬ほおに、薄い唇。まるで子供のように可愛かわいらしい鬽黒の寝顔を見て、思わず彩の表情も緩む。

「いや、そうじゃなくて……」

　そんな自分に声を出してツッコみつつ、彩は小さく首を振った。

　和んでいる場合ではない。何な故ぜ鬽黒がわざわざ彩の向かいのソファーで寝ているのか、が問題なのだ。熟睡具合からいって、おそらく彩が起きる前からここで寝ていたのだろう。ということは彩が眠りに落ちたあとに一階に降り、ここで寝たということだろうか。

　──何のために？

　理由は不明だが、これが今日に限ったことではないことくらいは予想できた。

　改めて、鬽黒の寝顔を覗のぞきこむ。

「……すぅ…………んっ……」

　──まぁ、いいか。

　理由がどうであれ、責めるようなことでもない。普段、彩が起きると鬽黒が絶対に先に起きているので、寝顔を見るのは今日が初めてだった。このまま鬽黒が起きる時間まで寝顔を眺めてろと言われても、彩はできる気がした。それほど、見ていて飽きない。だが、実際にそれをやるのはあまりに変態じみている気がするので自粛する。

　完全に眠気が覚めてしまった彩は、ソファーに戻ることはせず、鬽黒の側に腰を下ろした。あまりに柔らかそうな肌を見て、思わず指でつついてしまう。

「………………んっっ……？」

　呻うめくような声と同時、鬽み黒くろの目が薄っすらと開く。

「あっ……」

　起こしてしまったことに微かな罪悪感を抱きながら、彩さいは固まる。

　もぞもぞと布団から腕を出し、瞼まぶたを擦ると、鬽黒はゆっくりと上体を起こした。半ば布団に包まった状態で首を左右に動かす。普段とは違う、ぼんやりとした鬽黒の表情。大人びた立ち振舞いが鳴りを潜めると、子供っぽさのみが際立つ。

　鬽黒は少しおどおどしながら、リビングを見渡す。ここがどこかを確認するように。

　そして、彩と視線が合うと、可愛かわいらしく首を傾かしげる。それから、不思議そうに呟つぶやいた。

「……真白さん？」

「──え？」

　今度は彩が首を傾げる番だった。

　寝ぼけているのだろうか、微睡むように体がふらふらと揺れている。

「……真ま白しろさん、今日は起きるのが早いんですね」

　眠そうに欠伸を漏らす鬽黒。

「いや、少し目が覚めただけで、また寝るところだよ」

　誤魔化すように笑い、立ち上がる。自身の寝床へ戻ろうとするが、服の裾すそを掴つかまれた。

「あの、真白さん。私の横で何をなさっていたんですか……？」















　純粋な疑問の声に、彩さいはぎこちなく笑うことしかできない。寝顔が可愛かわいすぎてつい見とれてましたと正直に言うわけにもいかない。

「えと、髪にゴミがついてて……」

　我ながらセンスのない言い訳だと思う。だが鬽み黒くろは裾すそを掴つかんでいた手を離した。

「なるほど、真ま白しろさんがそう言うならそうなのでしょうね。ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げる鬽黒。全幅の信頼に胸が痛む……。

「それじゃあ、おやすみ」

「あの、真白さん」

　喋しやべり方が一向に戻らない。寝ぼけているのもあるだろうが、もしかしたら夢の中だとでも思っているのかもしれない。もしくは、この喋り方が鬽黒の素の状態であるか。

「ずっと、お聞きしたかったことがあるのですが」

　鬽黒はうとうとしつつも、はっきりとした発音で言う。

「……なんだ？」

　彩は無視するわけにも行かず、立ったまま鬽黒の言葉に耳を傾けた。

　鬽黒はしばらく躊躇ためらうように沈黙していたが、不意にゆっくりと口を開いた。

「真白さんにとって、私は一体“〝何”〟なのでしょうか？」

　言葉の意味を計り兼ねて、彩は咄とつ嗟さに返事ができない。

「どういう意味だ、それ……」

　それでもなんとかそう絞りだす。鬽黒は続けた。

「学校の先輩？　一緒に戦う仲間？　それとも、昔助けたことがある少女？」

　ただ寝ぼけているわけではないらしい。だが、普段の鬽黒というわけでもない。

　まるでそれは、昔の鬽黒と会話しているようだった。弱々しくて、喋り方はたどたどしくて、彩を慕っていて、でもどこか哀しげな表情をする、かつて彩が救った少女。

　そして鬽黒は、悲しい現実を突き付けられたような表情で、言った。

「ねぇ、真白さん。私は気づいてしまったんですよ。あなたは私だから助けてくれたんじゃなくて、困っている人間がいたから助けてくれただけなんですよね……」

「…………鬽黒？」

　いきなり何を言い出すんだ？

　そう思いながら、そんな言葉が口から出ない。鬽黒の表情があまりに真剣だったから。冗談でも何でもなく、今の彼女の言葉は彼女の本心だと思えたから。

「私は、勘違いをしてました。自分を物語のヒロインか何かと勘違いしていたのかもしれません。そんなこと、あるはずないのに。あなたはヒロインを守る主人公じゃなくて、困っている人ならば誰だれでも救う正義のヒーローなのに」

　淡々と、諦あきらめるように。滔とう々とうと、哀しむように。

　鬽み黒くろは心の中にずっと秘めていた思いを吐き出すかのように、淀よどみなく言った。

「違うよ。俺おれはそんなんじゃない」

　彩さいの否定にも、耳を傾けない。

「私にとっていくらあなたが特別でも、あなたの中での私はただの少女なんですよね？」

「違う、そんなこと、俺は……」

「でも真ま白しろさん。差別なく、区別せず、誰だれでも救う。そんなあなたのことは、誰が救ってくれるんですか？」

「……俺は別に、救いなんて求めてないよ」

「嘘うそつき」

　鬽黒は限りなく透明に近い、見透かすような笑顔で言う。

「願いを叶かなえてくれるのが神なら、願うのは間違いなく人間です。自分にはできないことだから誰かに願う。ならそれは、救いを求めてるってことですよ」

「…………なら、俺が求める救いは、大事な人の幸福だ」

「その大事な人という枠組みに“〝自分”〟を組み込めない真白さんに、周りを幸福にする資格はないと思います」

「周りの人間を不幸にした俺が、幸福になっていいわけがない」

「あなたが自分の幸福を願えないから、周りの人が不幸になるんじゃないですか」

「……どういうことだよ」

　鬽黒はしっかりと目を開き、まっすぐ彩を見据え、はっきりと言い放つ。

「真白さんが誰かを大事に思うなら、誰かだって真白さんを大事に思ってる。そんな当然のことに気づかずに、あなたは他人の幸福ばかり追い求める。まるで自分を殺すみたいに、己の命を顧みないで救済に従事する。あなたが傷ついたときに誰かの心が傷つくことを考えないで、誰かを助け続ける。だから真白さんは残酷なんですよ。どれだけ他人を救っても、自分自身を大切にしないから残酷なんだ」

　その言葉は、彩の心を深く抉えぐった。

　残酷という言葉は、以前玉たま求きにも言われていたことだ。彩は自分を優しいとは思っていないし、自分の行動が残酷と言われるならそれも仕方ないと思っていた。人を助けるのは間違ったことではないはずだし、救える人間を見捨てる方が残酷だと考えていたから。

　けれど、そうじゃない。

　優しいとか残酷だとか、そんなことではなく、自分は単純に、気づいていなかったのだ。

　自分が玉求を大事に想っているくらいに、玉求も自分のことを大事に想ってくれていて。

　彩がピリカを友達だと考えているのと同じくらいに、ピリカも自分を友人だと思ってくれていて。

　彩が鬽黒を守りたいと思うのと同じくらい、鬽黒も彩の役に立とうと思ってくれている。

　分かっている気になって、理解している気になって、顧みていなかった。

「……それでも俺おれは、助けられるものは助けたいよ」

「それは、自分のことは助けられないということですか」

　救えるものを見捨てることは自分にはできない。でもそれは、自分を顧みないのと同じで、自分を大切に想う誰だれかを傷つけてしまうのと同じで。でも彩さいはそれをやめられない。

　彩の目を見て、これ以上何を言っても無駄と悟ったのか、それとも最初から説得できると思っていなかったのか、鬽み黒くろは「そうですか」と力なく呟つぶやいた。

「わかりました。でも、いえ、だから」

　それから鬽黒は言った。溜ため息いきとも、笑い声ともつかない空気を小さく口から吐き出し、決心とか諦てい観かんとか様々な感情を織り交ぜたような複雑な表情で。

「だから、そんな真ま白しろさんのことは、私が助けます」

「え？」

　彩の声が、思わず裏返る。

「皆を救って自分を救わない真白さんを、私が助けます。絶対に、何があっても」

　微笑を湛たたえて、けれど力強く、鬽黒は言った。

　助けるとは、どういうことか。それは分からなかったが、それでも彩は小さく頷うなずいた。

　少女の言葉に圧倒されるように、呟くように言葉を返す。

「……ありが、とう」

　自分を想っての発言を無下にできるわけもなく、特に考えもせずに感謝を述べた。

　彼女の“〝何があっても”〟という言葉に隠された意味を、その時の彩が知るわけもなく。

　深夜と早朝の間に起きた想定外の対話は、そうして終わった。

　彩の心の中に、後味の悪い何かを残して。
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「プールに行きましょう」

　土曜日。朝食を済ませた後、彩が皿洗いをしている時に、ピリカがそんなことを言い始めた。休日ということで当然学校はなく、ピリカも鬽黒もパジャマ姿のままだ。

「プールか。別にいいけど、急だな」

　なにせ、話題に出たのが昨日である。

「いいじゃない。アンタの幼おさな馴な染じみも呼んで、皆で行きましょうよ」

　ピリカは急かすように言う。

「って言ってもな。……まぁ、夏休みになったらすごい混むんだろうし、今の内に行っておくのもいいかもしれないけど」

「じゃあ決定ねっ？　早速準備してくるっ」

　ピリカはそう言い残して、二階に上がって行ってしまう。彩さいは仕方ないなと溜ため息いきを溢こぼしてから、リビングへ向かう。そしてソファーで読書している鬽み黒くろに声をかけた。

「あぁー……、えぇと、鬽黒？」

　彩の呼び掛けに、鬽黒は体をピクリと震わせたが、視線を本から離さない。

「な、なにかな？」

　当たり前といえばそうだが、鬽黒は自分が寝ぼけながら言ったこと、その後に言ったことを含めて全部記憶していた。もちろん、彩だってすぐに忘れられるわけもない。互いにその後再び就寝したわけだが、起床しようにも事実は変わらない。

　互いの間にはなんともいえない微妙な空気が流れていた。

　気恥ずかしさと、申し訳なさが混ざったような、微妙な空気。

「聞こえてたろ？　ピリカがプールに行こうってさ」

　鬽黒は表情を隠すようにフードを深く被って、こくこくと頷うなずいた。

「う、む。分かった、着替えてこよう」

　立ち上がり、そそくさとリビングを後にする鬽黒を見て、彩は緊張を解いた。

　鬽黒の言葉を思い出す。彩を自分が助けるという言葉。

　言うまでもなく、自分は鬽黒に助けられている。

　彩が二度目の参加時に殺されかけていたときに駆けつけてくれたのは鬽黒だった。あれが無ければ、自分はコンティニュー後すぐに【退場ロスト】していただろう。

　鬽黒から見て彩が自分を救ってくれた特別な人間なら、彩から見てもそれは同じなのだ。

　鬽黒と彩は、互いに互いが、命の恩人であるのだ。

　にも拘かかわらず、鬽黒は彩と己を対等に扱おうとしない。常に彩を上位に置いて、心配して苦心して、優先する。

「…………自分を助ける気がないのは、どっちだよ」

　彩は、どこか苦しそうに、受け取る側のいない言葉を吐き出す。

　彩が自分以外を救って、自分を救えない人間なら。

　鬽黒は彩だけを救って、自分を救わない人間だと。

　彩はそんなことを考えながら、玉たま求きへメールすべく携帯を取り出した。
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　三十分ほど経っただろうか。私服に着替えた二人と彩は、リビングで残る一人である玉求を待っていた。ピリカはキャミソールにミニスカート。鬽黒はチェックのスカートに薄手の黒いパーカーを着ている。

「遅いわね、ちゃんと誘ったの？」

　ピリカが不満気に呟つぶやく。

「あぁ、すぐに来るって言ってたんだけどな。もう少し待ってみよう」

　宥なだめるように彩さいが言うと同時、インターホンが鳴る。

「来たようだな」

　鬽み黒くろが言う。

「いや、玉たま求きならインターホン鳴らさずに入ってくるはずなんだけど」

　不思議に思いながら彩は玄関へ向かい、扉を開いた。

「遅かったな──」

　玉求。そう言おうとして、途中で止まる。

「あはは、ごめんね彩君」

　申し訳なさそうに頭をかく玉求。だが、玄関先にいたのは玉求だけではなかった。

　玉求の前に立つ、二人の少女。

　片方は見るからに活発そうな笑みと、そこから覗のぞく八重歯が特徴的なツインテールの小柄な少女。

　もう片方は対照的に大人しそうな雰囲気に、どこを見ているか分からないぼんやりとした視線、肩までの長さの髪とリボンで結われた横髪がチャームポイントの少女。

　予想外の来訪者に彩は驚きつつ、だが知らない相手ではなかったので笑みを浮かべた。

　そんな彩の反応を見て、ツインテールの少女が嬉うれしそうに笑う。

「お久しぶりです、先輩っ」

　そう言って少女は、思い切り彩に抱きついた。

「ふぇっ!?」「なっ……」「むっ──」

　玉求とピリカと鬽黒がほとんど同時に声を上げる。

　少女はツインテールを揺らしながら彩の胸に顔を埋めた。腰に回される小さな手、平へい坦たんな胸の感触、服越しにかかる少女の吐息が彩に伝わる。

「あぁ、久し、ぶりだな」

　彩は戸惑いながら、どうにかそれだけ答える。

　そう。突然の来客は、かつての──中学時代の後輩だった。

「でも、どうして二人が？」

　首を傾かしげる彩に、玉求は少女を彩から引き剥はがしてから、言った。

「いや、家を出る前に逢あってね。それで色々あって、その……あはは」

　その表情から、玉求自身困惑しているのが見て取れる。彩と離され不本意そうに頬ほおを膨らませる少女の代わりに、今まで黙っていたもう一人の少女が彩を指差しながら言った。

「……逢いに来た。せんぱいに」

　簡潔に、目的を告げる少女。空いている方の手にはバッグが下げられていた。

「えぇと、なんで？」

　しかしそれで納得できるわけもなく、彩さいは尋ねた。

　彩が中学校を卒業したのは今年の三月。今は六月。さてどんな要件だろうかと、彩が首を傾かしげていると、そこでピリカが口を挟んだ。

「ていうか、誰だれ？」

　もっともである。

　そんなピリカを見て、ツインテールの少女は目を輝かせた。

「うわ、綺き麗れいな金髪さんですねっ。噂うわさは本当だったんですか！」

「……噂？」

「はいっ。先輩が美人と幼女を拉ら致ち監禁してるという──」

「冤えん罪ざいにも程があるな！」

　思わず叫ぶ彩に、「……誰が幼女だ」と恨めしげに呟つぶやく鬽み黒くろ。

「あはは、冗談ですけどね。玉たま求き先輩に事前に聞いてましたので」

　そう言ってから、少女はピリカと鬽黒に視線を向けた。

「初めまして、一いち軸じく灰はい撫なです」

　にっ、と笑う。警戒心や距離感などを無視して、スッと心に届く花のような笑顔。

















　次いで、無口な少女も自分を指差しながら名乗る。

「……桃もも瀬せ未み恋れん」

　もちろん名前だけでは説明が足りないので、彩さいは補足する。

「中学時代の後輩で、歳は二つ下なんだ」

「ふぅん？　でもアンタ、前に友達は少なかったとか言ってなかった？」

　ピリカがジト目で彩を睨にらむ。鬽み黒くろも口にはしないが不満げな視線を彩に送っていた。

「いや、別に──」

　彩が言い終えるより先にツインテールの少女──灰はい撫なが手を上げて声を発した。

「先輩と灰撫は恋人同士でしたー」

「さらっと嘘うそをつくな」

　灰撫の妄言に冷静に返す彩。

「先輩って普段優しいのにツッコむときだけ突き放すような言い方しますよね」

「相手が余程ふざけてない限りそんなことにはならないけどな」

　そのやり取りを見て、ピリカの機嫌が更に悪くなる。

「随分と仲がいいのね」

　鋭い視線が飛んでくる。何な故ぜか玉たま求きまで頬ほおを膨らませていた。

「それはもうっ！　なんたって先輩と灰撫は校内で有名なオシドリ夫婦でしたし」

「なんで呼吸するように嘘をつけるんだお前は……」

　呆あきれる彩に、無い胸をえっへんと張る灰撫。

「で、結局何しに来たんだ？　悪いけど、これから出かける用事があるんだ」

　さすがに付き合っていられないと彩が切り出すと、灰撫は「さっき言ったじゃないですか、先輩に逢あいに来たんですよ」と答える。

「いや、だから何で逢いに来たのかっていうのを聞きたいんだが」

　再度問うと、次に答えたのは未恋だった。

「……大事な話をしにきた」

　何を考えているか分からない瞳ひとみが、しっかりと彩のことを見つめている。

「大事な話？」

　彩がそこまで言ったところで、玉求が誤魔化すように割り込んでくる。

「えぇと彩君っ！　そろそろ行かない？　ずっと玄関で話し続けるわけにもいかないし」

「ん……あぁ」

　それもそうだろう。彩は頷うなずいてから、灰撫と未恋に言う。

「すぐに終わる話なら聞くけど、そうじゃないならまた今度にしてくれないかな？」

　すると二人は顔を見合わせて、彩には分からないアイコンタクトのようなものを交わしてから、頷き合う。そして、灰撫はサプライズを発表するような楽しげな表情で、言った。

「玉たま求き先輩に聞きました。プールに行くんですよね？　お邪魔でなければご一緒してもいいですか？　話はそこでゆっくりしましょう」

　にこりと。灰はい撫なは微笑ほほえむ。

「…………え？　いや、でも」

　未み恋れんが手にしていたバッグを掲げた。

「……大丈夫。水着は用意してから来た」

　玉求が困ったように笑っている。なるほど、玉求が遅れたのは二人に捕まっただけでなく、二人の水着を取りに彼女らの家に寄ったからか。

　大事な話というのは余程重要なことなのか、あるいは一緒に遊ぶ口実か。

　どちらにしろ、二人の来訪者は帰る気がないようだ。
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　中学三年生の頃ころの話。

　二つ年下の妹が一年生として同じ学校に入学してきた。

　陸上部と美術部で活躍する他の幼おさな馴な染じみとは違い、彩さいと玉求は帰宅部。それは彩の妹も同じで、必然的に下校は三人という形に落ちつく。

　そんなある日、玉求が委員会ということで彩は一人で妹をクラスまで迎えに行ったのだが、下駄箱を出たあたりで三人の男子が三人の女子に絡んでいるのを目撃したのだ。

　知ってしまったら放っておけない。溜ため息いきを吐きながら、さてどうしたものかと彩が考えている間に、問題が起きた。

　嫌がる相手に半ば無理やり近づいた男子の頬ほおに、当時は名前も知らなかったツインテールの灰撫がビンタをお見舞いしたのだ。

　まずい。

　彩は咄とつ嗟さに鞄かばんを捨て、駈かけ出した。

　いくら自分に非があっても、危害を加えられて苛いら立だたない人間はいない。まして周りの目がある中だ。男子生徒は痛みと羞しゆう恥ちに怒り、あろうことか手を振り上げた。

　彩は咄嗟に灰撫と男子生徒の間に割り込む。そして敢えてそのまま殴られた。

　当然、周りは騒然とする。

　相手は驚きと、まったく関係ない彩を殴ってしまった罪悪感から一歩後ずさった。

　そこに、妹が呼んだのだろう、他の教師達が現れ──。そうしてその一件は終わった。

　彩にとってはよくあることだった。そんな、ただの日常。だが相手側はそうではなかったようで、それ以来彩はその三人の後輩によく絡まれるようになったのだ。

　懐いた犬のようによくくっついて来る灰撫に、何を考えているか分からない猫のような未み恋れんに、後一人おしとやかで奥ゆかしい女生徒がいたはずなのだが。

　確か三人とも、名前が色を連想させるということで覚えていたはずだ。

　灰はい撫なは下の名前が、未恋ともう一人の少女は苗字が。確か、栗くり林ばやしといったか……。

　──あれ？

　彩さいはそこで思い至る。

　そう。あの時彩が助けたのは三人の女子だった。そして、今日訪れたのはその内の二人。そしてその二人は大事な話があると言っていた。

　最後の一人がいないことと、それは無関係だろうか。

「先輩っ！」

　彩がそこまで考えたところで、元気よくその名を呼ぶ声が聞こえた。

　思考を中断し、彩は声のした方へ視線を向ける。

　燦さん々さんと輝く太陽の下、彩は水着姿。現在地はプール。脱衣所を抜けてすぐの開けた広場に彩は一人で立っていた。

　声の主が人混みから抜け出し、タックルするように彩に抱きつく。

　ツインテールの後輩を引き剥はがすようにしながら、彩は溜ため息いきを溢こぼす。

　──結局、灰撫と未恋はプールまで付いてきたのだ。

　釈然としない様子だったピリカをどうにか説得し、「どうでもいい……」と面倒そうに呟つぶやく鬽み黒くろに苦笑し、「今更二人増えても変わらないよね……」と諦あきらめるように言っていた玉たま求きに気まずさを覚えながら、結局六人という大所帯でプールを訪れるハメになった。

　彩らが訪れたのは、近所の市民プールではなく、大型ホテルと併設しているレジャー施設だった。子供用の小さなものを含めれば、プールの種類は全部で九つ。ウォータースライダーや流れるプールだけでなく、玉求の泳ぎの練習ができる通常の競泳プールも用意されている為、遊びも練習もできる丁度良い場所だった。

　彩は灰撫を引き剥がそうとしながら、周りを見回す。休日ということでそれなりに人はいる。が、ほとんどがカップルや同性のグループだ。夏休み前ということで家族連れが大勢来るには少し早いらしい。

　しかし、どこを見ても男一人に女性五人というグループはなかった。彩は諦めるように再度溜め息を吐いてから、灰撫を見遣る。

　彩に密着している為見えにくいが、灰撫の水着はビキニだった。胸の部分が淡いピンクと白で彩られている。

「あれ？　どうしたんですか先輩？　さすがに先輩でも可愛かわいい女の子に水着姿で抱きつかれると興奮しちゃうとか？」

　嬉うれしそうにニヤついている。彩が自分に抱きつかれて緊張していると思っているらしい。

　彩はそう思われるのが何だか癪しやくで、なんでもないふうに言ってみせた。

「いや、子供にビキニは早いんじゃないか痛い！」

　言ってる途中に足を踏ふみつけられた。

　激痛に悶もだえる彩さいをよそに、さっと彩から離れた灰はい撫なは顔を赤くして胸元を隠した。

「ぐぐぐ、先輩に一般男子のような反応を求めた灰撫が愚かだったようですね」

「……そ、それより他の皆は？」

「もうすぐ来ると思います。灰撫だけ真っ先に着替えて走ってきたので」

「まんま子供じゃねぇか」

　思わずツッコむ。

　なんというのだろう、可愛かわいい飼い犬をからかいたくなるような感覚。灰撫には彩にそう思わせる何かがあった。雰囲気、もしくは距離感を感じさせない笑顔のせいか。

「そういえば、お前と未み恋れんだけじゃなくて、もう一人いたよな。いつも三人で一緒にいた。その子はどうしたんだ？」

「あっ、先輩。皆来たみたいですよ？」

　──今、話を逸らしたのか？

　そこまで答えにくい質問だったか。喧けん嘩かして関係が切れたから話題にしたくないとか。

　彩は釈然としないものを感じつつ、確かに少し遠くから四人が歩いてくるのが見えたので追及を諦あきらめた。

「お、お待たせ」

　玉たま求きが言う。恥ずかしさからか、水着の上にカーディガンを羽織っている。

「何ジロジロ見てるのよ」

　ピリカに睨にらまれる。ただその頬ほおは薄く染まっているように見えなくもない。

「……帰りたい」

　鬽み黒くろは早くも陽ひ射ざしに負けたらしく、ぐったりしている。本気で帰りたそうだ。

「……灰撫ちゃん、置いていった」

　未恋が灰撫を恨めしそうに見て、灰撫が謝る。

　それから何を思ったか、未恋は彩の横に移動、彩の腕に自分の両腕を絡ませてきた。当然、胸が当たる。柔らかい二つの何かに腕が挟まれ、その感触が直に伝わる。

「……なにやってるんだ？」

　彩は緊張を最大限抑えて、平静を装ってそう言ってみるが。

「……別に」

　ピリカと鬽黒と玉求と灰撫の視線が痛い。それはもう突き刺さるほどに。

「えぇと、離れてくれると助かるんだけど」

「……ならせんぱいは助からない」

「あ、そう……」

　苦笑するしかない。

　すると唐突に灰はい撫なが手を叩たたき、言った。

「先輩先輩っ！　女の子が可愛かわいい水着を来てたらやることがあるでしょう」

　嫌な予感しかしない。

「批評してくださいよっ、ほら！」

　嫌な予感が的中した。

「いや、その」

「何も言わないなんて無神経なことしないですよね？」

「…………ん、あぁ」

　頷うなずくしかない。彩さいだって男なのだから、見知った女子達の水着姿に何も思わないわけでもない。が、女子が五人に男子一人という状況で露骨に喜んだり褒めたりするのも違うだろうと思っていたのだが。求められて断るのもそれはそれで違う気がした。

「まずは灰撫からですっ」

　灰撫はぴょんっと跳ねてから、ピースサインを作った。水着は先程見た通り、薄桃色と白で彩色されたビキニ。鬽み黒くろほどとは言わないまでも年齢相応な幼い体つきに肌の露出が多いビキニが似合っているかと言われると微妙だが、健康的な体つきに活発な灰撫の振る舞いを見れば、可愛らしくはある。

「ふふっ、見み惚ほれちゃってますね」

「あぁ、いいんじゃないか、どうでも」

「どうでも!?　可愛い後輩の水着姿がどうでもいい!?　先輩は鬼ですかホモですか！」

「ホモじゃねぇよ」

「じゃあ鬼ですね！」

　いちいちムキになるところが面白い。彩は笑ってから、「冗談だよ」と軽く頭を撫なでた。

「ぐぬぬ、釈然としません……。奇を衒てらってスク水でも着てくればよかったです」

　悔しそうに拳こぶしを握る灰撫だったが、すぐに気を取り直し、玉たま求きを見た。

「次は玉求先輩ですね」

　灰撫はそう言って、恥ずかしがる玉求のカーディガンを半ば強引に脱がしにかかる。

「ひゃっ、ちょっ、灰撫ちゃん!?」

　驚きながら抵抗するも、結局灰撫にカーディガンを奪われてしまう玉求。玉求の水着はタンキニと呼ばれるものでタンクトップにショートパンツを合わせたようなものだった。スクール水着でも恥ずかしがっていた玉求らしく、露出は少ない。カーディガンを脱いだことによって肩から腕にかけてと、足は太ももから下までが晒さらされていたが、それだけでも充分恥ずかしいのだろう、玉求の顔は真っ赤だった。更には恥ずかしさのあまり自分の体を抱くような仕草も相あい俟まって、普段より数段弱々しく、可愛らしく見えた。

「あ、あんまり似合ってないよね……？」

　泣き出しそうな顔でそう言う玉たま求きに、彩さいは笑顔で首を横に振ってから「いや、似合ってるよ」と安心させるように言う。

「そ、そうかな……？」

　玉求は少しだけ安あん堵どするように笑ってから、それでもすぐに灰はい撫なからカーディガンを取り戻しにかかった。

「先輩！　灰撫は抗議します！　幼おさな馴な染じみ贔屓ひいきはよくないです！」

「幼馴染を贔屓してるんじゃない、お前を褒めないんだ」

「より悪質!?　灰撫が先輩に何をしたって言うんですか！」

　などと言う会話をしながらも、玉求とじゃれあう灰撫。

　二人で批評が終わり、というわけにもいかず彩はピリカに視線を向けた。

　ピリカが着ていたのは赤いパレオ型の水着だった。胸元のリボンを引けばほどけてしまいそうな危うさを放つ胸の部分と、スカート型の飾り布から覗のぞく白くきめ細やかな足、陽光を浴びてキラキラと輝く金髪。豊満な胸とくびれた腰と妖あやしげな太ももを一切隠そうとしないピリカのその姿は、映画に出てくるヒロインのようだった。己の容姿が優れていることを自覚しているからこそできる格好。自信に見た目が追いついているため、文句のつけどころがない。

　と、彩がしばらく見蕩れていると、気づけばピリカの顔が限界まで紅潮していた。

「……さ、さっさと何か言いなさいよ」

　髪をかきあげるようにしてから、髪先を指でもじもじと弄もてあそぶ。

　彩は何か言わねばと焦り、だが上う手まい言葉が思いつかず、結局頭に浮かんだ「えぇと、綺き麗れいだ……」という感想を漏らしていた。

「き、綺麗って……。し、知ってるケド……」

　ピリカはふんっと鼻を鳴らしつつ、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「女性に素で『綺麗だ』とか先輩真性のタラシですね」

「お前がやらせてるんだろうが！」

　褒め文句が被らぬよう気を遣いながらやっているのだ。普段口から出ない言葉が出ても仕方がない。そんな言い訳をして恥ずかしさを誤魔化しながら、彩は鬽み黒くろへ視線を向けた。

「うむっ……」

　彩と目が合うと、鬽黒はすぐにそれを逸らした。昨夜のことがいまだ尾を引いているらしい。そんな鬽黒の水着は黒いワンピースだった。鬽黒の要望通りかつて妹が使っていたものだが、サイズはピッタリ。子供っぽくはあるが、まさしく可か憐れんといった言葉がよく似合う。

　彩は自分でも驚くほどすんなりと「可愛かわいいんじゃないか」と言えていた。

　鬽み黒くろは少し視線を下げてから「……ありがとう」と呟つぶやく。無愛想な反応だが、口元が緩んでいるのが見えた。

　……。

　これでようやく四人である。そして彩さいは最後の一人である未み恋れんを見た。

　一向に彩から離れる気配の無い未恋の水着は、三角ビキニ。柄は白と薄い紫のチェック。中学生にしては大胆だが、灰はい撫なと違いしっかりと着こなしていた。

「……どう？」

　首を傾かしげ、尋ねてくる。

「あぁ、大人っぽくていいと思うよ」

「……そう」

　毎度返事がワンテンポ遅い。それが彼女のスタンダードなのだろう。未恋は素っ気なく答えつつ、彩の褒め言葉にほんのりと頬ほおを染めた。

　これで終了。彩はまだ泳いでもいないのに押し寄せる疲労感に辟へき易えきとしながら、どうにか誰だれの機嫌も損ねずに済んでよかったと安あん堵どする。

「先輩！　異議ありです！」

　いや、一人激怒していた。

「なんでほんとに灰撫以外の女子を褒めてるんですか！」

「似合ってたからだな」

「灰撫は!?」

「あはは」

「苦笑!?」

　彩の反応に愕がく然ぜんとしながら、灰撫はぐぬぬと呻うめいた。実に悔しそうである。

「なら、先輩、次は女子に順位を──」

「玉たま求き、泳ぎの練習に付き合うよ」

　彩は灰撫の言葉を最後まで言わせず、被せるように言った。

　さすがに順位付けは苦行すぎる。五人中四人を不機嫌にさせるようなことを進んでやりたいわけがない。

　灰撫はぶすーっと頬を膨らませてから、未恋の手を取り歩き出す。

「もういいですっ！　ウォータースライダー行っちゃいますから！」

「いやいいけど、お前ら大事な話は？」

「行きますよ未恋ちゃん！」

　聞く耳持たず。灰撫は未恋を引きずっていなくなってしまう。

　一体どういうことなのだと彩は思ったが、タイミングを計りかねているのかもしれないと無理に納得。ともかく当初の目的を果たそう。

「あっちの方に競泳プールがあったはずだから。えぇと、ピリカはプールに来たがってたけど、やりたいこととかあるのか？」

　玉たま求きに泳ぎを教える間、二人はどうするのだろう。

「えっ？　ていうか、普通は何をするの？」

「……さぁ？　まぁ普通に泳いだり、灰はい撫なたちみたいにウォータースライダーに行ったり。確かここは波のプールとかダイビングプールとかもあったはずだし」

「小学校の頃ころは、プールで鬼ごっことかやったよね」

　玉求が懐かしむように言う。

「やったな。藍あいは絶対鬼にならないし、水みな母もと色は隠れるの上う手まいし、で玉求だけ泳げないからずっと鬼で、お前泣いてたもんな」

　彩さいは昔を思い出して笑った。玉求は恥ずかしそうに俯うつむいてから、ぼそりと呟つぶやく。

「それで結局、彩君が鬼になってくれたんだよね、毎回」

「そうだったっけ？」

　とぼけるように笑うが、玉求は慈しむような深い笑みを湛たたえて言う。

「そうだったんだよ」

　二人の間に甘い空気のようなものが漂う。彩は何な故ぜか居心地が悪くなり、その話題を終わらせた。

「で、ピリカと鬽み黒くろはなにかやってみたいことはないのか」

「ダイビングプールって何メートルから？」

「確か一、三、五、十だった気がする」

「じゃあ彩、やってみなさいよ。最初は十くらいでいいから」

「慣らしから最難関なんだが！」

　確か十メートルから飛び降りるときのみ同意書が必要だったと思い出し、ぞっとする。

「鬽黒は？」

「私は日陰に行きたい」

　即答だった。

「お、おう……」

　折角プールに来たのに。

　そんな鬽黒を、ピリカはからかうように笑う。

「もしかしてアンタ泳げないの？」

「貴様より速く泳ぐ程度しかできないがな」

　売り言葉に買い言葉。いつもどおりの口論が始まる。

　彩は定番となったそれをどうにか宥なだめ、四人で歩き出す。

　と、いうことで。二人も競泳プールに行く事になった。聞けば水泳勝負だとか。



　　　　■◇◆□



　黒髪で幼児体型の少女と、金髪でスタイルのいい少女のクロール対決を横目に、彩さいは玉たま求きに泳ぎを教えていた。

「……無理だよ彩君。玉求はきっと体が浮かない呪のろいをかけられてるんだ」

「いや誰だれにだよ」

　早くも諦あきらめムードの玉求だった。

「でもなぁ、やっぱり自分で泳げた方がいいと思うぞ？」

「それはそうだけど……」

「泳げるようになるまで付き合うから、ほら」

　彩は手を差し伸べる。玉求は少し躊躇ためらってから、ゆっくりと彩の手を取った。それでも体を浮かせようとはしない。

　……。

　彩は少し考えてから、効果があるかは分からないが、言ってみた。

「もし今日泳げるようになったら、今度二人でプールに行こう」

「え？」

　玉求が、ばっと顔を上げる。彩の言葉を確かめるように。

　昨日遊ゆ廻かいが言っていた通りなら、多少効果が望めると思っての発言だったが。

「ふ、二人きり？　それって、玉求と彩君が？」

「あ、うん。嫌か？」

　ぶんぶんぶん。ものすごい勢いで首を横に振る玉求。

「行く。行こうっ！」

　大喜びだった。やはり、皆で行くのと何か違うのだろうか。よくわからないが、玉求の笑顔を見たら言ってよかったと思えた。

「じゃあ、泳げるようにならないとな」

「うぐっ……が、頑張る」

　玉求は嬉うれしさと苦しさを織り交ぜたようなとても複雑な表情をしてから、もう一度頑張ると呟つぶやいた。やる気を出してくれたようだ。

　彩は玉求の両手を優しく掴つかみ、体を浮かせるように促す。

「放さないでね？」

　彩が優しく頷うなずくと、えいっ、という掛け声の後、玉求が自分の体を水に預ける。

　微かな重みを手に感じる。玉求が柔らかい手で彩の手をぎゅっと掴んだ。それから、ゆっくりと水面から顔を上げる。

　その表情は強ばっていた。

「よし、じゃあ次はバタ足だ」

「そんなことしたら、進んじゃうよ」

「そのためだぞ？　あぁ大丈夫、手は放さないから」

　安心させるように笑って、ゆっくりと玉たま求きの手を引いていく。

　だが、玉求の体はバタ足をしているのに沈んでいく。彩さいは咄とつ嗟さに右手だけを離し、立ち位置を変える。玉求の横に立ち、そして右手をゆっくりと玉求の腹に当て、支えるように少し持ち上げた。不必要に力むから泳げないのであって、浮くことにそれほど力は必要ないと分からせるためだったのだが、玉求はすぐに足をついてしまう。

「どうした？」

　彩が不思議そうに尋ねると、顔を上げた玉求の頬ほおは真っ赤に染まっていた。

「彩君今っ、さわ、触った……！」

「え？　あ、悪い」

　すぐに謝る。いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、いきなり腹を触られれば不快にもなるだろう。

「い、いや、彩君ならいいんだけど、そうじゃなくて、その……玉求はピリカちゃんみたいに細くないから」

「……？」

















　何な故ぜここでピリカが？　彩さいは首を傾かしげるが、玉たま求きは自信が無くなってしまったような顔をしている。

「よくわからないけど、玉求は充分細いと思うぞ？　それ以上痩やせたらむしろ心配になるくらいだ」

「……ほんと？」

　縋すがるように上目遣いで見つめられる。

「嘘うそじゃないよ」

　優しく、重ねて言う。

「な、ならいいんだけど……」

　玉求は今度は恥ずかしそうに俯うつむいて、それから嬉うれしそうにはにかんだ。

　その笑顔を見て、彩は胸を撫なで下ろす。どこら辺が功を奏したのかは分からなかったが、玉求が元気になったならそれでいいだろう。

　玉求はしばし沈黙してから、胸の前で手を合わせ、彩のことを見上げる。

「……もし、もしもだよ。玉求みたいな彼女ができたら、彩君はどう？」

「え？　……どうって？」

「いや、一緒にいて楽しいなぁ、とか幸せだなぁとか、思うのかなって」

「それは思うだろ」

　彩は自然と即答。迷う要素のない、それは当たり前のことだろう。紀き無なし玉求と結ばれた相手は、必ず幸福になる。十年も一緒にいた彩は、それを確信できた。優れた容姿は関係ない。優しさとか、可愛かわいさとか、そういった言葉で表せる部分とは別に。一緒にいるだけで和むような、隣にいるだけで元気が貰もらえるような、そんな幸せの空気とでもいうのだろうか、玉求はそれを纏まとっているのだ。

　彩の言葉に、玉求はたっぷり十秒ほど放心。やがて気を取り直すと、これ以上ないと言ったくらいにとろけた表情で「えへへ……」と呟つぶやいた。

　どうやら機嫌は更によくなったようだ。

「いや本当に、将来玉求が誰だれと付き合うかは分からないけど、その相手はきっと幸せ者だと思うよ」

　ぴしっ。

　瞬間、玉求の笑顔が凍る。それから更に十秒の沈黙を要し、それから先ほどまでの喜びの感情を捨てるように、大きく溜ため息いきを吐いた。

「…………あ、そう」

　完全に、失言だったようだ。

　玉求は見ている人間が不ふ憫びんだと感じるほどに落胆したような表情になってしまう。

「え、えと、玉求？」

「あの、早く泳ぎを教えてくれるかな真ま白しろ彩君」

「なんか余所余所しくなってる……！」

「そんなことないですよ真ま白しろ君」

「他人行儀になってる……！」

　何がいけなかったのだろうか、褒めたつもりだったのに……。

　彩さいはやはり女性の気持ちは分からないと思いながら、気落ちした玉たま求きに泳ぎを教えた。



　　　　■◇◆□



　それから三十分。完かん璧ぺきとは言わないまでも、玉求は十五メートルほど泳げるようになった。後は慣れの問題で、直に二十五メートルも泳げるようになるだろう。個人差はあれど、泳ぐのはそこまで難しいことではない、と彩は思う。

　一方、ピリカと鬽み黒くろだが……。

　彩と玉求が休憩しようと上がった頃ころには、プールサイドで二人共ぐったりとしていた。

「……二人共、平気か？」

　鬽黒はこくりと頷うなずいたが、その表情には疲労の色。

「やはりこういった水着で水泳はしない方がいいらしい……」

　それもそうだろう。デザイン重視の、しかも体を覆うタイプのワンピースだ。競泳水着ほど速く泳げるわけがない。

　ピリカは少し誇らしげに、それでも同じく疲れた様子で言う。

「ふんっ、口程にもなかったわね、鬽黒」

「最後の二本は私の勝ちだった」

「トータルではアタシの勝利数の方が多いし」

「お前ら一体何回勝負したんだ……？」

　一回勝負でいいだろうに。そんな二人を見て、玉求は苦笑。

「彩君、飲み物でも買って来てあげようよ」

「あぁ、そうだな」

　二人にそこで待っているよう言って、玉求と並んで歩き出す。

「彩君、今日の玉求はその、泳げるようになった、ってことでいいのかな？」

　窺うかがうように彩の顔を覗のぞき込む玉求に、彩は笑いながら頷く。

「そうだな。頑張れば泳げるようになるんだから、もっと前から練習すればよかったな」

「いや、その、今日できたのは、ご褒美があったからというか……」

　小声でモニョモニョと玉求が何か言っているが、よく聞き取れない。

「まぁこの様子ならすぐしっかり泳げるようになるだろうし、合格点だろう」

「じゃあ、今度二人で？」

「あぁ、プールに行こう」

　元気よく頷うなずく玉たま求き。さっきまでの落ち込んだような空気はもうない。

「そういえば、灰はい撫なたちは何やってるんだろうな」

　彩さいがふと思い出して言うと、玉求は途端に神妙な表情になった。

　その反応に違和感を感じる彩に、玉求は声のトーンを下げて、言う。

「彩君、あのね、灰撫ちゃんと未み恋れんちゃんの他に、もう一人いたの覚えてる？」

「ん、あぁ。確か、栗くり林ばやし璃り々りだったっけ？」

　彩も気になっていたことだった。いつも三人でいた女子が、久々に逢あってみれば二人で行動している。

「彩君は知らないと思うけどさ、その子……」

　玉求の悲痛な表情に、彩の心から余裕が消えていく。何か重大なことを言われるのではないかと、身構える。

　玉求が意を決したように、小さな唇を開いたその時──。



「──死んだの」



　玉求の口からではなく、彩のすぐ後ろからその言葉は聞こえた。

「──っ!?」

　すぐさま振り向く。

　そこには、髪を濡らして、体から水を滴したたらせる未恋が立っていた。

　どこを見ているか分からない瞳ひとみに、僅わずかに悲しみの色が宿っている。

「……せんぱいが卒業してすぐ、死んだの」

　もう一度、言う。聞き間違いでないと分かった途端、彩の心に何かが重くのしかかった。

　自分が卒業して、すぐに、後輩の一人が死んだ。

　時期的に言えば三ヶ月前。つまり彩の近しい人間が不幸に見舞われた時期と重なる。

　瞬時に、彩の心を吐き気のする何かが蝕むしばんだ。

　まさか、自分の所為で？

　そう考えると止まらなくて、罪悪感で頭がおかしくなりそうになる。

　そんな彩を見て、玉求はその手を握った。

「違うよ。彩君の所為じゃない」

　玉求の真剣な表情を見て、彩はどうにか冷静になる。

　……そうだ。

　もし、自分のペナルティーがその子に及んでいたとしたら、今灰撫と未恋が元気に生きているはずもない。落ち着きを取り戻し、自身を納得させるように、彩さいは小さく頷く。

　彩の様子を、じっと猫のような目で見ていた未み恋れんは、玉たま求きに握られていない方の腕に自分の腕を絡ませた。

「……せんぱい」

「なんだ？」

　笑おうとして、失敗する。ぎこちないそれは、未恋にどう映っただろう。

「……色しきちゃん、大変だったね」

　妹と未恋らは、同じ学年だ。当然、現在学校に通える状態でないことを知っている。

「……あぁ、そうだな」

「……早く目が覚めるといいね」

「あぁ、本当にそう思う」

「……本当に？」

　未恋の視線が細まる。

「当然だ」

「……じゃあ、何でプールに来たの？」

「──え？」

　今の言葉は、どこかおかしくなかっただろうか。

　確かに、家族が目を覚まさない状況でプールに行く姿は、薄情に見えるかもしれない。

　彩が"Over Image"に参加し、その事実を無かったことにしようとしていることを知らないのだから、そう思われるのも仕方がない。

　ただ、ならそう言うべきではないだろうか？

　こんなことをしている場合なのか、本当に妹のことを考えているのか。そんな具合に責められるのなら、分かる。だが、未恋の言葉はどこかずれていた。

　まるで、妹の目を覚まさせたいのなら、プールに来るのではなく他にやるべきことがあるだろうと、言っているような……。

　嫌な予感ほど、的中するものだ。

　次に未恋が言った言葉に、彩は衝撃を受けることになる。

　未恋は爪つま先さきを立て、彩の耳元に顔を寄せる。

　そして、甘く、囁ささやくように言った。

「……色ちゃんの為にも、早くＡ―１クラスを殺さないといけない、ね」

　…………。

　かつての後輩が今更逢あいに来た理由の一部を、彩は理解した。



　　　　■◇◆□



「お前らが【イマジネーター】だったとはな……」

　彩さいは遅れてやってきた灰はい撫なと、いまだ自分の腕に絡みつく未み恋れんに言う。

　彩の隣に立つ玉たま求きは、何な故ぜか彩のことを申し訳なさそうに見ている。

「……ごめんね彩君。玉求は知ってたんだけど、言えなくて。でも二人は彩君と戦うつもりはないって言ってたし…………」

　玉求はかつて【調整者バランサー】だった。ならばその時点で知り合いが【イマジネーター】であることを知れただろう。もしくは事前に知らされていたか。どちらにしても、玉求が彩に言い出せなかった気持ちはよく分かる。

　灰撫は相変わらず快活な笑みを浮かべて、言う。

「驚きました？」

「当たり前だ。……で？　何で今、このタイミングで明かしたんだ」

　彼女らが【イマジネーター】になった時期は知らない。彩より前かもしれないし、昨日のことかもしれない。だがこの二人は少なくとも、彩が参加者であることを知っている。

　"Over Image"に関しての情報が確認できる例のサイトでも、【イマジネーター】の本名を検索することはできない。それができるのは、【調整者バランサー】だけだ。

　だから彩は、気を緩めない。

　つい先程まで仲の良い後輩だった少女二人が敵になる可能性を捨てない。

「先輩ってば肩の力抜いてくださいよ。これから戦うわけじゃあないんですから」

「……じゃあ、どうする気なんだよ？」

「あはは、だから何度も言ったじゃないですか」

「……大事な話があるの」

　未恋が言い、灰撫が笑う。

「だから、何で今になって？」

「考えればわかると思いますけど。朝と今で違うことって一つしかないじゃないですか」

「──ピリカと鬽み黒くろか」

「正解です。あの二人に聞かれたい話ではありませんので。信用もできませんし」

「俺おれと玉求なら信用できるのか？」

　頷うなずく。

「もちろん。特に真ま白しろ先輩は、こんなふざけたゲームでは珍しいくらい、信頼に足る人物ですよ？　それと、あの二人は好きになれそうもないので。願い的に」

　付け足すように、ぼそりと言う。

「ところで先輩。立ち話もなんですし、あっちの方に座れるところがありましたので、そちらに行きません？」

　ニコリ。実に余裕を持った笑み。普段の子供らしいものとは別種の、優位に立っている人間が浮かべる笑顔。

　断る理由もないので承諾。四人がけの丸テーブルが空いていたので、腰を下ろす。

「と、いうわけで。灰はい撫なと未み恋れんちゃんは【イマジネーター】です」

　改めて、といった様子でそう言う未恋。

「それで、話ってのは？」

「……簡単。せんぱいに仲間になってほしい」

　未恋のその言葉を聞いて、彩さいは重ねて尋ねる。

「お前らのどちらかは【調整者バランサー】だろ。なら、俺おれを【退場ロスト】させるよう任務が出てるはずだ」

　遊ゆ廻かいに聞いた話によれば、彩は残りの全【調整者バランサー】にとって殺す対象であるはずだ。彩を退けるだけで“〝願いを叶かなえる権利”〟を手に入れることができるのだから。

「まぁ、そうですけど。でも殺せば報酬が貰もらえるってだけで、特別強制されてるわけじゃあないですよ。それにあまり、気の進む任務でもないですし」

「……えぇと、つまり、単純に彩君と仲間になりたいってことかな？」

　玉たま求きがここまで出た情報をまとめ、自分なりの見解を示す。

　灰撫と未恋は頷うなずいた。

「ちなみに、灰撫はＢ―２の《異常力場グラビテイ・アビリテイ》で、未恋ちゃんがＡ―１内で五位の《獅死粉塵デツド・ダスト》です」

　それを聞いて、彩は内心で驚く。

　残りの【調整者バランサー】が全員Ａ―１なのだから当然といえばそうだが、目の前の何を考えているか分からない少女は、自分と夢ゆめ壊かい遊廻より上位の参加者なのだ。

　彩は記憶を探り、《獅死粉塵デツド・ダスト》の想像が何だったかを思いだそうとする。確か抽象概念を想像の核とする【無理想像アブストラクト】で、その能力は《拒絶》だったはずだ。

　気づけば、彩は未恋のことを観察するように見ていた。彩の視線に気づき、未恋は首を傾かしげる。瞳ひとみはただ自分を見る彩の姿を反射していて、感情らしきものは窺うかがえない。ないわけではなく、表に出さないだけなのだろうが。

「まずは灰撫たちの願いの話をしなければいけませんね」

　灰撫はそう切り出し、そして語った。

　三ヶ月前、一人の友人が事故で死んだこと。

　灰撫も未恋も、それを受け入れられず、否定したこと。

　【イマジネーター】になった二人は協力し合い、どうにか未恋がＡ―１に到達することができたこと。

　だが、そこで問題があり、彩に助けを求めることにしたこと。

　全部聞いて、彩さいは思った。

　──間違っている。

　二人の考えは、最初の最初に、常識から逸脱してしまっている。

　死んだ人間を生き返らせようとしていいわけがない。

　ましてや、こんなゲームのクリアボーナスとして友人の蘇そ生せいをしていいわけがない。

　いや、実際は蘇生は叶かなわない願いであるから、死の事実を無かったことにするのだろうが、それにしたって同じだ。そんな当たり前の事実を失念して、死の撤回を目的にしてしまっている。

　だが、それを言っても、おそらく無駄だということも、彩は分かっていた。死を悲しむ者に、ただそれを受け入れろというのは酷というものだ。死による喪失感は、すぐに埋まるものではないのだ。生き返ってほしいと思うことは、罪ではないのだ。そんな方法はないと理解して、どうにか自分で区切りを付けて前に進まなければいけない。

　けれど、二人の前には、その“〝方法”〟が現れてしまった。常識を無視して、喪失感を無かったことにする方法が、出現してしまった。

　だからこそ二人は、自身の狂気に気付かない。禁きん忌きに触れていることに気付けない。

　同時に、彩は一つの疑問を抱いていた。

　もし、死の撤回だけが目的なら、今すぐにでも願いを叶えてしまえばいいのではないか。

　そうすれば二人とも、友人が死んでいない世界で【イマジネーター】になるわけもないのだから、そもそもゲームに参加していなかったことになるのではないだろうか。

　その方法を実行しないのは、他に意味があるのか、気づいていないのか。

　しかし思いついたそれを、彩は二人に告げない。残念ながら、この二人の願いは叶ってはいけないものだから。

　彩は、二人の後輩にどうやってそれを気づかせようか考えながら、話を続ける。

「その問題とやらは、俺おれがいれば解決するのか？」

「というより、灰はい撫な達だけじゃ解決できません」

　なるほど、確かに自分の手に負えない問題が"Over Image"で起きた場合、彼女らからすれば頼れるのは彩だけだろう。

　日常で起こる問題なら、友人知人に助力を乞こえばいいが、このゲームではそうもいかない。参加者全員が敵同士が基本なのだから、困っても助けを求める相手がいない。

　だが、彼女らは彩を見つけた。かつての先輩で、【無理想像アブストラクト】で、Ａ―２一位まで上り詰め、同じくＡ―２である少女ら三人と行動を共にする、彩を。なにより、人を見捨てることができない少年である、彩を。

　彩はそんな二人の思惑を悟って、小さく溜ため息いき。そして自じ嘲ちようするように笑う。

　こんなとき、都合がいいと追い払うことも、話を聞いてから突き放すことも、自分にはできない。彩さいは首を撫なでながら、二人を交互に見て、言う。

「……で、問題ってのは何なんだ？」

「彩君、やっぱり協力するの？」

　玉たま求きが不安そうに彩を見る。

「いや、取り敢えずは話を聞く。できそうもないことなら当然断るさ」

　玉求を安心させるように言ってから、話の続きを促す。

「先輩は一ヶ月ほど前、《人間失核ワイト・ハート》と戦闘して、死にませんでしたよね？」

「……ん？　あぁ、まぁ」

　曖あい昧まいに頷うなずく。

　その表現は戦闘を見ていなかった灰はい撫な達からすれば正しいのかもしれないが、彩からすれば事実と多少異なった。実際は、彩は勝利したのだ。彼女が設けたルール内での勝利だったため、クラスがＡ―１になることはなかったが。

　それが、他の参加者から見れば“〝死ななかった”〟というふうに映るのだろう。

　それよりも、何な故ぜここでその話が出てくるのか、彩はそれが気になった。

「……よく、生き残ったね」

　遊ゆ廻かいの強さを知るが故の感心か、遊廻の狂気を知るが故に彩の生存に違和感を感じているのか、未み恋れんがそんなことを言う。玉求や遊廻、そして未恋らの言動を振り返るに、【調整者バランサー】同士は多少面識があるものなのかもしれない。

「で、ですよ。灰撫達の問題を解決するには、一人の【イマジネーター】を倒さなくてはならないのです。それを先輩に手伝ってもらいたいのですが、いくら何でも後輩の為に無償で命をかけろとは頼めませんので、こちらが先に先輩を手伝います」

「俺おれを、手伝う？」

「《人間失核ワイト・ハート》を【退場ロスト】させるのを手伝いましょう」

「……は？」

　彩は自分でも驚くほど素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　それからたっぷり五秒ほど要して、理解する。

　この二人は、冗談を言っているわけではない。むしろ、当然の対応なのかもしれない。

　普通、【イマジネーター】はＡ―１になりたいものだ。それは彩も同じ。

　普通は、他の参加者を【退場ロスト】させて昇格するものだ。ここからが、彩は違う。

　そして、彩と遊廻の戦闘の結果を見れば、なるほど彩が遊廻に勝てなかったがどうにか生き残ったように見えるのだろうし、彩を殺せなかったが故に遊廻が【調整者バランサー】をクビになったように見えるのだろう。

　それに彩はここ一ヶ月遊廻と逢あっていない。【調整者バランサー】である未恋も、彩と遊廻が共に行動しているところを把握していない以上、友人同士だとは思うまい。

　つまり、灰はい撫なは純粋な交渉をする気でいるのだし、自身の問題を手伝ってもらう代わりに、彩さいに見返りを渡すつもりなのだ。

　勝利という見返りを差し出して彩をＡ―１にする。それはもう、充分な対価になるだろう。

　──普通なら。

　だが、彩は違う。だから彩は、灰撫の提案に、一切の魅力を感じない。

　それどころか、友人を殺す計画を提唱され、苛いら立だちを覚えたくらいだ。

　しかし、それを表情には出さず、灰撫の言葉の続きを待った。

「少なくともこれで、先輩の願いは叶かないますよね？　藍あい先輩も水みな母も先輩も、色しきちゃんも、皆元通りになる」

　そうだ。自分はそんな未来の為に戦っている。

　そして灰撫も事実、彩のその願いが叶うことに協力的なのだろう。

「……でも、それを邪魔するやつがいる」

　未み恋れんの表情に感情が浮かぶ。鬱うつ陶とうしい者に向ける敵対の怒り。

　隣の玉たま求きを見る。

　すると、居心地が悪そうに、じっと下を向いていた。もしかしたら、この二人が何を言おうとしてるのか、玉求は全部知っているのかもしれない。

















　何も知らない彩さいは、ただ待った。

　そうして、灰はい撫なの口から語られる、幾つかの真実。

　このゲームの、現在のシステム。

　そして、それを構築する、たった一人の【イマジネーター】の存在。










STAGE.13　◇正しすぎても、間違いすぎても◆



「先輩は、不思議に思ったことはないですか？」

　灰撫はそう切り出した。

「例えば、Ａ―１である未み恋れんちゃんが願いを叶かなえたら一つ空席が出る。そうしたらＡ―２の一位である先輩は、繰上げでＡ―１になるんじゃないか、とか」

「……なるのか？」

　もしそうなら、このゲームは実質戦う必要がない。

　Ａ―１が願いを叶えてゲームから離脱し続ければ、実質全ての参加者の願いが叶い続ける。

「まぁ、ならないんですけどね」

「だろうな」

　そんな甘い抜け道を、神様だか製作者だかが用意してくれるはずもない。

「けど大事なのは、空席が出た場合のＡ―１の補充方法ですよ。繰り上げじゃないなら？　【イマジネーター】の数は常に一定です。だから、誰だれかしらが必ず空位に就く。でも繰り上げじゃない。だったら、一体どういうことなんでしょうね？」

　そこまで言われて、ようやく彩さいも疑問に思った。

　【イマジネーター】の順位は強さの序列ではなかったのか？

　現在彩は、Ａ―２の一位。つまり空席が出た場合、彩は実質最も強い七人の中に入ることになる。だが、そうはならないと灰はい撫なは言う。それは一体どういうことなのか。

「そして、その答えなんですが、現在のＡ―１一位の一存ということになっています」

「──なっ!?」

　衝撃の事実に、彩は驚きを隠せない。隣に座る玉たま求きの反応を見る限り、どうやら最初から知っていたようだが、初めて聞く彩からすれば驚きよう愕がくに値する情報だった。

　最も強い七人を、ゲームから離脱して願いを叶かなえることができる七人を決めるのが製作者ではなく同じ参加者であるＡ―１一位であると言われ、驚かないわけがない。

「"Over Image"の順位は強さの序列。基本的にそれで間違いはないです。けれど、ことＡ―１に限ればそうじゃないんですよ。一位である《終結消失ラスト・ロスト》は同時に【調整者バランサー】でもあり、それによって手に入れた“〝願いを叶える権利”〟で幾つかルールに手を加えています」

「……ルールに手を加える？　一体、何のために」

「このゲームを支配するために」

「支配？」

　オウム返しが続いてしまう。だが、先程から事実、疑問の連続なのだ。

「……実際、王様みたいになってる、よ」

　未み恋れんが悔しそうにぼそりと言う。灰撫はそれに頷うなずいてから、続ける。

「先輩は分からないですか？　灰撫は少し分かります。そうですね、喩たとえるなら、先輩が簡単に世界を滅ぼせる方法を知るとします。で、それを簡単に人に教えますか？」

「教えるわけがないだろう」

「何な故ぜです？」

「個人が世界の命運を握っていいわけがないし、それこそその手段を広めるなんて馬ば鹿かのやることだ。自分が知ってしまったなら仕方ない。誰だれにも知られないように過ごすよ」

「まさしくそんな理由で、《終結消失ラスト・ロスト》はゲームを支配しました。どんな願いでも叶うゲームなんですよ？　それこそ世界征服だって不可能じゃない。そんな危険な権利を、誰が振ふり撒まこうと思えるでしょう」

「“〝願いが叶う権利”〟が多くの人間に渡るのを阻止するためにＡ―１に居座ってる？」

「それなら先輩並の正義の味方なんですけどね。正確にはそれだけじゃないんですよ。彼は【調整者バランサー】であり、最強の【イマジネーター】です。彼は全ての参加者の情報を把握していて、自分に都合の悪い願いを掲げる者は排除する。そして自分に有益な人間でＡ―１クラスを固めているんです」

「待て、そいつは一体何がしたい？　そいつ自身の願いは一体何なんだ？」

　“〝願いを叶かなえる権利”〟が多くの者に無条件に渡れば、確かに危険かもしれない。その為に、叶っていい願いかどうかを判断するというなら、勝手ながら彩さいは《終結消失ラスト・ロスト》を支持するだろう。誰だれかの不幸や、死の撤回などの願いは、叶っていいものではないから。

　だが、そうではないらしい。このゲームを支配して、【イマジネーター】を管理して、その先に一体何があるというのか。

「彼自身が何を願っているのか、それは【調整者バランサー】にも分からないそうです。それに、既に叶えてる可能性もあります。なにせ、彼は現在“〝願いを叶える権利”〟を十三個持っているんですから」

「──なっ!?　十三って、なんだよそれ……」

　それは単純に、自身のどんな願いも十三個叶えることができるということ。【調整者バランサー】として殺人を続けることによって手に入れた権利なのだろうが、そこへ至るのに一体どれほどの人間を不幸にしてきたのだろうか。

　まだ見ぬ相手に、確かな怒りを彩は抱いた。

「根本的に考え方が違うんでしょうね。彼の目的なんて誰にも分かりませんよ」

「……なんで皆そいつに従うんだ」

「それは簡単ですよ。ねっ、玉たま求き先輩？」

　突然名前を呼ばれ、玉求がビクッと顔を上げる。玉求は全てを知っていたらしい。

「先輩の反応からするに、教えてなかったんですね？」

　玉求は僅わずかな沈黙の後、頷うなずく。

「彩君の願いが叶えば、彩君は"Over Image"に参加していなかったことになる。だから、特別言う必要はなかったんだもん」

「なるほど、確かにその通りですね。もしこういう風に教えてたら、きっと真ま白しろ先輩みたいな人は自身の願いを叶えるより先に《終結消失ラスト・ロスト》を退治しようとか言い出しそうですもんね。そんなことして先輩が死んだら、どうしようもない」

　ことごとく考えていたことが言い当てられた。玉求はそんな顔をして、目を細めた。

「ダメかな？　他の参加者の願いより、一人の幼おさな馴な染じみの心配をするのが悪いことかな？」

　玉求は、あからさまに機嫌を悪くする。

　なるほど、彩を気遣っての配慮だったらしい。実に優しい幼馴染らしい選択であると彩は思った。ずっと、変わらない。初めて敵対した時のように、一貫して彩の味方。たとえそれが、彩の理想を阻むことになったとしても、彩が死ぬよりマシだと思えば迷わず実行する。

　紀き無なし玉求という少女は、全幅の信頼をおくに足る人物である。

　だから彩は、その配慮を責めない。

「いいや、ダメじゃないよ。ありがとう玉たま求き、黙っててくれて」

　彩さいの言葉に玉求は驚いたように目を見開いて、それからバツが悪そうに視線を逸らした。

「でも、灰はい撫なが先輩に教えてしまった。それは悪いと思ってます。でもそうしないと灰撫達の願いが叶かなわない。それは絶対に嫌だから、勝手だと思われても協力してもらいます」

　彼女達にとって、【イマジネーター】にとって、願いは絶対だ。他人を不幸にしてでも、自らの抱える願いを叶えたがる。誰だれかの為に誰かを犠牲にする。大事な人の為に大事ではない人を切り捨てる。それは人が普段から無意識に行っていることだ。その全てが悪だとは言わないが、その多くは間違っていると彩は思う。

　もちろん、他人の為に自分を顧みない自分も含めて。

「それで、結局どうして誰もそいつに逆らわないんだ」

「……誰も死にたくないから、だよ」

　未み恋れんが答えた。

「死にたくないから？」

「願いに関するルールに、“〝不老”〟と“〝不死”〟は叶わないって書いてあるじゃないですか。加えて、【イマジネーター】は殺せないとも書いてある。けれど、ゲームをクリアして一般人に戻った元参加者を殺せないとは、どこにも書いてないんですよ」

「……!?」

「ルールの穴です。それで彼は未恋ちゃんを含めた全Ａ―１と【調整者バランサー】にこう言ったそうです。自分の許可無くゲームをクリアすれば殺す、って。逆らえるわけがないですよね」

「……それじゃあ、どうしようもないじゃないか」

　Ａ―１になっても、願いを叶えることができない。ゲームから離脱できない。

　一ヶ月前、遊ゆ廻かいは言っていた。他のＡ―１がゲームをやめないのは、叶えたい願いが複数あるか、ゲームに参加し続けることが願いか、叶えたい願いがタイミングが重要なものかだと。

　あれはきっと嘘うそではない。だが、そういった理由以前に、たとえゲームをやめたくてもやめられない理由が、あったのだ。

「そう。どうしようもないんですよ。ゲームのルールを最大限利用して、なおかつ自分に一切の損がない最高の恐怖政治を敷く。ほんと、王様とか向いてそうな人です」

　彩は、そこでふと思ったことを口にしてみた。

「だけど、【調整者バランサー】として得た権利なら行使できるんじゃないか？」

　推奨できるようなことではないが、【調整者バランサー】は製作者の意志に従って殺人を犯すことで“〝願いを叶える権利”〟を手に入れることができる。それを利用すれば、【イマジネーター】をやめずに願いを叶えることができるだろう。そうすれば少なくとも、敵の願いで殺されることはなくなる。

「またしてもルールの穴なんですけど、“〝願いを叶かなえる権利”〟って複製こそできないことになってますが、逆ならできるんですよ。つまり“〝願いを叶える権利”〟を使用しての他人の権利の剥はく奪だつ。なので新たに権利を手に入れても、権利を多く持ってる《終結消失ラスト・ロスト》にそれを削除されてしまうんですよ。だからＡ―１の【イマジネーター】が持ってるのは、使用するとゲームから離脱することになるクリアの権利だけなんです」

「でも、それを使用すると殺される、か」

「そう。だからＡ―１は彼に逆らえない。最悪の場合、その権利すら剥奪されたら、もはやゲームに参加した意味が無くなってしまうから」

「……だけど、例えばＡ―１全員で挑めば、そいつも倒せるんじゃないか？」

「……せんぱい、わかってて訊きいてる、よね？」

　ジト目で未み恋れんが彩さいを見る。訊かなくてもわかることを、何で訊くの？　そんな表情。

「残念ながらそれも無理ですね。彼は最強の【イマジネーター】なんですよ。なにせ、彼にできないことはないんですから」

「できないことはない？」

「彼の想像の核は《空白》で、わかりやすく言うなら“〝こちらの攻撃は全て通じず”〟“〝あちらの攻撃は一切防げない”〟というものです」

「それって、つまり無敵ってことじゃないか……」

　そう呟つぶやき唖あ然ぜんとする彩を見て、三人は不思議そうな顔をした。

「彩君、もしかして気づいていないの？」

「気づいてない？」

　玉たま求きの言葉に首を傾かしげると、灰はい撫なが説明するように語りだす。

「……えぇと、気づいてないようだから言いますけど、それって先輩も同じなんですよ？　《侵しん蝕しよく》って“〝相手の攻撃を全て掻かき消し”〟“〝自分の攻撃を相手に通す”〟ってものですよね。先輩は基本性能の部分で《終結消失ラスト・ロスト》と対等なんですよ」

「俺おれが……Ａ―１一位と同じ能力を持ってる？」

　まさか。最初にそう思った。だが、すぐにそうでないことを理解する。

　【無理想像アブストラクト】の想像だけが、他人の想像に無条件で干渉し変容させることができる。

　いつだったか鬽み黒くろが言っていたことだ。

　遊ゆ廻かいの《歪わい曲きよく》も、おそらく未恋の《拒絶》とやらも、例外ではないのだろう。

　だが、話を聞く限りその中でも自分と《終結消失ラスト・ロスト》は異質らしい。

　思えば、他の【イマジネーター】は当然だが自分から攻撃する術として《何か》を創造していた。しかし、彩は違う。

　いつだって、他人の攻撃に対して、それを無効化する創造をしてきた。

　【幻現境界シール・コンダクト】という工程を要して武具を創造しない限り、彩さいは誰だれも傷つけることができない。もしくは、相手が自身を攻撃してきた場合にその想像を自らのものとするか。

　だとすれば、彩の想像の根源は、究極の防衛本能なのかもしれない。自分からは誰も傷つけない。できることなら戦いたくないという、意志の具現なのかもしれない。

　ならば、同種の能力を持つ《終結消失ラスト・ロスト》もそうなのだろうか？

　確かに、支配すれば傷つけられることはないだろう。屈服させれば自身を脅かす者はいないだろう。それは過剰なほどの、防衛本能なのかもしれない。

　ともかく、自分と最強の【イマジネーター】は似ている。それは認めなければならない。

　そこまで考えて、彩が思ったのは「これは偶然なのだろうか？」というものだった。

　例えば、《炎》や《風》といった想像を成す【イマジネーター】なら数多くいるだろう。だがしかし、《侵しん蝕しよく》《空白》といえばそう多くはない。いや、実際現在のゲームでは、互いに唯一無二だ。その二つの能力が、根本で似通っているのはただの偶然なのだろうか。

　彩はそこに、作為のようなものを感じた。

　自分が彼と敵対する為に用意されたキャラクターなのではないかという感覚。

「彼は常勝無敗かつ、弱点のない完かん璧ぺきな相手です。でも、先輩なら勝てるかもしれない」

　そんな彩の疑念を、一歩確信に近づけるように、灰はい撫なは言った。

「喩たとえるなら……。えぇと、先輩って将棋とかやります？　チェスでもいいですけど」

「あんまりやらないけど、まぁルールくらいは知ってるよ」

「じゃあ将棋で。将棋で喩えると、《終結消失ラスト・ロスト》が全ての駒こまを持っているのに、戦う【イマジネーター】は王将一枚しかないって感じなんですよ。普通は」

「それは勝負じゃないだろう」

「そう。勝負じゃない。戦略や戦術以前に、圧倒的に戦力が違うわけです。でも、先輩の場合、同じ盤上で、同じくらいの駒を使える。勝負が成立するんですよ」

　灰撫が力説する。褒めるような、称えるような、そんな口調。

「俺おれが、そいつと同じ能力を持ってるから？」

「はい。それだけじゃなく、“〝駒”〟的な意味でも拮きつ抗こうすることが可能です」

「……駒？」

「言い忘れていましたが、彼を攻略するのを困難とする要素は彼の強さだけではありません。先輩がやっているように、彼も仲間を持っているんですよ」

「まさか、Ａ―１全員とか」

「……ほとんど正解」

　未み恋れんが頷うなずく。正解などと言われたところで、喜べるはずもない。

「灰撫ちゃんと《人間失核ワイト・ハート》を除く《終結消失ラスト・ロスト》《無神論者アンノウン・ダウン》《友軍全滅ポイズン・プリズン》《鮮血紅穿ブラツド・バレツト》《透視図縫クリア・クレア》で一グループ。最大ならぬ最強勢力です。要するに逆らえないどころか他のＡ―１は彼に従ってる状態なんですよ」

「随分と……戦力が固まっているな」

　頂点の七人の内五人が同一のグループにいるなら、他の参加者がＡ―１に到達するのは絶望的と言えるだろう。それは彩さいにも言えることだった。誰だれも殺さない彩は、遊ゆ廻かいや未み恋れんの位を奪おうとは思わない。すると必然、そのグループとぶつかることになる。

「対して先輩は、《征白侵色ホワイト・ワイト》《誠孤焔舞アーク・リーク》《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》のＡ―２上位三名に加え、同じく六位である《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》。ぶっちゃけると先輩ちょっと怖いですよ。だってやり方は違えど、結果は《終結消失ラスト・ロスト》と同じなんですから」

「同じ？　どこが？」

「彼は支配で勢力を築き、先輩は人望で勢力を築いてる。現状相手がＡ―１五人なのに対し、先輩のところはＡ―２四人ですけど、それにしたってすごいですよ」

「褒めてもらってるところ申し訳ないが、俺おれは仲間を“〝駒こま”〟だなんて思ってない」

「わかってますって。まぁつまり現状先輩は《終結消失ラスト・ロスト》と唯一“〝戦える”〟参加者なわけです。でもそこに更に二人加わったら？」

「Ａ―１である未恋を加えて、更に《人間失核ワイト・ハート》を殺すことで俺自身もＡ―１になる。そうしたらＡ―１二人にＡ―２三人にＢ―２一人。確かに勝てるかもしれない」

「でしょう？　ちなみに灰はい撫なはクラスこそＢ―２ですが、【二重想像デユアル】なので充分お役に立てるかと」

　【二重想像デユアル】。確か一つの色に二つの意味を込めた者を指す言葉だったか。

「鬽み黒くろとピリカは信用できないんだろ？　なのに勝手に戦力に組み込むんだな」

「灰撫が好きになれないだけで、先輩は信用しているんですよね？」

「あぁ」

「なら、そんな先輩を信用しますよ」

　さらっとそんなことを言う。彩は微妙な心境になりながら、話を続けた。

「で、メンバーを集めて総力戦でもする気か？」

「はい。言葉通りの最終決戦を仕掛けましょう。全員で挑んで、全員で倒して、全員で願いを叶かなえてハッピーエンドを迎えましょうよ」

　ハッピーエンド、耳触りのいい言葉だ。だが、このゲームに似つかわしくない言葉だ。

　彩の返事がないのを好意的に捉とらえたのか、灰撫は更に饒じよう舌ぜつになる。

「やっぱり先輩はすごいです。こんなゲームでも人と繋つながってる。といいますか、従えるのも慕われるのも、どちらも現実だったら立派な才能ですけど、このゲームだと先輩の方が異常ですよ。全員敵が前提のゲームで、どうやったら人と絆きずなを結べるんですか？」

　心底、不思議で仕方ない。そんな表情。

「どうもこうもないよ。ゲームだからって割り切れなかっただけだ」

「いや、割り切ってないって……だってそうしたら、どうやってゲームをクリアするんですか？　先輩だって敵を【退場ロスト】はさせますよね？」

　当然のようにそう言う灰はい撫なに、彩さいは首を横に振ることで答える。

「えっ……？」

　灰撫は予想外の答えを聞いたように、困惑した表情を浮かべた。

　それもそうだろう。彼女の今までの言葉は、彩が普通の【イマジネーター】であることを前提に進んでいたのだから。それを否定されたら、戸惑うのも仕方がないというものだ。

「それはおかしいんじゃ……。誰だれも殺さないで、どうやってＡ―２になれたんですか？」

　どうやら、灰撫は殺さずともクラスが上がることも、彩が今回で二度目の参加であることも知らないようだ。ならば、この二人は彩が脱落してから二度目の参加を果たすまでの間に【イマジネーター】になったのだろう。

「……灰撫ちゃん。せんぱいは本当に誰も殺してない、よ」

　あくまで【調整者バランサー】は未み恋れん。その情報量は桁けた違ちがい。灰撫が知らないことも、未恋ならば知っている。未恋に事実であると言われ、灰撫はますます困惑した。

「あれ？　えぇと、まさか"Over Image"でも人は殺せないとか、言いませんよね……」

　彩の性格と未恋から伝えられた事実を鑑みての言葉。推理のようなそれには、そんなことはあるまいという感情が透けて見えるようだった。彩は再度首を横に振り、答える。

「いいや、言うよ」

　それを聞いて、灰撫はしばらく放心。言葉の意味をゆっくりと理解し、そしてがくりと肩を落とした。彩から協力を取り付けられないと悟ったのか、灰撫は若干泣きそうになりつつ、未恋を見る。

「どうしよう未恋ちゃん……」

　だが灰撫と違い、未恋には焦り一つない。それどころか、まっすぐに彩を見据え、会話のバトンを受け継いだように喋しやべり出す。

「……せんぱいは誰も殺さない？」

　試すような視線に、彩は頷うなずく。

「あぁ」

「……絶対？」

「あぁ」

「……《人間失核ワイト・ハート》も、《終結消失ラスト・ロスト》も？」

「当然だ」

「……灰撫ちゃんも、わたしも？」

「当たり前だろう」

　そこまで聞いて、未恋は不満げに彩を見つめた。表情が歪ゆがんだのではなく、視線にそれを込めて彩さいの瞳ひとみを覗のぞきこむ。

「……人を殺す覚悟が、ないん、だね」

　どこか、失望を含んだ声。彩は反発するように声を荒げた。

「人を殺す覚悟？　違うだろ。覚悟は何かを捨てるときに使うんじゃない、何かを貫き通すときに使うんだ。常識とか良心を捨てる言い訳に、覚悟とか大層な言葉を使うなよ」

「……せんぱいも、だよ。何も失いたくないって怯おびえてるだけなのに、それを理想を貫くとか装飾してるだけ」

「他人を不幸にするのが正しいのか？」

「……正しいだけで幸せになれるの？」

　視線が交差する。両者共、自身の意見が間違っていると思っていないから起こる衝突。

「間違った方法で手に入れた幸せに意味があるのか？」

「正しく生きて、妹さえいまだに救えないせんぱいに、幸せの意味とか説かれたくない、よ」

「──っ。救うさ。その為にこのゲームに参加してる」

「……なら、殺すしかない、ね」

「違うだろ。それは諦あきらめてるだけだ。楽な方に流されてるだけだ。間違った方法で手に入れた結果に意味なんてない。俺おれはそんなことして自分の不幸を無かったことにしても、嬉うれしくもなければそれを誇れない」

「……でも、そうやって何も捨てられないから、力があるのにせんぱいの願いは叶かなってないん、だよ。今のせんぱいは、一体何がしたいのか、わからない人になってる」

「俺は誰だれも殺さず、誰も見捨てず、願いを叶えたいんだ」

　はっきりと、宣言するように言う。

　だが、未み恋れんの表情は変わらない。

「……無理、だと思う」

「でも、不可能じゃない。だったら、諦める必要なんてないだろ」

　未恋は譲らない。

「……不可能、だよ」

「そんなことは、ない」

　同じく譲らない彩の姿を見て何を思ったか、未恋は視線を細めた。

「……じゃあ、無理だって、教えてあげる、ね」

　未恋はそこまで言ってから、視線を彩から逸らし、灰はい撫なに向ける。その肩に触れ、「……交代」と呟つぶやいた。

　それに対して、灰撫は少々焦った様子で未恋に言う。

「未恋ちゃん、先輩に教えてあげるって、その、先輩と協力はしないってことですか？」

　無言で、こくりと未恋は頷うなずく。

「で、でもそうすると先輩の願いが……」

　なにやら不穏な空気が漂い始める。二人の意見が、僅わずかに食い違っているようだ。だが、次の未み恋れんの言葉を聞いて、灰はい撫なの反応が変わった。

「……灰撫ちゃんは、璃り々りちゃんが生き返らなくていい、の？」

　それは、二人にとっての魔法の言葉。

　──誰だれかのために。

　それを理由にするだけで、人は自身の意見を変えることも、やりたくないことを行うこともできる。多くの人間が自分を無条件で納得させるときに使う、言い訳。

「うっ……。そう、ですよね」

　どうにか未恋を説得しようとしていた姿勢から一変、逆に説得されるように、灰撫は小さく頷いた。

　それから、彩さいへと向き直る。申し訳なさそうに、でも仕方なさそうに。

「灰撫達は、先輩のことが好きです。……えぇと、人として」

「……はぁ」

　いきなりの発言に、彩は気の抜けた返事しかできない。

　灰撫は、続ける。

「先輩の願いが叶かなえばいいって心から思ってます。協力を申し出たのも、先輩に助けてもらった恩返しがここでできるかもしれないって思ったからです」

　まるで言い訳するような言い方に、彩は疑問を覚える。

「……ちょっと待て、何が言いたい」

　灰撫は答えない。

「でも、先輩がそれを拒むなら、誰も殺さないなんて言うなら、灰撫達は、自分達の願いを叶えるためだけに動くことにします」

　絞りだすように吐き出された灰撫の言葉には、決意と共に、罪悪感が混ざっているように聞こえた。

「《終結消失ラスト・ロスト》に逆らう願いを掲げたら、殺されてしまう。でも、それを回避して願いを叶え、ゲームから離脱する方法が一つだけあるんです。でも、そうすると先輩の願いは叶わない。だけど……仕方ないですよね。灰撫達は先輩と違って、正義の味方じゃないから。大事な人を優先してしまう一般人だから」

「……お前らは、何をする気なんだ」

　彩の言葉に、灰撫は小さく息を吐き、それから答えた。

「簡単ですよ。灰撫がＡ―１になるんです。それから、未恋ちゃんが願いを叶える」

「それだと未恋が殺される」

「殺されません。だってそのすぐ後に、灰撫が"Over Image"を終わらせますから」

「「っ!?」」

　彩さいと玉たま求きの驚きよう愕がくが重なる。

　彩は思わず立ち上がり、睨にらみつけるように灰はい撫なを見た。

「そんなことをしたら、俺おれの願いが叶かなわないどころじゃない。今まで不幸になった奴らがそのまま不幸を引きずって生きることになるんだぞ」

　彩の激しい剣幕に、怯おびえるようにビクっと体を震わせながら、それでも灰撫は退かない。

「うっ、で、でもっ！　そうすれば灰撫達の願いは叶います！　また璃り々りちゃんと笑い合えます。逆に、こうでもしないと、いつまでも願いは叶わないんですよ……！」

「だからって──」

　今にも叫びだしそうになる彩の手を、玉たま求きが握った。

「彩君、落ち着いて、ね？」

　気づけば、周囲の客の視線を集めていた。通り過ぎていく人々からの視線が突き刺さる。

　それを気にしているわけではないのだろう。玉求から見て、彩が冷静さを失っているように見えたから、幼おさな馴な染じみは彩を落ち着かせようとしてくれたのだ。

「……」

　彩は椅い子すに座り直し、どうにか呼吸を整えた。

　灰撫達の言い分は、間違っていないのだろう。どうしても願いを叶えたくて、その為に好きでもない殺人を犯し、望んでもいないのに他人を不幸にし、そうしてようやく手に入れた“〝願いを叶える権利”〟は、されど安易に使用できるものではないのだ。

　一人の支配者によって、離脱できるはずのゲームがクリア不可能のゲームになってしまっている現状、願いを叶えてなおかつ死なない方法は確かに灰撫らのいう方法しかないのかもしれない。いくら最強の【イマジネーター】といえど、君臨する舞台が無くなってしまってはその支配力も意味を持たなくなる。故にこの方法はある意味有効といえるだろう。

　あるいは最初に彼女達が提案していた、彩と協力することによって《終結消失ラスト・ロスト》を殺すという方法。

　今になって気づく。二人は彩を気遣っていたのだ。

　前者の方法の方が、圧倒的に安全である。既にＡ―１である未恋と協力すれば、灰撫のクラスを上げるのも容易だろう。

　だから先の提案は紛れもない好意の表れで、優しい後輩の心遣いだ。

　けれど、彩はそれに合意しなかった。自身の理想と、大きく食い違う方法だったから。

　そうしたら、彼女らの前には一つしか選択肢が無くなる。他人を気遣う余裕はなくなり、願いを最優先に動くしかなくなる。

　それは、しょうがないことだ。

　でも、彩はそれが、許せない。

　心情を理解はできても、行動を容認することはできない。

　それをされてしまったら、彩さいの願いが叶かなわなくなるから。それどころか、このゲームを終わらせてしまったら、何も解決しないから。

　このゲームは間違ってる。存在しない方がいい。彩もそう思う。だが、終わらせてはだめだ。ただ終了するだけでは、あまりに救われない者が多すぎる。

　だから、灰はい撫なの方法を認めない。だから、否定する。

「……俺おれは、お前らのことが好きだ。もちろん、人として」

　先ほどの自分の言葉を引用され、灰撫が微妙な表情になるが、彩は続けた。

「けど、お前らの願いを叶えさせるわけにはいかない」

「なら、誰だれも殺さないとか言わないで、協力してくれますか？」

「いいや。俺はお前らのやろうとしていることも、その願いも、認めない」

　彩の言葉に、灰撫も、そして未み恋れんも表情を歪ゆがめた。

「どういうことですか？」

　辛うじて、灰撫はそう口に出した。苦しそうに、絞り出すように。

「やり方については、さっき言ったとおりだ。お前ら以外の誰も救われない結末なんて、残念ながら認めてやれない。次に願いについては、当たり前のことしか言えないが──」

　彩はそこで、一度区切る。

　きっと、言っても無駄だろうと知りつつ、それでも、言った。

「死んだ人間を生き返らせていいわけがない」

　あまりに当たり前のこと。考えるまでもなく当然のこと。

　終わった命は、再び動かせない。機械ではないから、修復はできない。

　でも、このゲームではそれが可能だ。蘇そ生せいではなく、その現実の撤回だが、ともかく死んだ人間の“〝死”〟を無かったことにできてしまう。

　喪失を知る者からすれば、それはとても魅惑的で、縋すがり付きたくなるような奇跡で、神に感謝したくなるような現実なのだろう。

　だが、その願いは叶ってはいけない。こんなゲームに参加して叶えていい願いではない。

　だが、そう言ったところで二人が納得できるはずもない。

「なんでですか？　先輩だって、大事な人の不幸を無かったことにしようとしてるじゃないですか？　死だって、ただの不幸でしょう？」

「あいつらは生きてる。苦しんでるだろうけど、生きてるんだよ。その苦しみを、俺は取り除きたい。本来あるはずの未来を、取り戻したい。でも、お前らのやろうとしてることは違う。誰かの死を無かったことにしても、そうやって蘇よみがえった人間が過ごす人生は、本来ありえないものだ」

「……なにを言ってるんですか、先輩。意味わかりません。理解できません。何で、そんなこと言うんですか。先輩なら分かるでしょう？　だって先輩は、困ってる人を放っておけない。救える人間を見捨てられない。死んだ璃り々りちゃんは、先輩から見て人間じゃないって言うんですか？」

「人間だよ。死んでも人は人だ」

「だったら！」

「でも、死んだ人間は救いを求めない」

「──っっ……!!」

　灰はい撫なの表情が歪ゆがむ。

　認めたくない現実を、聞きたくもない事実を、目を背けていた真実を押し付けられて、苦しむように。

「お前らがやろうとしてることは、救済じゃなくて自己満足だよ」

「違う……」

「悲しいから、それは嫌だから、そんな自分達を慰める為に、他人を不幸にしてる」

「先輩、黙ってください……」

「本当はわかってるのに、それに気づかないふりをする」

「嫌いになりますよ、先輩……」

「こんなゲームに頼って、他人を不幸にして、それで彼女の死を撤回したとする。でもそれで、一体誰だれが幸せになるんだ？」

　ついに耐え切れなくなったのか、灰撫が勢いよく立ち上がり、叫んだ。

「なんでそんなこと言うんですか！」

　怒鳴る灰撫も、椅い子すに座っている未み恋れんも、彩さいを見る視線に明確な敵意を滲にじませている。

「何も知らないくせに、わかったようなことを、言わないでください……」

　苦しそうに言葉を吐き出す灰撫に、彩は冷たく言い放つ。

「そうだな。お前らの方が、よくわかってるはずだ。仲が良かったお前らの方が、理解しているはずだ。なら、何でその死を否定するんだよ」

「──っ。く、あ、…………っ」

　灰撫は何かを言おうとして、でも何も言えなかったのだろう。奥歯を噛かみ、彩を睨にらむ。

　分かっているのだ、二人にだって。でも、認められない。だから、否定してしまう。

　けれど、それは現実逃避だ。

　灰撫は力なく椅子に座り、俯うつむいた。

「──せんぱいは、正しい」

　不意に、未恋が言う。

　突然の言葉に、彩は困惑するが、未恋は続けた。

「……でも、それだけ」

「……なんだと？」

　未み恋れんはゆっくりと息を吐き、彩さいの目を見て、言った。

「……人間は、正しすぎちゃいけないん、だよ」

「それは、間違っていい理由にはならない」

　切り捨てる彩に、未恋は感情を感じさせない平へい坦たんな口調で、滔とう々とうと語りだす。

「……例えば、玉たま求きせんぱいが、なにもしてないのに誰だれかに傷つけられたとする。そうしたら、せんぱいは怒る」

「当たり前だ」

「……それで、おしまい？　怒るだけ？　あとは警察とかに、任せる？」

「何が言いたいんだ」

「……玉求せんぱいを傷つけた人を、殴ってやろうとは、思わない？」

　……。

　考えてみる。いや、考えるまでもない。玉求を傷つけた人間がいたとしたら、法の裁きに任せるだけではなく、彩は自分の拳こぶしでその犯人を殴りつけてしまうだろう。

　黙る彩を見て、未恋はまるで相手を論破したみたいな顔を一瞬だけして、すぐ無表情に戻した。

「……誰かを殴るのは間違ってることだよ、ね。だから相手は間違ってる。でも、そんな相手を殴ってしまうせんぱいは、間違っていないの、かな」

「間違ってるよ。結局自分が相手と同じ人間なんだと認めるのと同じだ」

「……でも、感情としては間違っていない、よね。大切な人が大切だから、それを脅かすものを許せない」

「お前らは友人の命を奪った“〝死”〟が許せなくて、だからそれを追い払うんだって、そう言いたいのか？」

　迷いなく、未恋は頷うなずく。

「……人は、間違いを犯すから人なんだ、よ。道徳とか、倫理とか、正義とか、そういったものだけで、生きてるわけじゃない、でしょう」

「でも、そういったものがあるから、人は人でいられる。それを破ってしまうことはあるけれど、それを軽んじていいわけじゃない」

「……うん。でも、間違ってるけど、そうしたいの。正しくないとか、璃り々りちゃんが望んでないとか、そういう正義の味方の言葉じゃ、わたし達は説得できない、よ」

　未恋の言葉を聞いて、彩は思った。

　何を言っても、無駄だ。少なくとも、今現在は。

　彼女らの前に現れた希望はあまりに大きすぎて、引きとめようとする全てがどうでもいい状態になってしまっている。

　だから、どうしようもない。

　だから、彩さいは決めた。

「なら、止めるよ。説得できないなら、力ずくで止める」

　引き止めることができないなら、立ちはだかるしかない。

　説得できないなら、説得できるまで諦あきらめなければいい。

「……そう、だね。だって、もし止められなかったら、せんぱいの願いも叶かなわない」

　その通りだった。

　灰はい撫ながＡ―１になった瞬間、彩の願いは叶わなくなる。自分達の願いを叶えて、二人はゲームを終わらせる気でいるから。

　だが、それだけの理由で、戦うわけではない。

　二人の後輩の過ちを、見過ごせないから戦うのだ。

　そんな彩の心情を知ってか知らずか、未み恋れんは言った。

「……わたし達は、明日《人間失核ワイト・ハート》を襲う、よ」

「──っ!?」

　突然の宣言に、彩は目を見開いて驚く。

「……だから、せんぱい。止めたいなら、頑張って」

　そう言って、未恋は立ち上がった。

「……せんぱいが正しいなら、わたし達を、止めてみせて」

　それは挑発にも、お願いにも聞こえた。

　未恋は俯うつむいていた灰撫を立ち上がらせると、小さく手を振って、そのままどこかへ行ってしまう。

　そうして訪れる、沈黙。

　二人の姿が見えなくなったあたりで、彩は玉たま求きに尋ねた。

「俺おれとあいつら、どっちが正しいんだろうな」

　彩の質問に、玉求は静かに答える。

「どっちも正しくて、どっちも間違ってると思うよ」

「それ、どういう意味だよ」

　力なく、笑う。

「彩君の言ってることは正論、灰撫ちゃん達が言ってたのは感情論。どちらも、正しい部分があって、否定出来ない部分がある。でも、どっちもやっぱり徹底しすぎると間違いなんだよ。人間は正しすぎちゃいけないし、間違ってるだけじゃいけない」

「……なるほど」

　それが、全ての話を聞いて、彩の幼おさな馴な染じみが思ったことらしい。

　正しすぎてはいけなくて、間違いすぎてもいけない。

　自分は前者で、彼女らは後者。

　なら、結局どっちが正しいのだろう。

　どちらの主張が、通るべきなのだろう。

　きっと、未み恋れんも分からなかったに違いない。

　だから、彩さいに、遊ゆ廻かいを【退場ロスト】させると宣言した。

　勝ったら正しくて、負けたら間違ってる。

　おそろしくシンプルで、だからこそ分かりやすい方法。それで決着をつけるために。

　彩は、静かに立ち上がる。

「行こう、玉たま求き。きっと鬽み黒くろとピリカが待ってる」

　ならば、勝つしかないではないか。

　自分が正しいと思うことを貫くために、自分の願いを叶かなえるために。

　彩はそんなことを考えて、随分と長く放っておいてしまった二人にどう謝ろうかと、別のことを考え始めた。










STAGE.14　◇変わる願いと変わる結末◆



　日曜日。

　電車に乗り、遊廻との待ち合わせ場所である改札口へ行くと、それほど探すことなく遊廻の姿を発見することができた。だが、誰だれかと喋しやべっている。ファッション誌そのままといった格好の二人組にナンパされているらしい遊廻は、彩が驚くほどに無表情だった。

　彩は、ゆっくりと遊廻に近づいていく。そして目撃した。

　遊廻はとびっきりの、周りが恐怖を覚えるくらいに完かん璧ぺきな微笑を湛たたえて、おそらく二人を拒絶する言葉を口にする。男達は一瞬、その笑顔に呑のまれるように固まり、その後我に返ると気分を悪くして、逃げるようにその場から去っていった。

　彩はそれと入れ替わるように、苦笑を浮かべながら遊廻に喋りかける。

「大丈夫だったか？」

「真ま白しろくん、見てたの？」

　彩の姿を発見し、遊廻は微笑ほほえむ。先ほどとは違う、心を許した者に見せる笑み。

「あぁいうの、慣れてるのか？」

　遊廻は首を横に振り、困ったように頬ほおに手を添えた。

「最近急に増えたんだよね。前はこんなことなかったのに」

「そうなのか？」

「真ま白しろくんに負けたあたりかな、ナンパされるようになったの」

　それを聞いて、彩さいは納得。

　彼女の中にあった孤高という完かん璧ぺきさは、狂気という異常は、一ヶ月前に崩れた。完璧に消失してしまったわけではないが、表立って現れるようなものではなくなった。

　だからだろう。普通に歩く彼女は、簡単にいうなら“〝ただの美少女”〟だ。近寄りがたさは多少あるだろうが、それにしたって声をかけようとする男の気持ちもわかる。

　彩はそんなことを考えながら、遊ゆ廻かいを見る。艷やかな黒髪に、凜りんとした綺き麗れいな瞳ひとみ、整った目鼻立ちに、薄い唇。着ている服はレースをあしらっただけの黒いワンピースだったが、シンプルな服装であるが故に、遊廻の美しさが際立っていた。

　そんな彩の視線に気づき、遊廻が首を傾かしげる。

「どうしたの？　顔に何かついてるかな」

「あ、いや……。その服似合ってるな、と」

　褒めると、遊廻はしばらく首を傾げたままだったが、不意に顔を真っ赤に染めて俯うつむいた。

「ま、真白くんってそういうこと言える人だったんだね」

　意外そうに言う。

「あぁ、まぁ」

「そ、そろそろ行こうか」

　遊廻はそう言って、やや早足で歩き出した。彩はそれを追いかけ、並ぶようにして歩く。

「そういえば、どこに行くんだ？」

「女の子一人じゃ入れない場所」

「……なんだそれ」

「真白くんが考えてるようなえっちなところじゃないよ」

「考えてませんけど……」

「これだから常人を超える想像力を持つ【無理想像アブストラクト】は……。妄想力まで逞たくましいんだね」

「それはあんたもだからな？」

　そんなことを言い合いながら、二人は大きなビルへと入っていく。レストラン街や書店や画材屋、服を扱うショップにアクセサリーショップなど、階ごとに様々な店があるビルの、エスカレーターを下っていく。

「ところで真白くん」

　顔色も元に戻り、余裕のある表情を取り戻した遊廻が、言った。

「ん？」

「真白くんには、お付き合いしている女性とかはいるのかな？」

「いや、いないけど」

「欲しいとも思わない？」

「どうだろう。あんまり考えたことない」

「もしかして、ホモ？」

「男にときめいたことはない」

「女の子にはあるってことだ？」

「……」

　彩さいの沈黙に、遊ゆ廻かいは楽しそうに微笑ほほえむ。

「どんな子がタイプだったりするんだろう？」

「知らん」

「つまんないこと言わないでよ。例えば黒髪の方が好きとか、長髪が好みとか、可愛かわいいより綺き麗れいな方がいいとか、笑顔が素敵な人がいいとか」

「それ全部あんたじゃないか」

「へぇ、真ま白しろくんから見てわたしは笑顔が素敵な人なんだ？」

「……」

「ふふ、ありがとう」

　先ほどから完全に遊廻のペースである。手玉に取られてるともいう。

「……で、結局どこに行くんだよ」

「もうすぐ着くよ。ほら、あそこ」

　遊廻が指差したのは、一件の喫茶店の看板だった。言葉通りすぐに到着。

「なんだ、喫茶店で話をするってだけか」

「ただの喫茶店じゃないの。ケーキの種類が豊富な喫茶店なの」

「ふぅん……」

　思ったより普通だ。洒落しやれた外観に、珍しくもない店名。別段女性一人で行けない場所というわけでもないだろう。ただ一つ気になるとすれば、ガラス越しに見える店内に、やけにカップル客が多いことだろうか。

「で、真白くんは今彼女がいないんだよね？」

「さっきも言ったろ。いないよ」

「じゃあ、浮気にはならないね」

　そう言って遊廻は──彩の腕に自分の腕を絡ませてきた。

「……何やってるんだ、あんた」

　そう言う彩に、遊廻は説明する。

「この店はね、日曜日だけ特別なことがあるんだよ」

　今日は日曜日。その特別なこととやらがある日だ。

「なんと、カップルの客に限り全商品四割引にな──って真ま白しろくん帰ろうとしないでよ」

　腕を絡めている遊ゆ廻かいを引きずるようにして、店から離れようとする彩さいを遊廻が全力で引き戻そうとする。

「いいじゃない、真白くん彼女いないんでしょう？」

「それとこれとは別だ」

「じゃあ、わたしみたいな美女の彼氏だって周りの人に思われるのって光栄でしょう？」

「何が『じゃあ』なのかまったくわからん」

「じゃあ、この店に入ってくれたら後で真白くんの好きなコスプレするから」

「別にいらないですけど」

「敬語!?　ちょっと待ってよ。わたしとしてはどうしてもここに行きたいの。ね？」

「……いや、でも」

「わかった。形だけでいいから、愛がなくてもいいから」

「最初からねぇよ」

　などと意味のない言い合いをしていると、店内から一人の女性店員が出てきて、二人に声をかけた。

「お客様ですか？　今なら待ち時間無しでご案内できますが」

「いや、違──」

















「はい。わたしたちカップルです」

　言わなくてもいいことを言いながら、遊ゆ廻かいは笑顔で頷うなずいた。

　店員は営業スマイルを湛たたえ、二人を店内へと案内する。

「真ま白しろくん、わたしは人生諦あきらめが肝心だと思うの」

「……俺おれは諦めないことが大事だと思うよ」

　彩さいは肩を落としながら、結局諦めて遊廻に引きずられた。



　　　　■◇◆□



　甘い匂においの漂う店内で、彩は紅茶を啜った。

　彩は目の前の少女、夢ゆめ壊かい遊廻を見て、呆あきれるように溜ため息いきを溢こぼす。

　テーブルの上には、卓上から落ちるのではないかと不安になるほどのケーキが置いてある。モンブラン、チーズケーキ、タルト、ガトーショコラ、ショートケーキ、その他彩が名称の分からないものなどを含めて、見ただけで満腹になりそうな光景が広がっていた。

　しかも、それを一人の少女が注文し、幸せそうに表情を蕩とろけさせながら食べているのだから恐ろしい。彩も先ほど遊廻の勧めでティラミスを食べ、それなりに美味しいとは感じたが、一つで満足してしまった。

　遊廻の口に吸い込まれていくケーキと、遊廻の細い体を見て、彩は思わず溢す。

「胃袋にブラックホールでも搭載してるのか？」

「まぁ、その可能性は否定できないね」

「してくれよ……」

　呆れつつ、彩は周りを見渡す。

　ガラス張りの店内は店外から丸見えで、店内はカップルだらけ。他の席でも、割合女性の方が多くケーキを食べているようだったが、さすがに遊廻ほどではない。

「ケーキってカロリーとか高いんだろ？　あんたは気にしないのか？」

「ん？　体重も体型も気にしたことないなぁ。何食べてもあんまり変わらないから」

「すげぇな。全ての女性を一瞬で敵に回す言葉だ」

「体質も“〝才能”〟に含まれるなら、まぁ羨うらやまれても妬ねたまれても仕方ないかもねぇ」

　そう言いながら、遊廻はショートケーキのイチゴをフォークで刺す。そして、それを口へは運ばず、彩の前へ突き出した。

「……なんだ？」

「わたし、イチゴって苦手なんだよね」

「へぇ、珍しいな。ショートケーキといえばイチゴってイメージが強いけど」

「ショートケーキと言ったらふんわりスポンジにとろけるホイップクリームでしょう。まぁそんなわけで、イチゴは真ま白しろくんが処理、もとい食べてよ」

「嫌なら残せばよくないか？」

「食べ物への感謝が足りないよ真白くん」

「自分は好き嫌いしておいて……」

「はい真白くん、あーん」

　言いながら、自身の口を開ける遊ゆ廻かい。多分、彩さいにそうしろと言っているのだろうが。

「……え、嫌だけど」

「いいじゃない、わりと周りのお客さんもやってるよ？」

「あれは空気とかムードとかに酔ってるからできるんだろう」

「まぁ絶対に自分にも酔ってるよねぇ。というわけで、あーん」

「俺おれの話聞いてた？」

「いいじゃん真白くん。旅先の恥は黒歴史っていうし」

「心に刻まれてるじゃねぇか……。そんなものはごめんだ」

「じゃあやってくれなかったら『浮気してたなんて最低！』って言いながら走って店内から逃げるよ？　嫌だったら口を開けなさい」

「なんで俺は脅迫されてるんだ？」

　理不尽である。

「もしかして真白くん恥ずかしいの？」

「いや、そうじゃなくて」

　実際はとてつもなく恥ずかしいが。

「なら問題ないよね？」

「そういう問題じゃ──」

「真白くんってば意外と冷たい人だね……」

　遊廻はわざとらしく、よよと涙を拭ぬぐうふりをする。

「……わかった。わかったよ」

　どうにも、遊廻には自分が口にしたことを絶対に実現させる実行力と強かさがある。

　彩は観念するように口を開けた。

　遊廻は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、そのままフォークを反転させイチゴを自身の口へと運んだ。

「………………」

「やっぱりショートケーキといえばイチゴだよね」

　笑顔で舌鼓を打つ。口を開けたままの彩を見て、遊廻は意地悪く笑った。

「あれ？　真白くんどうしたの、口なんて開けちゃって」

　一部始終を見ていた周りの客から笑い声が漏れる。彩は恥ずかしさのあまり顔を赤くし、ジト目で遊廻を睨にらんだ。

「あんた悪魔か……」

　力なく肩を落とす彩さいを、遊ゆ廻かいはにこやかに見つめている。それからモンブランの上に乗った栗くりを美味しそうに食べてから、言った。

「そういえば、紀き無なしくんとは仲直りできた？」

「ん……？　あぁ、おかげさまで機嫌が直ったよ」

　まだ釈然としない彩だったが、これ以上文句を言っても仕方がないと話を合わせる。

「それはよかった。真ま白しろくんのことだから下へ手たに女の子を褒めてぬか喜びさせた後に、不用意な一言で機嫌を損ねると思ったのに」

「ちょっと待て、あんた超能力者か何かなんじゃないのか……？」

　玉たま求きに泳ぎを教えていたときのことを思い出す。途中まで機嫌のよかった玉求が、次の一言を聞いてすぐに落胆したように溜ため息いきを吐いたこと。

「あれ、ほんとにそんなことしちゃったの？　真白くん悪い子だね」

　呆あきれるように、でも楽しそうに遊廻は笑う。

　彩は遊廻の鋭すぎる推察に苦笑しながら、今日の本来の目的を思い出し、切り出した。

「そんなことより、今日は話があってきたんだ」

「この前電話で話したことなら、もっと後で話そうよ。折角のデートにゲームの話題は合わないからさ」

「いや、そういうわけにはいかない。というより、そっちじゃない。俺おれが話したいのはそれとは別の、大事な話だ」

　早急に話さなければいけないことが彩にはあった。灰はい撫なと未み恋れんの目的、それを達成するための手段。Ａ―１の中でも七位である遊廻は、彼女らからすれば格好の獲物であろう。なによりも、昨日未恋自身が宣言したのだ。《人間失核ワイト・ハート》を今日、殺しに行くと。

　遊廻は彩の真剣な表情を見て、フォークを置いた。そして真面目な口調で、言う。

「どうぞ？」

　彩は咳せき払ばらいをして、首を撫なでる。それから、ゆっくりと、昨日の出来事を語った。包み隠さず、全部。

　かつての後輩が【イマジネーター】だったこと。それどころか【調整者バランサー】だったこと、その二人から聞いた現Ａ―１一位のこと、その支配から逃れて願いを叶かなえるために二人が取ろうとしている手段についてや、それによって遊廻自身が狙ねらわれていることなど、全てのことを彩は語った。

　それを聞いて、遊廻は。

「ふぅん……」

　と、つまらなそうに言った。まるで興味がないと、言いたげに。

「いや、なんだよその反応」

「そんなことより、真ま白しろくんって昨日プールに行ったってことだよねぇ。女の子五人と」

「いや、それこそどうでもいいだろ」

「今度わたしとも行こうよ」

「……あのな、冗談を言ってる場合じゃないんだ」

「なんで？」

「今すぐにでも二人が襲ってくるかもしれないんだぞ」

「あ、そうか。真白くんに危害が加わるかもしれないものね。どうぞ逃げたら？　大丈夫だよ、真白くんとの約束は守る。誰だれも殺さないよ」

「は？　……いや、違う。そうじゃない、あんたが危ないんだ」

　彩さいのその言葉を聞いて、遊ゆ廻かいは首を傾かしげた。理解できない、そんな顔。

「わたしが、危ない？　どうして真白くんがそんなこと気にするの？」

「なんでって、心配だからだろ」

　当然のように言う彩に、遊廻は放心気味になった。

「…………しん、ぱい？」

　まるで初めて聞く言葉を復唱するように、そう言う。遊廻はそれからしばらく、黙ってしまった。何かを考えるように首を傾げて、腕を組んで、思案顔になる。

　彩の言葉が余程不思議だったのか、遊廻は確かめるように彩に尋ねてきた。

「真白くんは、わたしのことが心配なの？」

「当たり前だろう」

「……わたしが負けて一いち軸じくくんがＡ―１になってしまったら、自分の願いが叶かなわないから？」

　彩は遊廻の的外れな予想に、どこか違和感を覚えた。

　そしてすぐに、その正体に気付く。

　彼女は、今まで他人から徹底的に無視され続けてきた。それは彼女が歪ゆがむ原因になって、【イマジネーター】になる要因になった。

　だからこそ、彼女は気付けない。彩にとってはごく当たり前のことでも、遊廻にとっては候補にも上がらない。自分が他人に心配されるなど、彼女は思ってもいない。

　だから彩は、しっかりと、言う。

「違う。俺おれ自身が、あんたが傷つくことを心配してるんだ」

「どうして？　どうして真白くんは、そんな風に思ってくれるの？」

　理由を求めるように、遊廻が彩の顔を見上げる。

「あんた前に言ったよな、俺は『大切な人』の定義が広すぎるって」

「え？　……うん、言った」

　一ヶ月前、まだ敵だったときに言われた言葉だ。

「残念ながら、もうあんたもその中に含まれてるんだ。だから、俺はあんたの危機を見過ごせないし、見過ごさない」

　彩さいはなるべく冗談っぽくそう言って、笑う。

「…………っ」

　遊ゆ廻かいはそんな彩の表情を見て、一瞬、泣き出しそうな顔をしてから、すぐにとびっきりの笑顔を浮かべた。

「……なるほど。真ま白しろくんは本当に、お人好しだねぇ」

　呆あきれるように、でも言葉に喜びを滲にじませて、夢ゆめ壊かい遊廻は笑った。完かん璧ぺきさなんてない、普通の少女の笑顔。

「真白くんはわたしのことが心配で心配で仕方ないんだね？」

「……まぁ、間違ってはないが」

　彩が認めると、遊廻は更に上機嫌になる。鼻歌でも歌い出しそうな勢いだ。

「ならそうだな、そんな真白くんにお願いしよう」

「お願い？」

「そう。お願い」

　遊廻は微笑ほほえんで、そして少し恥ずかしそうに言う。

「わたし一人じゃ、その二人には勝てないかもしれない。だから、真白くんの力を貸してくれるかな？」

　この言葉を聞いて、彩は思った。

　夢壊遊廻という少女は、変わろうとしているのだ。一ヶ月前、彩に敗北してからずっと。

　これもその一つなのだ。

　誰だれかを頼ることを知らなかった少女が、言葉に出して彩に助力を求めている。

　ならば、彩に断る理由などあるはずもない。

「もちろん」

　彩は笑顔で快諾。

　こうして、かつて敵同士だった二人は、共闘することとなった。
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「美味しかったね、ケーキ」

「結局あんた、何個食ったんだ……？」

　結局、あの後二人はすぐに喫茶店を出ることになった。彩はあの場で話を続けてもよかったのだが、店の外に客の列ができていることに気づいた遊廻の言葉もあって、場所を変えることにしたのだ。

「で、どこで話をするんだ？」

「んー。真ま白しろくんが嫌じゃなければ、近くにわたしの家があるからそこでかな」

「別に嫌ってことはないけど」

「じゃあ決定だね」

　笑顔で言われる。

「あのな、そう簡単に男を家に招いていいのか？」

「なに？　真白くんわたしのこと襲っちゃうの？」

「襲わないけど、そうじゃなくて」

「そもそも不安じゃないのかって？　別に、そんなことないよ。真白くんがそんなことするわけないって信じてるし」

「そりゃ、どうも」

「真白くんにそんな勇気があるとも思えないしね」

「……そりゃ、どうも」

　項垂れる彩さいを見てまた遊ゆ廻かいは笑う。よく笑うなと思いつつ、無表情でいられるよりはいいかと彩が思っていると、遊廻が「ここでちょっと待ってて」と彩に言い残し、どこかへ行こうとする。

「どこ行くんだ？」

「男の子が入れない場所」

　それだけ言って、行ってしまう。

　要するにトイレか。彩はそのまましばらく遊廻を待っていたのだが──。

「あれ？　彩だ」

　待ち人ではない別の声に、その名を呼ばれた。

　思わず、といった様子で彩の名を呼んだのは、ここでは逢あいたくなかった人物。

「……げ、なんでお前がここに」

　思わず、呻うめく。

　端正な顔つきでありながら近寄りがたさを感じさせない笑顔を浮かべ、少女は近づいてくる。キャミソール風のカットソーにジーパンという格好。肩下まであるだろう髪を胸元側に垂らしており、手には何が入っているのか大きめの紙袋を抱えている。一見するとモデルに見えなくもない。

　少女──逢あい坂さか藍あいは彩の前まで来ると、花のような笑みを咲かせた。

「やっぱり彩だ。奇遇だね、こんなところで」

　逢坂藍は、彩の幼おさな馴な染じみの一人であり、彩の受けたペナルティにより、陸上を失った少女だ。だが本人は、そんなことは気にしていないといった様子で、笑う。

「そうだな、じゃあまた」

「えぇっ!?　休日に偶然逢った幼馴染に対する反応じゃないよそれ！」

「今日のその格好似合ってるぞ。じゃあまた」

「口癖みたいになってる!?」

　藍あいは若干涙目になりながら、彩さいを睨にらむ。

「今日はやけに冷たいじゃん。何か嫌なことでもあったの？」

「いや別に。強いて言うならお前に逢あったことかな」

「三日に一回自分から逢いに来ておいて!?」

　というより、彩が気にしているのはこの場に遊ゆ廻かいが戻って来ることだ。当然【イマジネーター】ではない幼おさな馴な染じみには、どう取り繕ったところで遊廻との関係を勘違いされるだろう。

　それが嫌だった。故にこの瞬間の彩は、藍にこの場を去ってもらうかしか頭にない。

「そういえば彩、昨日プールに行ったんだって？」

「玉たま求きに聞いたのか？」

「うん。彩のおかげで泳げるようになったーって」

　その後一拍置いて、藍は声のトーンを下げて続ける。

「で、今度彩と二人きりでプールに行くんだーって」

「あぁ、まぁそんな約束もしたけど」

　藍の視線が鋭くなる。

「おっかしーなー。あたしの夏の予定はまだがら空きなんだけどなー」

「寂しい奴」

　藍は彩の頬ほおを摘まむ。そしてつねる。

「誰だれが寂しいって？」

「……な、なんでもないです」

　藍は手を放してから、溜ため息いき混じりに言う。

「違くてさー。もっとあるでしょ、僕とプールに行きませんかとか僕と花火大会行きませんかとか僕と夏祭り行きませんかとかさー」

　どうやら玉求とプールに行ったことを拗すねているらしい。

「あー、じゃあ全部行くか皆で」

　足を踏ふまれる。

「玉求とは二人きりで行くんでしょ？」

「……じゃあ花火大会には二人で行こうか」

「ばっか、花火大会には皆で行くに決まってるでしょ」

「じゃあどうするんだよ」

「今度服を買いに行こうと思うんだけどさ」

　視線を向けられる。

「わかった。荷物持ちをやらせていただきますよ」

　彩さいの返事に満足したのか、藍あいはにこりと微笑ほほえんで足を離した。

「ところで彩は、何で一人でこんなとこにいるの？　まるで、誰だれかを待ってるみたいに」

「……い、いや別に。ちょっと疲れたから休憩というか」

「気づいてるかわからないけどさ、彩って昔から病的に言い訳が下へ手ただよね」

　疑うような視線が突き刺さる。

「そんなことより！　藍の方こそどうしてこんなところに？」

「なにそれ、まるであたしに逢あいたくなかったみたいな言い方じゃん」

　拗すねるように言いながら、藍は紙袋を持ち上げた。紙袋に描かれているロゴを見て、彩は首を傾かしげる。知らない店のものだったからではなく、知っているが藍が持つには不自然なものだったからだ。

「……それって確か、水みな母もとよく行ってた画材とか売ってるところのだよな？」

　緋ひ村むら水母。三人いる幼おさな馴な染じみの最後の一人にして、藍と同じく彩のペナルティによって不幸を被った少女。

「おっ、しっかり覚えてるね。そうだよ、頼まれたんだ」

「頼まれた？　だってあいつ、今──」

「あぁー……。彩ってば今水母にシカトされてるんだもんね」

　藍は気まずそうに、でも仕方なさそうに言った。

「お前とは喋しやべるのか？」

「うぅん、あの子はさ、彩に心配してほしくないんだよ」

　彩の表情が険しくなる。

「だったら、顔を見せてくれればいい」

　そう言う彩に、藍は真面目な顔になって、言い返す。

「そしたら、彩はどうするの？　顔を見て、なにをしてあげるの？　慰める？　抱きしめる？　謝る？　泣く？　それが嫌だからあの子は顔を見せないんだよ」

「……でも、心配するなっていうほうが無理だ」

「心配しすぎなんだよ彩は。三日置きに逢いに行くのは、まぁ幼馴染だからいいとしても、まるで自分の所せ為いで水母がああなったみたいな感じはよくないって」

「……」

　事実、自分の所為なのだ。それにそうでなくても、塞ふさぎこんでしまった幼馴染に立ち直ってもらいたいと思うのは悪いことではないはずだ。

　そんな彩を見て、藍は呆あきれるように吐息を漏らす。

「なんていうかさ、あたしの足のこともそうだし、色しきちゃんのこともだけど、彩は何も悪くないんだよ？　だからさ、気にしないで笑いなよ。彩が笑っても、誰もそれを責めたりなんかしないからさ」

　藍あいの言っていることは、もっともだ。けれど素直に認められない。

　だって一つだけ藍は間違っている。彩さいが悪くないのではない。彩だけが悪いのだ。皆の不幸の原因は、紛れも無い彩にあるのだから。

「……笑えないよ。笑えるわけないだろ。俺おれが笑ったら水みな母もは立ち直ってお前はまた走れるようになって色の目は覚めるのか？　違うだろ」

　自身に対する苛いら立だちで声を荒げる彩に対し、藍は冷静そのもの。

「んー、逆も同じだよね？　彩が泣いても、怒っても、誰だれも幸せにはならないでしょう？　むしろあたしとしては、彩が泣いたり自分を責める姿を見るのは、嫌なんだけど？」

「……それは」

「ていうかさ、要は考え方だよね。あたしは走れなくなったけど歩けるし、代わりに一人の女の子の命が救われたわけだし？　水母だって心の傷を抱えちゃったけど、手も心もいつかは癒えるし。だからさ、彩が心を痛ませる理由なんてのは、色しきちゃんのことだけでいいんだよ。余計なことにまで気を回して無意味に抱え込むのはやめなよね」

「でも」

「えぇい、でもじゃない！　昔っから彩は他人の傷に敏感すぎ！」

　ついに耐え切れなくなったのか、藍は彩の鼻を摘まんだ。

「難しく考えないでさ、普通に高校生やりなよ。部活やったり彼女できねぇかなーとか呟つぶやいたりテストだりぃとか言ったりさ。彩に必要なのはそういう“〝普通”〟だよ。はいわかりましたか？」

　出来の悪い生徒に教え諭すような藍の言葉に、彩は苦笑しながら頷うなずいた。

　きっと彼女の考えの方が、誰にも負担が掛からないベストなものなのだろう。だから頷く。正しくて、楽な選択であることを認める。

「わかったよ」

　自分はそういうふうには、決して考えられないけれど。

「よろしい」

　ニコリと微笑ほほえんで、藍は手を離した。

　それから、一つ咳せき払ばらいをして、何な故ぜか緊張した面持ちで喋しやべり始める。

「と、いうわけでだね、今からあたしとご飯でも食べに──」

　藍の言葉は最後まで彩の耳に届くことなく、別の少女の声に遮られる。

「真ま白しろくんお待たせ。いや、なかなか化粧室の場所がわからなくて──おや？」

　藍の存在に気づき、首を傾かしげる遊ゆ廻かい。

「え、彩、その子、誰……」

　藍の声が一気に氷点下まで下がる。

　暑さとは別の理由で、彩の体から汗が噴き出す。

「真ま白しろくん、その子は知り合いかな？」

　当然のことだが、二人に面識はない。

　彩さいは藍あいの凍てつくような視線に耐えながら、遊ゆ廻かいに藍を紹介した。

「あぁ、なるほど。真白くんの幼おさな馴な染じみさんだったのか」

　そういって微笑ほほえむ遊廻を見て、藍は一歩後ずさった。遊廻の完かん璧ぺき過ぎる笑みに、尻しり込ごみするように。

「それでこっちが──」

　今度は藍に遊廻を紹介しようとする彩だが、その続きを遊廻が先に言ってしまう。

「恋人です」

「おい!?」

　何を考えてか、遊廻がさらっととんでもないことを言い放った。

　ピキッと、藍の表情に亀き裂れつが走る。彩はこの表情を知っていた。怒る一歩手前の顔だ。

「なんだ、彩。青春してたんじゃん。それなのにあたしってばバカなことしちゃったね、偉そうに意見なんかしちゃってごめんね」

「い、いや、そんなことないから。嬉うれしかったよ。それに今のは冗談というかさ、な？」

　頼み込むような視線で遊廻を見て、そう声をかけるが。

「ねぇ真白くんこの後どうするんだっけ？　あ、わたしの家に遊びに来るんだったね。ちなみに両親ならいないよ」

　完全に無視された。

「……彩、いったいいつからこんな美人さんと付き合ってたの？」

　ごごご、そんな効果音が聞こえそうな程の迫力を伴った藍の詰問に、彩は背筋が凍るものを覚えた。

「いや、あの、付き合ってるとかそういうのはないから」

「酷いなぁ、優しく手を握ってくれたじゃない？」

「あれは握手だろ！」

　彩の訴えも虚しく、次の瞬間に藍は完全に、怒ってしまった。拗すねたともいう。

「っ！　彩のばかっ！　いちゃいちゃしやがって！」

「してねぇよ！」

「中学生の頃ころ巨乳な幼馴染にえっちなことするエロ本買ってたこと玉たま求きにチクってやるからなー！」

「おい待て事実を捏ねつ造ぞうするな！」

「追いかけて来ないでっ！」

　そう言ってずんずん歩いて行ってしまう藍。

　彩はどうすることもできず、遊廻を見た。

「…………あんたな」

　遊ゆ廻かいは笑いを堪えていた。それでも堪え切れないのか、苦しそうに息が漏れている。

「いや、ごめんね。思わず『こうした方が楽しくなるかな』って」

「その性格に関してだけは言わせてもらうぞ。性格悪いな……！」

「いやいや、うん、まぁ、そうだね。でもまぁ、楽しかったし」

「よかったな！」

　この先のことを考えると頭を抱えたくなってくる彩さいに、遊廻は言う。

「あはは、ごめんてば。いいから追いかけてあげなよ、あの子」

「でも、付いてくるなって言われたし」

「それは『追いかけてきて』って意味なんだよ？」

「……よくわからないんだけど」

　と、その時携帯が揺れた。彩はすぐさまポケットから取り出す。画面にはメール受信の知らせ、もしやと思い開いて見ると、案の定藍あいからだった。

　件名はなく、本文は一行。

　──なんで追いかけてこないんだー！

「……たまに思うんだけど、なんで女性ってのは理屈に合わないことを言うんだ」

「全てのことが理屈にあった完かん璧ぺきな世界じゃ、楽しくないと思うけど？」

「いや、そう言われるとそうなのかもしれないけど」

「ほら、早く追いかけてあげないと」

「……いや、いいよ」

　彩は携帯をポケットにしまい、首を横に振った。

「誤解は後で解くから」

「どうして今行かないの？」

「今日はあんたと出かけに来たんだ。その途中で他の女子を追いかけて行くのは、失礼だろ」

「…………ふぅん」

　彩の言葉を聞いて、遊廻はわずかに彩から目を逸らした。その頬ほおが赤く染まっているように見えたのは錯覚か、すぐに涼し気な笑みを浮かべて視線を彩に戻す。

「それにしても、面白い子だったね」

「そうかな？　いや、まぁ、そうだな。面白いやつだよ。一緒にいて退屈しないタイプの人間だ」

「わたしが不幸にしちゃったんだよね」

　遊廻がぼそりという。その表情に笑みはない。

　彩は遊廻を励ますためではなく、ただ事実を述べるように言い直す。

「違うだろ。俺おれが、だよ」

「わたしが君を殺したんだ」

「俺おれが弱いから死んだんだ」

「わたしの所為だよ」

「いや、俺の所為だ」

　視線が交差する。不意に、遊ゆ廻かいが苦笑を浮かべた。

「──って、何やってるんだろうね。被害者と加害者が互いに庇かばい合うってこれほど奇妙なこともないでしょう」

「それもそうだな」

　それでも彩さいは、自分の所為だと思った。

　自分を【退場ロスト】させた遊廻に対する怒りは、まったくといっていいほど無く、それに相当するであろう憤りは、全て自分に向けられている。

　改めて、思う。

　一刻も早く願いを叶かなえなくてはと。



　　　　■◇◆□



　十数分後。遊廻の“〝家”〟の前に到着した彩は、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……でっか」

　眼前に広がるのは、高く聳そびえる高級マンション。首が痛くなる程の高さだけではなく、外観からすでに近寄るのを躊躇ためらわせるほどの高級感が漂っていた。

「もしかして、もしかしなくても、あんたって金持ち？」

　自分がここにいるのは場違いなのではないか。そんなことを思わせる空気に、彩は息が詰まるものを覚えながら、遊廻に訊きく。

「……？　そんなことないと思うよ？」

「いや、嘘うそだな……」

　ピリカを我がままお嬢様とするなら、遊廻には深窓の令嬢という表現がよく似合う。

　そんなことを考える彩に首を傾かしげながら、遊廻はその手を引いて迷わず足を進める。

「そういえばさ、真ま白しろくんに聞きたいことがあったんだよね」

　絢けん爛らん豪ごう華かなエントランスを抜け、エレベーターに乗ると、遊廻がそう切り出した。

「聞きたいこと……？」

　うん、と遊廻は頷うなずく。

「わたしが、"Over Image"で人を殺すようになった理由は、真白くんに言ったよね」

「……あぁ、聞いたよ」

「じゃあさ、真白くんが人を救うようになった理由も、教えてほしいな」

　そう言って、上目遣いで彩さいの顔を見上げる遊ゆ廻かい。

　丁度そこでエレベーターは停止、十階に到着し両開きの扉が開く。

　遊廻は先に降り、軽やかに廊下を進んでいく。そして一つの扉の前で立ち止まり、鍵かぎを差し込んだ。迷いのない動作で、扉を開く。先に入って靴を脱ぐと、彩を見て遊廻は笑う。

「いらっしゃい、真ま白しろくん。君が初めて家に招いた友達だよ」

「そりゃ、どうも」

　玄関は、それほど広くない。だが気になるのは、遊廻のものらしき物を除けば、靴が一足も置いていないことだ。

「別の言い方をするなら、君が初めての男の子だよ？」

　わざとらしく頬ほおに手を添えて言う。

「悪意を感じる言い直しだな」

「悪戯心だよ」

　そう微笑ほほえんで、遊廻は彩をリビングまで案内した。

「うわ……広いな」

　思わずそう呟つぶやく。

　輝くフローリングの床に、広い空間。カーテンの開かれた窓から見える景色は、一軒家に住む彩に衝撃を与えるには充分なほどの絶景。

　ただ、室内は驚くほどに、生活感に欠けていた。

　必要最低限の家具だけ配置された、ショールームのようなリビング。

「真白くん、何か飲むかな？」

　遊廻の声に振り向くと、ダイニングキッチン越しに彩を見ていた。

「あぁ、悪い」

「コーヒーとミネラルウォーターとオレンジジュースと媚び薬やくがあるけど」

「最後の飲み物じゃないだろ」

「じゃあコーヒーにするね」

「無視か」

　無視された。

　彩は何もやることがないので、取り敢あえずテーブルの椅い子すに腰を下ろした。

　しばらくして、遊廻がアイスコーヒーを持ってくる。

「ありがとう」

　感謝を述べ、一口飲む。

「三滴しか入れてないよ」

　吐き出しそうになった。

「……なにを入れたんだ？」

「ところで、真ま白しろくん。さっきの、教えてくれるかな」

　華麗にスルーされる。

　彩さいは文句を言ってやりたくなったがどうにか抑え、遊ゆ廻かいの求める答えを口にした。

「俺おれが人を助ける理由だっけ？　そんなの聞いてどうするんだよ」

「ってことは、ないわけじゃないんだね、やっぱり」

「……まぁ、理由というか、きっかけはあるよ、一応な」

「誰だれにも言わないから教えて？」

「嫌だよ」

　他人に言うようなものではない。

「いいじゃない。知りたいんだよ、君のこと」

「俺は、教えたくないな」

　彩は笑顔で断る。しばらく遊廻はつまらなそうな顔をしていたが、彩が一向に喋しやべらないのを見て、諦あきらめるように溜ため息いきを吐いた。

「真白くんって秘密主義？」

「そんなことないけど」

「好みのタイプも教えてくれなかったし」

　じぃ、っと。遊廻が彩の瞳ひとみを見つめる。

「強いて言うなら、そうだな」

　彩は考えるように腕を組んで、それから答えた。

「終始相手を自分のペースに巻き込んで話を展開する人は苦手かな」

　苦笑しながら言う。

「ふぅん、そんな性格悪い子がいるんだねぇ」

「俺の目の前にな……」

　彩の言葉に気を悪くすることもなく、遊廻はずっと笑顔のままだ。

「まあ、いい。とにかく、そろそろ本題に入ろう」

「子供は三人くらい欲しいよね」

「将来の話じゃないからさ」

　彩のツッコミに、遊廻は感心するように笑う。

「真白くんって、ツッコミ入れるの早いよね。面白いかはさておき、中々優秀だよ」

　うんうんと頷うなずく遊廻。

「今遠回しに『つまんない奴』って言われたよな俺……」

　肩を落とす彩。そんな彩の様子にさえ笑みを見せると、遊廻は静かに立ち上がった。

「……ん？　どうしたんだ？」

「真白くんはしばらくくつろいでて。わたしシャワー浴びてくるから」

「……は？」

　遊ゆ廻かいはそう言って、テーブルの上のリモコンを操作しエアコンをつける。

「汗掻かいたままは嫌なの」

「いや、待て。この後いつあいつらが襲ってくるか分からないんだぞ？　それに、いい加減教えてくれないか」

　予定外のことがいくつかあったが、そもそも今日逢あうことになったのは、彩さいの抱える問題を遊廻が解決できると言ったからだ。それを聞くのに加え、いつ襲ってくるか分からない二人にも警戒せねばならない。彩は真剣な表情で言った。

　それを見て、遊廻は人差し指を唇に当て、妖あやしく微笑ほほえむ。

「真ま白しろくん。君がどう思っているかは知らないけれど、わたしの行動原理は今も昔も変わっていないんだよ？」

「……それは」

　確かに、人はそう簡単に変われない。彩が生き方を変えられないように、人が性格を簡単に変えられないように。誰だれかに感化され、考え方に変化が現れたり自分の行いに疑問を持つことはあっても、その人間が別人になるわけではない。

　殺人をやめても、自身の間違いを自覚しても、楽しそうに笑うようになっても。

　遊廻の根幹の部分が歪ゆがむことはない。

　──最も自分が楽しめる展開に事を運ぼうとする。

　それは今も、変わっていないのだ。

「だからね、真白くん。わたしはシャワーを浴びてきます」

「待て、どうしてそうなる」

「わたしがこの状況でシャワーを浴びることによって困惑する真白くんを見ると『私が』楽しいからだね」

　当然のように言われる。

「あんた性格悪いな！」

　本日二度目の叫びだった。

　敵であったころは、その行動原理のベクトルが殺人に向いていたためそれが“〝狂気”〟として映ったが、そうでなくても、日常生活レベルで問題のあるものだと彩は思った。

　呆あきれて何も言えない彩に、遊廻は笑いかける。

「あ、なんだったら一緒に入る？」

「断る」

　彩の断固とした拒絶にも、遊廻は笑顔を崩さない。

「照れちゃって。わたしは真白くんならいいよ？　ほら、守ってくれる報酬だと思って」

「見返りを求めて、助けるわけじゃない」

「お礼を拒むのは、粋じゃなくて無粋だと思うなぁ」

「なら別の形で返してくれ」

　彩さいの言葉に、遊ゆ廻かいは頬ほおを染める。

「えっ、いくらなんでも、夜のご奉仕は……」

「そんな話はしてないだろ！」

「まぁ、真ま白しろくんがどうしてもって言うなら……」

　ちらりと彩を見遣る。

「話を聞け！」

　どっと疲れる。相手のペースに巻き込まれるというのは、ここまで疲れるものなのか。

　彩は嘆息を漏らし、アイスコーヒーを呷あおる。

　彩の叫びに、遊廻はクスクスと笑う。彼女は満足気で、何な故ぜかとても上機嫌だ。

「冗談はここまでにしておくよ」

「……そうしてくれ」

「気が向いたら、覗のぞきに来てもいいからね？」

　そう言い残して、遊廻は浴室へと消えていった。
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「真ま白しろくーん」

　どれくらい経っただろうか、遠くにいる相手を呼ぶように、遊ゆ廻かいの声が聞こえてきた。

　バスルームから聞こえるその声に、彩さいは応える。

「どうした？」

「裸で出るのと下着姿とどっちがいいかな？」

「服を着ろ！」

　そんな彩の叫びも虚しく、数分後に現れた遊廻はバスタオルを体に巻いただけの姿だった。ぺたぺたと歩きながらリビングに現れた遊廻の髪はいまだ濡ぬれていて、毛先から水滴がフローリングに垂れている。湯によって上気した頬ほおのせいか表情は普段より色っぽく、惜しげもなく晒さらされている腕や素足は高校生とは思えないほど艶なまめかしい。

　彩は思わず目を背け、そして言う。

「俺おれ、服を着ろって言ったよな……」

「でもわたし、服を着るとは言ってないよね」

「屁へ理り屈くつだ」

　彩の言葉に、遊廻は妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「大丈夫、パンツは穿はいてるよ」

「どこがどう大丈夫!?」

　困惑する彩を見て、遊廻はとても満足気。

「ところで真白くん、なんで覗のぞきに来なかったの？」

「まるで覗いてほしかったみたいに言うな」

　どこか彼女は残念そうだ。

「待ってたんだけどねぇ」

「勘弁してくれ」

　遊廻は濡れた髪を弄いじりながら、いじけるような声で言う。

「真白くんちょっと冷たいんじゃないかな。お姉さんはもっと構って欲しいよ」

「ならもう少しまともな対応を頼む」

「いいじゃない、別に。まんざらでもないくせにー」

「対応に困るんだよこっちは！」

　彩の言葉に、遊廻は何な故ぜか嬉うれしそうに笑った。そして彩に近づき、椅い子すに座る彩に顔を寄せる。髪がぱらぱらと落ちるように垂れて、そこから水滴が落ちる。あまりの至近距離に戸惑う彩だが、離れようにも椅子の所為でそれはできない。両手を膝ひざにつき、前屈みの体勢になっている遊廻。バスタオルから胸元が覗いているが、本人は気にしていない様子。

「なんで？」

　遊ゆ廻かいが首を傾かしげる。シャワーを浴びたばかりの遊廻からは甘いシャンプーの香りがして、それのせいか彩さいの心臓が大きく高鳴る。

「なんで、って……」

　視線を逸らそうにも、息がかかりそうなほどの位置にいる遊廻から逃れる術はない。

「わたしが美人だから？」

「っ……あぁもう、はいはい、そうですね」

　彩は観念するように言った。遊廻はクスクスと、それはもう楽しそうに、笑う。

　それで満足したのか、ゆっくりと彩から離れると、言った。

「着替えてくるよ。そしたら話そうか。君の願いのこと」

「……ようやくか」

　昼前に待ち合わせをしてから、既に三時間近く経過していた。

　遊廻は「待っててね」と一言おいてから、軽く手を上げた。

　彩は遊廻のことを目で追いながら、気づく。

　遊廻の体から滴したたり地面に垂れた水滴が地面を濡らしていることに。

　まさかと思いつつ、気をつけるよう声をかけようとした、その瞬間だった。

「ふひゃっ!?」

　自室への一歩目を踏ふみ出した遊廻は、おそらく本人が普段絶対に発しないであろう慌てた声と共に、前のめりに転倒した。

　更に彼女にとって不運だったのが、地面に倒れる過程でバスタオルが体から剥はがれ落ちてしまったことだ。もう一つ言うなら、そのせいで素っ裸になってしまったのを、後ろに座る彩に全て目撃されてしまったこともか。

「……………………」

　彩は気まずさと羞しゆう恥ちとなんともいえない居心地の悪さに、何もできない。遊廻は一応、言葉通りパンツだけは穿はいていた。それが遊廻にとっての、唯一の救いかもしれない。

　髪の隙すき間まから覗のぞく白い肌に、きゅっと引き締まった美しい腰のライン。傷一つない綺き麗れいな背中に、つんと上を向いたお尻しり。

「……………………」

　遊廻はそれから、何も言わずゆっくりと立ち上がり、そのままリビングから消えていく。

　その後ろ姿からは、耳が真っ赤に染まっているところしか確認できなかったが、それから遊廻が再びリビングに戻ってくるまでには、実に四十分を要した。



　　　　■◇◆□



「……」

「……」

　戻ってきた遊ゆ廻かいの表情に、笑みはない。

　彩さいの対面の椅い子すに腰掛け、涙を溜めた瞳ひとみで彩を睨にらんでいる。

「……えぇと、さっきのは事故っていうかさ。誰だれも悪くないっていうか」

「真ま白しろくんさ、さっきのことは忘れてくれるよね？」

「も、もちろん」

　ぶり返す気などさらさらない。まったくもって、これっぽっちも。彩は何度も頷うなずいてそれをアピール。

「そういえば、【退場ロスト】すれば記憶ってなくなるんだっけ……」

「殺す気か!?」

「三度目の参加、頑張ってね」

「殺す気だ!?」

　冗談にしても質が悪い。それほど遊廻にとって恥ずかしかったのだろうが。

「だめね。やっぱりわたし納得できないよ」

「な、なにが……？」

「ちょっと真白くん、パンツ一枚になってわたしの前で無様に転んでよ」

「できるかそんなこと！」

「わたしだけ恥ずかしい思いして、それって不平等だと思うの。だから真白くんも同じように恥をかけば、円満解決だよね」

「なにその等価交換！　全然円満じゃねぇよ。どちらの心にも傷が刻まれるよ！」

「やむを得ないね」

「んなわけあるか！」

　彩の当然の主張にも、遊廻は納得しない。

「なら、さっきの教えて」

「さっきのって……？」

「真白くんが、人を救うようになった理由」

「いや、それは……」

「教えてくれないなら、今度紀き無なしくんに逢あったときに『真白くんに無理やり裸見られた挙句えっちなことされた』って告げ口するから」

「事実無根じゃねぇか！」

「でも裸は見られた」

「……ぐっ」

　言い返せない。

「逆に、教えてくれたらわたしも、今回のことは忘れられる、かも」

「……」

　彩さいは考える。言ってしまっていいものか、と。

　遊ゆ廻かいを信用していないわけではない。今まで、誰だれにも言ったことがないのだ。理由といえるほど立派なものではないし、きっかけにしては弱すぎる、ただの思い出話だから。

　だが、言わなければ目の前の少女は納得してくれないだろう。

　彩は短く息を吐き、仕方ないと諦あきらめる。

「あんまり、面白い話じゃないし、とんでもない過去とかでもないからな」

　期待されないよう、前置きする。

「うん。どんな波は瀾らん万ばん丈じようの人生だったの？」

　目が輝いていた。

「……いや、どちらかというと地味な話だから、期待しないでくれ」

　そうして、彩は語りだす。

「小学生の頃ころに、母親が死んだんだ」

　そんな彩の発言に、遊廻の表情が微かに歪ゆがむ。

「で、そうなるとさ、まぁ悲しいし泣いたけどそうじゃなくて、学校での立ち位置が、微妙に変わった。俺おれは変わらず俺なのに、周りが腫はれ物ものに触るようにっていうのか、『真ま白しろは可哀想なやつだから優しくしなきゃ』みたいな空気ができあがってた」

「……それは、なんていうか、うざいね」

　遊廻がぼそりと言う。彩は苦笑を浮かべながら、続ける。

「うざいって言うか、辛い、だな。皆優しかったけど、その後ろの同情が見え透いてて、すごい気持ち悪かった」

　それは紛れもない善意で。でも、それを彩は望んではいなかった。心遣いは同情と共に、優しさは憐れん憫びんの眼差しと共に、励ましの言葉は優越感と共に。そんな本心は子供の彩にも見抜けた。

「でも、別にそれでいいと思ってたんだ。善意は善意だし」

「真白くんは嫌だったんでしょう？　なら、言えばよかったじゃない」

「言えなかったんだよ、そのときの俺には。それにさ、本当にそれでもよかったんだ。だって、俺が我慢すれば誰も困らないだろ？」

「……それ、今の真白くんからすれば考えられない発言だね。君はもっと、自分の意見をはっきり言う子だと思ってたけど」

　彩はまたしても苦笑。

「で、ある日他の男子と喧けん嘩かしたんだ。理由は忘れたけど、誰かが止めに入ってさ、そいつも男子だったんだけど、こう言った。『真白は可哀想なんだから苛いじめるなよ』って。俺を庇かばってくれての発言だったんだろうけど、俺はすごい、むかついちゃったんだよな」

　遊ゆ廻かいは黙って聞いている。彩さいの言葉を聞き逃さないように、彩の表情の変化を見逃さないように。

「で、俺おれはそれも我慢した。まぁいいやって。そういうもんだろうって。でも、次の瞬間に面白いことが起きたんだよな」

　そこで初めて、彩は笑った。遊廻が首を傾かしげる。

「面白いこと？」

「喧けん嘩かを止めた男子を、とある女子がビンタしたんだよ」

「なにその子、すごい格好いいね」

　遊廻も笑う。彩は頷うなずいて、続けた。

「そう、格好良かった。で、その子は言ったんだ。『きみのやってることだって苛いじめだ』って。びっくりした。何で俺の思ってることが分かるんだろうって。なにより、どうして俺の為に怒ってるんだろうって」

　それは彩にとって、初めての感覚だった。視界が急に広がった気がした。世界が色鮮やかになっていくような錯覚を覚えた。心が軽くなって、そして温かくなった。

「その子は普段、気が強いわけでもなくて、というか泣き虫の子だった。だから教室は騒然。ビンタされた子も俺と喧嘩してた子も周りの奴らも皆ポカーンってしてた」

「気分がいいね」

「あぁ、すごいよかったよ。なんていうか、憧あこがれた。他人の目とか、周りとの折り合いとか、自分の立ち位置とか、そんなの全部無視して動けるその子が輝いて見えた。でさ、できるなら、俺もそうなりたいな、なんて思った」

「それが、きっかけ？」

「そう。それが、きっかけ」

　話し終えて、途端に恥ずかしくなる。

「……あぁー、今の話、誰だれにも言うなよ？」

　彩が頬ほおを掻かきながら言うと、遊廻は笑顔で頷く。

「もちろん。ところで、その子は今どうしてるの？」

　遊廻の質問に彩は思わず首を傾げた。それから、当たり前のようにその名を口にする。

「え？　……あぁ、言ってなかったか。俺を助けてくれた子の名前は、紀き無なし玉たま求きだよ」

「紀無くんが？」

　遊廻が意外そうな顔をする。彩は笑って頷いた。

「玉求は覚えてないだろうけど、それが、きっかけ」

「なるほど。紀無くんとはその頃ころから関わるようになったの？」

「いや、幼稚園の頃から一緒だったし、普通にそれ以前から友達ではあったけど。俺の方から玉求に関わるようになったのは、その頃からだな」

「それ、いつの話？」

「……小学校、四年生かな」

「じゃあ九歳だね。ということは、一緒にいたのは実質七年ってことか……。手強いね」

「そういう言い方するなら実質十年とかだな。まぁ仲良くなってからだと七年くらいか」

「ふぅん。じゃあ真ま白しろくんの初恋は紀き無なしくんなんだ」

「──は？」

　あまりに突然の遊ゆ廻かいの言葉に、彩さいは思わず声を上げてしまう。

「え？　もしかして現在進行形？」

「いや、そうじゃなくて……」

　彩はやんわりと否定してから、言う。

「どういうプロセスでそんな思考に至ったかは知らないけど、俺おれにとって玉たま求きは憧あこがれの対象なんだよ。どこまでも優しくて、芯しんの強いやつなんだ」

　それ故に、彩は玉求が才能を求めていることに気づけなかったのだが。

「だから、それは好きってことじゃないの？」

「好きとか嫌いとかじゃなくて、目標なんだよ」

　彩の答えを聞くと、遊廻はまるで玉求に同情するような顔になって、呟つぶやく。

「うわー……。紀無くんも報われないねぇ」

「……どういう意味だよ」

「別に、なんでもないよ」

　遊廻は首を横に振って、苦笑。

「ともかく、うん。わたしは満足しました」

　こくこくと頷うなずく。

「それはよかったですね、ほんとに」

　彩は渋い顔をしながら、まぁ仕方ないかと諦あきらめる。

「正義の味方にそんなルーツがあったとはね。真白くんも最初からヒーローだったわけじゃないんだね」

「今でもヒーローじゃないけどな」

　彩の言葉は華麗にスルーされる。

「よし、大分脱線したけれど、そろそろ話そうか」

　遊廻が笑う。楽しそうに。

「あぁ、頼む」

　ようやくだ。ようやく、自分は知ることができる。自分の所為で不幸になった大事な人を救うと共に、二度目のゲームで築いた関係も失わずに済む、そんな都合のいい願いを。

「でも、覚悟してね？　真白くんがこの話を聞いて、この方法を実行するっていうなら、嫌でも真ま白しろくんの周りには変化が訪れる」

「変化？」

「そう、変化。絶対に倒さなくちゃいけない敵が一人できてしまうし、もしかしたら仲間の誰だれかが味方じゃなくなるかもしれない。それに、"Over Image"というゲームの結末を、君という個人が左右することになる」

「……随分と、大げさだな」

「そんなことないよ？　"Over Image"というゲームが一つの物語だとしたら、君はまさしく主人公だ。君にしかできない選択があって、君にしか倒せない相手がいる。選ぶのは君で、変わるのは世界だよ」

　遊ゆ廻かいの態度は真しん摯しそのもの。自分が聞かされるその方法とは、そこまでこのゲームに影響を及ぼすものなのか。まだ聞いてもいないのに、彩さいは戦せん慄りつのようなものを覚えた。

　それから、覚悟するように、頷うなずく。

「分かった。聞かせてくれ」

「うん」

　そして、遊廻から聞かされる。彩の抱える問題の解決方法。

　だがそれは、彩の問題だけには終わらなくて。

　【イマジネーター】全てを巻き込む、一つの終しゆう焉えんの形だった。

　遊廻は薄い唇をそっと開き、ゆっくりと言った。

「真白くんに、全ての【イマジネーター】を敵に回す覚悟はある？」
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　遊廻が語った言葉は、彩を驚きよう愕がくさせ動揺させるには充分過ぎる内容のものだった。

「……確かにこれなら、俺おれの願いは問題なく叶かなう」

　彩は自分の抱えていた問題が解決したというのに、喜べずに俯うつむいている。

「でも、これはハッピーエンドなんかじゃ、ない……」

　苦しそうに搾り出された彩の言葉に、遊廻は同意の意味で首肯。

「そうだね、ゲーム的にはバッドエンドってとこ。でも、真白くんみたいな人間が選択すべき、もっとも正しい選択だと思うよ？」

「そうかもしれない、だけど……」

　あまりに、救われない。いや、救われる人間も多い。だから、彩はそれを自分が選択すべきであると理解していた。それが正しい。そうするべきであると。

　だが、そう簡単に割り切れない。

　彩は、救える全てを救おうとする。誰もが諦あきらめる命まで救おうとする。

　だから彩さいは、悩んでいた。

　自分の願いが叶かなう。二度目の参加で築いた関係も失わずに済む。それどころか、今まで脱落してペナルティを被った全ての【イマジネーター】を救うことができる。

　いい事ずくめだ。こんな抜け道があるなんて都合が良すぎると、思ってしまうほどに。

　しかし、その方法を取るためには、ある選択をしなければならない。

　その選択が、彩を苦しめていた。

　遊ゆ廻かいの示したその方法とは、あまりに単純で、分かりやすいものだった。

　"Over Image"は、先に叶った願いに反する願いが後から出た場合、その部分のみ適応させずにその願いを叶える。

　例えば、“〝明日雨を降らせてほしい”〟という願いの後に“〝これから一週間晴れ続けるようにしてほしい”〟という願いを掲げた場合、先の願いによって最初の一日は雨が降り、それからの六日間に後の願いが適応されて晴れることになる。

　考えてみれば当たり前のルールだ。もしこのルールが無かったら、後から願いを叶える方が圧倒的に有利になってしまう。

　だが、遊廻はこのルールを利用することで全てを覆す方法を提示した。

　まずは、“〝全ての【イマジネーター】だった者は何があっても"Over Image"の記憶を無くさない”〟という願いを叶える。

　これによって、それ以降【退場ロスト】しようにも記憶は失われず、かつての脱落者も皆参加者だったことを思い出す。

　そして、次に叶える願いが、問題だった。

　それは“〝"Over Image"の存在を無かったことにする”〟というもの。

　これこそまさしく、逆転の一手。

　これによって、"Over Image"というゲームは、この世界にそもそも存在していなかったことになる。

　そうなれば、今までの脱落者へのペナルティは、全て無かったことになるのだ。無論、彩の大事な人も不幸になっていなかったことになる。しかし、存在していないはずのゲームに参加していた記憶は、そのまま残るのだ。

　完全に矛盾しているが、それでもこのゲームのルール上、そういう結果が生まれる。

　この方法、一見何の問題もない円満解決に見えるが、そうではない。

　この方法は、全ての【イマジネーター】の想いを踏みにじる最低の願いだ。彩はそう思った。

　確かに、不幸になった者は救われる。ただし自分が死んだ記憶を保持した状態で。

　そしてなにより、現在の参加者全ての願いが、叶わない。

　"Over Image"の存在しない世界に生きていたとしても、それ以前に"Over Image"の存在する世界にいたことを、【イマジネーター】は忘れない。

　どんな願いでも叶かなうゲームなんか存在しないのに、自分がそれに参加していて、願いの為に殺人を犯していた記憶が何な故ぜか頭に貼はり付いているのだ。そして当然、自分の願いは叶わない。救われないどころか、酷い結末だ。

　なにより、彩さい自身、自分がその結果を招いたことを、忘れることができない。

　参加者全員の願いを自分のエゴで踏ふみにじったことを、彩は記憶することになるのだ。

「……でも、こうしないと、俺おれの願いは叶わない」

　単純に"Over Image"を無かったことにすれば、そんな重圧からは逃れられる。

　だが、それではだめなのだ。

　魅み影かげ鬽み黒くろとの出で逢あいや、ミラピリカ・スタッカートとの出逢いや、紀き無なし玉たま求きの心の闇やみに気づけたことや、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいという少女の変化を、彩は忘れたくない。無かったことにしてしまいたくない。

　しかしそれは、紛れも無い自分自身のエゴなのだ。救済とは程遠い、ただの我わが侭ままなのだ。

　だから彩は、悩んでしまう。正しさのためだけに動けない自分を情けなく思いながら。

　そんな彩を見て、遊廻は言った。

「苦しいね」

「……何がだ」

　顔を上げ、遊廻を見る。その表情はとても穏やかで、でも哀しげだった。

「君は優しいから、周りの幸福を当然のように追求する。君は優しいから、自身の不幸を顧みない。その精神は美しいけれど、だから君は幸福になれない」

　鬽黒の言葉が、不意に脳裏を過ぎった。

　──差別なく、区別せず、誰だれでも救う。そんなあなたのことは、誰が救ってくれるんですか？

　彩はその問いに、自分は救いを求めていないと答えた。だが果たして、本当にそうだったのだろうか。

「……どういう意味だ？」

「いつだって他人を救う君は、君自身が本当に願っていることより、他人を優先してしまう。だから今、選択できずにいる。本心を、正義感で押し殺している。それは本当に、苦しいことだね」

　ピリカの言葉が、不意に脳内に響く。

　──大事なのは『どうするのが正しいか』じゃなくて『どうしたいか』よ。

　自分がどうしたいか。そんなことは、決まっている。決まっているのに、選択できない。

「君の行いで救われる人がいる。君はそれを当然のことのように考えている。でも君は、君の行いで誰かが救われないことを、極度に恐れているね。それはどうしてだろう。君は、誰だれかを救えない自分は、あの日の紀き無なしくんみたいにはなれないとでも思っているのかな」

　──人間は正しすぎちゃいけないし、間違ってるだけじゃいけない。

　頭の中で、玉たま求きの言葉が再生された。

　それは、紛れも無い彩さいの考えを、否定してのものだったのだろう。

「……俺おれは」

「いいんだよ？」

　遊ゆ廻かいは、続きの言葉を言えない彩を、それでも肯定した。

「君は、君のしたいようにしていいんだ。君のやろうとしてることは間違いなく正しいんだから、その中に少しくらい自分勝手を混ぜたって、いいんだよ。それで誰かが文句を付けてきたとしても、そんなことを言ってくる誰よりも、君は正しいんだから」

　優しく、彩の背中を押すように、遊廻は言った。

　彩は、もう一度考える。

　自分は、大事な人の不幸をなかったことにしたいし、このゲームで手に入れた関係を無くしたくないし、できることなら不幸になった全ての参加者を救いたい。これが本心。

　その全てを実現するには、全ての【イマジネーター】の願いを踏ふみにじり、ゲームの記憶を保持させなければならない。これが現実。

　彩は考える。思案して、苦悩して、懊おう悩のうする。

　いいのだろうか？

　自分は自分の為に戦って、いいのだろうか。

　そんな、普通の人間ならば悩みもしないような問題に、彩は悩む。

　そんな悩みに足を引っ張られて、彩は決め切れない。

　考えを巡らせて、理由を探して、過去を振り返る。

　──叶かなえたい願いがあるなら、迷わないでね。

「……あ」

　不意に。彩は、ピリカがかつて言っていた言葉を思い出した。

　そのときは、意味が分からなかった言葉。けれど、今ならわかる。

　そうだ。自分には叶えたい願いがあって、それはどうしても叶えたいものなのだ。今更何を言われたところで、結局諦あきらめるなんてことはできない。

　諦めきれないなら、迷う必要なんて、ないのだ。

　彩の表情に、自然と笑みが浮かんだ。

　自分でも驚く程簡単に、彩は決心できた。

「おっ、どうやら決めたみたいだね」

　遊廻が微笑ほほえむ。彩は頷うなずく。



「あぁ、俺おれは──"Over Image"を無くすよ」



　悩んでいたのが馬ば鹿からしくなるほどはっきりと、彩さいは言い放った。誓うように。

「うん、いいんじゃないかな？」

　鬽み黒くろとピリカは、どう言うだろうか。

　怒るかもしれない。彼女らにも願いはあるのだから。それでも、彩はもう迷わない。

　そう決めたから。

「……とは言っても、実際問題、いくつか障害があるよな」

　彩はすぐに冷静になり、理想の実現のための道のりを考える。

「まぁね。前提からして“〝願いを叶かなえる権利”〟が二つ必要だし。しかもこんな願いを、あの子が認めてくれるわけないし」

「……《終結消失ラスト・ロスト》か」

　現在のＡ―１一位にして、"Over Image"の支配者。

　彼に逆らうことは許されず、勝手に願いを叶えれば殺される。そうでなくても、彼の意にそぐわぬ願いを持つ【イマジネーター】がＡ―１になったら、その“〝願いを叶える権利”〟すら剥はく奪だつされるかもしれない。

　だから、彩の理想を叶えるための前提条件は、二つのようで一つなのだ。

「《終結消失ラスト・ロスト》を倒して、俺の願いを叶える」

　もちろん、それだけではダメだ。《終結消失ラスト・ロスト》には十三の“〝願いを叶える権利”〟があり、彩がＡ―１一位になろうとも、残りの十二個が消えたりはしない。

　でも、彩は誰だれも殺さない。故に、《終結消失ラスト・ロスト》に彩の願いを認めさせた上で、勝利しなければならない。

「言う程簡単じゃないよ？　彼を倒すってことはその部下であるＡ―１も倒すってことだし、その子らだって少なくともわたしよりは強いんだから」

「あぁ、わかってる。……それより、本当にいいのか？」

　彩は確認するように尋ねる。

　彩の願いを叶えるには、“〝願いを叶える権利”〟が二つ必要だ。その一つは当然、彩がＡ―１になることで手に入れる。そして、もう一つだが──遊ゆ廻かいが自身の“〝願いを叶える権利”〟を提供すると言ってきたのだ。

「いいよ。どうせ後ろ向きなことに使う予定だったし、そんなことに使うくらいなら君の為に使わせて」

「でも、願いなんて他にいくらでもあるだろう」

　やろうと思えば億万長者にだって、世界を滅ぼすことだってできる危険な権利だ。その価値は計り知れない。

　が、遊ゆ廻かいは笑顔で言う。

「人間の欲には際限がないとはいうけどさ、欲にはベクトルがあるんだ。わたしは別に、どんな願いでも叶かなう権利なんていらない。ゲームが終わっても君と友達でいられるなら、それでいいよ。強いて言うならそれがわたしの願いだ」

　淀よどみなく、彩さいの目を見ながら、遊廻は言った。清々しいほどに、むき出しの好意。

「……そりゃ、どうも」

「顔が赤くなってるよ真ま白しろくん、キュンと来ちゃったかな？」

「……うるさい」

　彩は素っ気なく言ったが、遊廻は変わらず微笑ほほえむだけだった。

「さて、君が決心したことで、"Over Image"の結末は大きく変わった。君の立ち位置もね。君は全ての【イマジネーター】の敵になったし、特にそれを知った【調整者バランサー】に本気で狙ねらわれるだろう」

「あぁ、だろうな」

「わたしは君とは違って、君の願いを後で叶えるだけ。つまりわたしは特に狙われたりしないわけだ。今回の一いち軸じくくんや桃もも瀬せくんを除けばね」

　【調整者バランサー】は他人の願いを知れるが、遊廻の願いは変わっていない。変わっていないが、それとは別の願いを結果的に叶えることになるというだけ。だから彼女には、敵に狙われる理由がないのだ。

「そうなるな。大丈夫、お前には迷惑をかけないよう気をつけるよ」

　安心させるように笑う彩だが、遊廻は頬ほおを膨らませ、指で彩の額を弾いた。

　彩はわけもわからず、額を擦る。

「君はさ、当然のように他人を助けて、当たり前のように他人を救うくせに、大事なことが分かってないみたいだね」

「……どういうことだよ」

「困っているなら、君だって他人を頼っていいんだ。救済は一方通行じゃないよ？」

「…………」

「──と、君に救われたわたしは思うのだけど、どうかな？」

　言って、悪戯っぽく微笑む。

　そんな遊廻に彩は苦笑を返し、小さく頷うなずいた。

「そうだな、ありがとう」

　改めて、彩は思った。やはり自分は、このゲームの中で手に入れた関係も、大事なものだと思っているのだと。

「きっと、俺おれ一人じゃ他のＡ―１に勝つのは難しい。だから遊廻、協力してくれるかな？」

　その名をしっかりと呼んで、彩は助力を乞こう。遊廻は名前を呼ばれたことに驚いてか目を見開き、それから柔らかな笑みを湛たたえて頷うなずいた。

「仕方ないねぇ、真ま白しろくんは」

　やることは決まった。

　あとは、実行するだけである。

　彩さいと遊ゆ廻かいが笑い合い、今後どうするか話し合おうとした、その瞬間だった。



　──世界から色が消失した。



　急速に、目に追えぬ速さで、まさしく一瞬で。

　さっきまで視界に映っていた色彩溢あふれる世界を否定するように。

　まるで、世界が死んでしまったかのように。

　純白の世界が訪れた。

「あ、やっと来たね」

　遊廻が立ち上がる。その表情に焦りの色は無い。

「でも、すぐには来ないな」

　彩も続くように立ち上がるが、灰はい撫なと未み恋れんが現れる様子はない。

「まぁ、このマンションセキュリティ厳しいし。ここ十階だしね」

「つまり？」

「うぅんと。誰だれかが【反転】すると、半径三百メートル圏内の参加者を巻き込んで《反転世界》に飛ばすんだけど、あくまでそれは平面の距離で、高さには制限がないんだ」

「つまり今の【反転】はすぐ近くじゃなく、マンションの前で行われただけってことか」

「そう。こっちに来てしまえばセキュリティなんて意味ないからね。もうすぐ乗り込んで来るんじゃないかな」

「でも、ここじゃ戦えないぞ」

　広いとはいっても、室内だ。戦闘には向いていない。とはいえ、逃げ道もない。

　迎え撃つべきかと考える彩に、遊廻は悪戯を思いついた子供のような笑顔でこう言った。

「真白くん、わたしに考えがあるんだけどね──」



　　　　■◇◆□



　数分後。結局彩と遊廻は、そのままリビングにいた。やったことといえば、遊廻の指示で街を展望できるベランダに繋つながる窓を、開いただけだ。

　それだけでいいと、遊廻は言った。

　そしてしばらくして、敵は現れる。

　まずは轟ごう音おん。

　玄関の扉だったものが物もの凄すごい勢いを伴ってリビングへ続く扉へ激突、破壊された。

　その数秒後、二人の中学生が、ゆったりとした足取りで部屋に踏ふみ入る。

「いやぁ、招いていないのに、随分なお客様だね」

　遊ゆ廻かいが笑顔を崩さずに言う。

「侵入されたくなかったら、もっと頑強な扉を作ったらどうです？」

　言い返してきたのは、ツインテールの少女、一いち軸じく灰はい撫な。

　可愛かわいらしいスカート姿とは対照的に、その右腕は身の丈ほどの槍のようなものと融合していた。槍の色は、灰色。おそらく扉を吹き飛ばしたものであり、彼女の【幻現境界シール・コンダクト】なのだろう。

「……せんぱい、やっぱり来たんだ、ね」

　彩さいの姿を確認し、されど表情を変えないのは桃もも瀬せ未み恋れん。その姿に今のところ変化はない。

「さて、先輩。灰撫は先輩に聞きたいことがあります」

「……なんだ」

　いきなり攻撃を仕掛けてくるわけでもなく、灰撫はそう切り出した。慕っていた先輩に対する配慮か、別の目的があるのか。

　灰撫は幼い顔、その表情、その視線をキッと吊り上げ、彩を睨にらんだ。

「今日一日中、襲撃のタイミングを見計らって《人間失核ワイト・ハート》を尾行していました。なのに、なんですか、先輩」

　灰撫はわなわなと体を震わせて、叫んだ。

「なに、いちゃいちゃしてんですか！」

　ブチ切れている。何な故ぜか彩に。

「……灰撫ちゃん、落ち着いて」

　未恋が灰撫の肩に手を置き、落ち着かせようとするが。

「先輩が灰撫達に協力してくれなかったのは、《人間失核ワイト・ハート》が彼女だったからなんですね！」

「違うわ。あほか」

　思わずツッコむ。だがしかし灰撫には通じない。

「ぐぬぬ……。先輩の裏切り者。後輩より彼女を取るんですね」

「そうじゃない。俺おれはただ、殺人もお前らの願いも認められないだけだ」

　プツン、と。彩の最後の言葉を聞いて、灰撫は完全に、切れてしまう。

「…………もう、いいです」

　諦あきらめるように、呟つぶやく。

「先輩はもう、灰撫達の味方じゃないんですね」

　その瞳ひとみには、悲しみとか、諦てい観かんとか、怒りとか様々なものが滲にじんでいて。

　次の瞬間、灰はい撫なのそう言った負の感情は、まとめて爆発した。

「先輩のことは今でも好きですけど。願いの邪魔をするなら、ただの障害だ。躊躇ためらいなく、潰つぶします。【graphite】──オーバーイメージ」

　詠唱と同時、灰撫の周囲が鉛のような灰色に染まり、そして──沈んだ。家具が軋きしみを上げて押しつぶされ、地面が凹むようにずんずん沈んでいく。

「あはは」

　遊ゆ廻かいはその光景を見て、笑う。

　楽しそうに、愉しそうに。それは狂気とは程遠い、けれど正常とも違う、そんな笑み。

　わくわくが止まらない子供が浮かべる、そんな笑顔。

「真ま白しろくん。準備はいいかな？」

　小声で言われる。

「いや、なんの？」

　その質問に対する答えは、すぐに訪れた。

「それじゃあお二人さん、さようなら」

　遊廻はそんなことを言って、駈かけ出した。

　彩さいの手を握り、開け放たれた窓へと一直線に駈かけ抜ける。

「ふぇ!?」

　あまりに予想できない行動だったのだろう、灰撫のそんな素すっ頓とん狂きような声がして──。

「真白くん、飛ぶよ」

　彩を引きずるようにしたまま、遊廻はフェンスを飛び越え、空中へとダイブした。

「──は？」

　そう呟つぶやいた瞬間──彩の体は凄すさまじいスピードで落下を開始する。

「えぇえええええええええええ!?」

　今までの人生で一番の驚きを、彩が絶叫に変える。

　そうする間にも凄まじい風が、彩の肌や衣服をばたばたとはためかせ、ぶるぶると揺らし、抉えぐるような衝撃を与え続けた。

　隣で同じく落下しているはずの遊廻を見る。

「真白くん、変な顔ー」

　笑っていた。

「意味わかんないから！　落ちてる！　落ちてる！」

　意味が無いと知りつつも下を指さす彩。

「知ってる知ってる」

　すまし顔である。

















　あぁ、もうだめだ。

　彩さいが諦あきらめた、そのときだった。

　突然、彩の体に衝撃が走り、空中で地面のような何かに激突して停止した。

　痛みより先に、猛烈な違和感が彩を襲う。

「……え？」

　眼下には、気を失いそうになる景色。

　しかし、彩の手が、足が、体がついているのは空間に出現した、紫紺の地面。

「いやー。楽しかったね真ま白しろくん」

　遊ゆ廻かいは腹を抱えて笑っている。彩の驚きが、余程面白かったらしい。

　彩は戸惑いながら、上を見上げる。

　三つほど上の階のベランダから、灰はい撫なと未み恋れんが身を乗り出して彩と遊廻のことを見ていた。当然、その表情は驚きよう愕がくに染まっている。

「……あんた、これは一体」

　おそるおそる、彩は紫紺の地面に触れる。固い。それこそアスファルトのように。

　そんな紫紺の地面は、彩と遊廻の周囲に、円形に広がっていた。

「いや、簡単だよ。空間を《歪曲》しただけ」

「……意味、分からないんだけど」

「だからさ、“〝空気には立てない”〟っていう“〝現実”〟を歪わい曲きよくして、“〝空気を足場にできる”〟ようにしたの」

「高等テク過ぎる……。ていうか、そんなことできるのか」

「まぁ、今日初めてやったんだけど」

「は!?　じゃあ失敗してたら？」

「今いま頃ごろ肉塊？」

「…………あんた性格悪いな！」

　本日三度目の叫びだった。

「いやいや、わたしにできたってことは、真ま白しろくんにもできるよ。“〝空気には立てない”〟っていう“〝現実”〟を侵しん蝕しよくして“〝空気を足場にできる”〟っていう感じに塗り替えれば」

「説明が抽象的すぎて参考にならない……」

　彩さいは肩を落とす。胸をさする。心臓がまだ高鳴っている。というか止まるかと思った。

「真白くん。これで今日から空中戦も可能になったね」

「絶対にやらんわ！　意味ないし！」

「地上戦より派手な戦闘ができるよ」

「漫画じゃねぇからさ！」

　死ぬ思いをしたからか、彩の声は荒い。

「なんだ、真白くんでも死ぬのは怖いんだね」

「……当たり前のことを言わないでくれ」

「……当たり前に死を恐怖するのに、それでも魅み影かげくんのことを守ったんだね」

「なんだよそれ、今関係ないだろ」

「そうだね、関係ない。まったくね」

　遊ゆ廻かいはそう言って微笑ほほえむと、視線を灰はい撫な達に向けた。

「ところで真白くん。“〝現実”〟の改変っていうのは、それこそ【無理想像アブストラクト】くらいにならないとできないんだけど、彼女らの内一人はそれなわけじゃない？」

「……ん、あぁ。未み恋れんがそうだな」

「ということは、だよ。早く地面に降りるなりしないと、じきに彼女らも降りてくるんじゃないのかな？　空中にさ」

　と、遊廻が言った時には既に遅く。

　二人は躊躇ためらうことなくベランダから飛び降りていた。

　未恋が呟つぶやく。

「【lotuspink】──オーバーイメージ」

　そして続けて詠唱する。

「……拒め」

　彼女の想像は《拒絶》。先ほど遊ゆ廻かいの言っていた理論に則れば、“〝現実”〟を拒絶することで改変できるはずだ。

　それを実証するように。

　彩さいや遊廻と同じ目線になる位置に、蓮はすの花のような薄桃色の地面が、円形に広がった。

　そして二人は軽やかに、空中にできた地面に着地する。

「……思ったんだけどさ。遊廻から一言あれば俺おれもあんな風に着地できたはずだよな」

「なに言ってるの？　それじゃあ、わたしが楽しくないでしょ？」

　平然と言ってのける。

「……言うと思ったよ」

　彩は溜ため息いきを漏らし、痛む体の節々をさすった。

「そういえば真ま白しろくん。魅み影かげくんとかに言ったの？　今日のこと」

「一応言ったよ。あんたを助けに行くって言ったら『勝手にしろ』って言われたけどな」

「まぁ、わたしが嫌われるのは当然だしねぇ。でも多分、真白くんを見捨てることはできないと思うから」

「……？　どうした急に」

「いや、別に？」

　そんな二人の会話に、灰はい撫なが割って入る。

「良い性格してますね、二人して。空への逃避行とは」

「別に、逃げたわけじゃないさ」

　完全にただの逃避だったけれど。

「まぁ、確かに室内で戦えば建物が倒壊していたでしょうし、こっちの方がマシかもしれませんが」

　釈然としないといった様子で呟つぶやく灰撫。

「真白くん。君とわたしと桃もも瀬せくんにはできることが、一いち軸じくくんにはできない。つまり、空中で戦えばわたしたちの方が有利なんだよ」

　遊廻がそんなことを言う。

「俺もできないんですけど……」

「できる。やろうと思えばね」

「……拒め」

　二人の会話を悠長に聞いてくれるわけもなく、未み恋れんの詠唱により、薄桃色の道が、紫紺の地面へと迫ってきた。そうしてできたばかりの道を、灰撫が駆ける。

「別に地面だろうと空中だろうと関係ありません──圧おし潰つぶせ」

　灰撫が左手を翳かざし、それによって遊廻と彩の上空に、灰色の巨大な円盤のようなものが出現する。そしてそれは急速に、落下。

　彩さいは咄とつ嗟さに思い出す。《異常力場グラビテイ・アビリテイ》の能力。【二重想像デユアル】である彼女は【graphite】に二つの意味を込めた。《重力》と《斥力》である。

　最初に遊ゆ廻かいの家の玄関を“〝弾き飛ばした”〟のは《斥力》で、次に見せた周りの物体が次々と“〝軋きしんで沈んだ”〟現象は《重力》を使ってのものだろう。

　そして今まさに迫っている円状の脅威は、《重力》のものに違いない。

　二人は同時に詠唱。

「【white】」「【violet】」「「──オーバーイメージ」」

　そして臨戦態勢を取った。

　隣の遊廻が気楽に言う。

「ちなみに真ま白しろくん。わたしの欠点はね、他人の想像の場合、無形のものは完全に歪わい曲きよくできないってことなんだよ。つまり、よろしくね」

　そういえば、玉たま求きの炎を曲げたときだけ、炎を完全に消去できていなかったかと思い出しつつ、彩は両手を上に掲げた。

「じゃああんたは灰はい撫なを頼む──掻かき消せ」

　両腕が純白に染まる。ペンキを塗るというより、光を纏まとうようにして、白は彩の両腕を《侵しん蝕しよく》した。空に向けた腕に、灰色の円盤が直撃。圧倒的な力を伴って、彩の体を押し潰つぶそうとしてくる。彩はそこで踏ふん張り、そこから更に、その円盤に白を《侵蝕》させる。

「……掻き、消せ」

　今までのように、一瞬では消えない。戸惑いながらも、想像を続ける。灰色を白に染め上げ、霧散させるイメージ。

　数秒経ってようやく、圧力が消失、円盤は霧状となり消えていった。

　彩は安心することなく視線を這はわせ、それを灰撫に合わせる。

「──曲がれ」

　遊廻の言葉と共に、空中に複数の螺ら旋せんが出現。その全てが空間を《歪曲》しながら、灰撫へと迫る──が、灰撫は止まらない。

　自身の全てを拉げてしまう《歪曲》の渦を恐れず、二人へと迫る。

「……隔てろ」

　渦の全てが灰撫に触れそうになる一瞬手前、ようやく灰撫は停止、だがその攻撃が灰撫に到達することはなかった。

　空中に出現したいくつもの《壁》が、灰撫を全ての《歪曲》から守ったのだ。薄桃色のそれは、未み恋れんの想像。《壁》は遊廻の想像によって軋み、曲がり、砕け散りながらも灰撫を無傷で済ませることに成功。

　灰撫はすぐさま駈かけ出した。

「……なるほど、今のは“〝到達”〟を《拒絶》したんだね。ふぅん、面白い能力だ」

　遊ゆ廻かいは呑のん気きに考察しているが、その一瞬だって灰はい撫なは近づいて来ているのだ。

「真ま白しろくん。一いち軸じくくんは君に任せた。わたしは彼女の《拒絶》を《歪わい曲きよく》することに決めたよ」

　そう言いながら、再び灰撫へ《歪曲》の渦をぶつけようとするが、同じく失敗。

「こんな調子で、二対二だと面倒だからさ。分担しよう、ね？」

「いや、それはいいけど」

「よし、じゃあ競争だよ。君が先に勝利したら、キスしてあげよう」

「いらないけど」

「わたしが先に勝利したら、キスしてね」

「それ結果同じじゃねぇか！」

　彩さいの叫びには返事をせず、遊廻は駈かけ出した。

「待て、俺おれ自分で地面作れないんだけど！」

「真白くん。ここは想像が現実になる世界だよ？　それくらい創造しなさい」

　そう言って紫紺の地面を出現させ、その上を颯さつ爽そうと駈け抜ける遊廻。

　そんな遊廻と灰撫は、すれ違う。だが、互いのその視界に相手を映してはいないのか、そのまま通り過ぎた。

「…………どうしよう」

　情けない呟つぶやきをしながら、彩はツインテールの後輩の攻撃に身構えた。
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　彩はその場から動かない。

　正確には、動けなかった。

　遊廻の残していった地面は、精々人が数人立てる程度のもの。遊廻が作った道は残っているが、それは未み恋れんへと繋つながるもので、しかも一人が歩ける程の幅しかない。

　新たに彩自身が地面を創造しない限りは、どうしようもない状況だ。

　彩は溜ため息いきを溢こぼす。

　遊廻と居て、自分のペースで物事を進められた瞬間があっただろうかと自問。しばらくして虚しくなるように自答が返ってきて、彩は肩を落とした。

　しかし、今はそれどころではない。

　自分に迫る少女を見て、彩は覚悟を決める。できないことはない。少なくともこの世界で、自分に《侵しん蝕しよく》できない攻撃も現実もない。

「悪いな灰撫」

「何に対しての謝罪ですか？」

　灰はい撫なはそのまま左手を翳かざし、重力の奔流を上空から彩さいへ降り下ろす。

　だが彩は、数歩前へ空気を《侵しん蝕しよく》して作った地面へ足を進めることで、それを避ける。

　紫紺の地面は灰色の円盤に触れると、ぐにゃりと歪ゆがんで遥はるか下まで落下していった。

「さぁ先輩。いつもみたいにじゃれあいましょうよ」

「……一緒に潰れてもいいなら抱きついてきていいぞ」

「先輩だけ潰れてください」

「なら御免だ」

　軽口を叩たたきつつ、彩は集中を切らさない。常に想像し続け、創造し続ける。

　地面を、防御を、勝利を。

「行きますよ？」

　そう言って、灰撫が飛んだ。跳んだのではなく、飛んだ。鳥のように、最初から備わっている能力を行使するように堂々と、当たり前のことのように迷いなく。

　跳躍ではなく飛ひ翔しようした。

　重力を感じさせない──そう、重力を感じさせない飛行だ。おそらく、自身にかかる重力を操っているのだろう。重力を重くすることで攻撃に、軽くすることで移動手段にできるようだ。加えて《斥力》での攻撃もできるのだから、随分と便利な能力だ。

　彩の真上、とは言っても十メートル以上まで上がった灰撫は、そのまま彩を見下ろした。

「さて、先輩。降参するなら今の内です」

「パンツ見えてるぞ？」

「さ、さささサービスです」

　動揺を隠しきれていない。灰撫はさっとスカートを押さえて、落ち着いた声音で言った。

「先輩は灰撫に勝てません。だから、負けを認めてください。そうしたら先輩は怪我をせずに済みますし、昨日のこととかは許してあげます」

　……。

　なるほど、と彩は内心で納得。灰撫は、迷っているのだ。彩と敵対することを、彩を傷つけてしまうことを、彩の願いを潰つぶしてしまうことを。

　心優しい後輩は、こんな局面になっても彩のことを気遣っている。

　それは嬉うれしいことだが、しかし彩は溜ため息いきを吐いた。

「……あんまり、説教みたいなことはしたくないんだけど。何度でも言うよ。お前らの願いは間違ってる。叶かなってはいけないものだよ」

「……何でですか」

「理由を言ってもさ、きっと昨日みたいに理解は得られないと思う」

「灰撫達は間違ってません。大事な人が死んで、もう一度逢あいたいって思う気持ちが悪いものなわけがない」

「あぁ、その通りだよ。気持ちだけなら」

「…………先輩は、酷い人だ」

　泣き出しそうな顔で、言われる。それでも彩さいは、同情しない。そんな余地は、ない。

「……そうだな。けど、やっぱりこんなゲームで友達を生き返らせようとしたらだめだ」

「──そんなことない！」

「死は与えられるものじゃなくて、訪れるものだ。来たら受け入れるしかなくて、追い払おうとしちゃいけない」

　だから悲しくて、だから大切で、だから否定しても意味が無いのだ。

　だが、"Over Image"は時に脱落者に死を与える。押し付ける。本来、このようなゲームが存在しなかったら生きていられるはずの人間を、"Over Image"は殺している。

　彩は、"Over Image"が無くなることによって死ななかったことになる人間がいることを承知しているし、それがどういうことか理解しているつもりだ。

　このような、ふざけた奇跡のゲームは、あるべきではないのだ。

　だから、否定する。

　けれど、この奇跡のゲームで、本来このゲームが無かったら死んでいたはずの人間が、現実で生き永らえてしまうのは、認められない。"Over Image"という穢けがれた奇跡によって、本来死んでいるはずの人間がその因果から逃れてはならない。

　そう思うから。たとえそれが勝手だと言われても、酷い人間だと言われても、彩は後輩の理論を認めない。

「灰はい撫なの友達が生き返っちゃいけない理由が、それですか？　だとしたら、知ったことか。招いてもないのに押し入ってきた死なんて、追っ払ってやります」

「だからそれは、許されてないんだよ」

　彩の言葉に、灰撫は昨日の繰り返しのように反発する。

「誰だれにですか！　神様？　王様？　法律？　一体誰が、そう決めたんですか！」

「わかってるくせに。お前だって、理解してるから、そんなに苦しいんだろ」

　本当に心の底から自分のやっていることが正しいと思うなら、そしてそれを疑問に思わないなら、彩の言葉に揺れるわけがない。動揺して、憤って、反論してくるわけがない。

　他人の言葉に耳を傾けず、ただ殺せばいい。

　けれど、それができない。

　それは、理解しているということだ。本当はどうするべきなのか分かっているのに、それを認めてしまうのを拒絶しているだけだ。

「知らない。知りませんそんなの。何で先輩はそんなこと言うんですか、なんで味方してくれないんですか！」

「悪いけど、一緒に間違いを犯すのが味方なら、俺おれは誰の味方でもないよ」

「……間違ってなんか、間違いなんかじゃ──ない！」

　灰はい撫なは叫ぶ。迷いを断ち切るように、思考を遮断するように。

　やはり、話し合いでは解決しないのだろう。

「──囲め」

　灰撫の言葉通り彩さいの周囲を囲むように、八つの巨大な球体が現れる。灰色のそれは、先ほどの円盤と同じく、触れれば重力の負荷がかかるものなのだろう。

　先ほどのことを思い出す。どうやら《侵しん蝕しよく》のスピードは相手の想像の質量に反比例しているのか、巨大さや攻撃力によって遅くなるようだ。

　ならば、円盤より巨大なこれを消すにはそれなりの時間が必要だろう。触れるのを躊躇ためらう彩に、灰撫は言う。

「先輩は、灰撫の邪魔をするんですね？」

「あぁ、手伝いは、できない」

「……じゃあ、敵ってことですね」

　確かめるように、言う。戦う理由を求めるように。

「そうだな。俺達は敵同士だ」

「じゃあ、負けても恨まないでください」

　そして灰撫は、頭から彩の方へと落下してくる。

　いや、自身に掛かる重力を倍加し、加速しながら彩へと迫ってくる。

「……なるほど、これは確かに、避けられない」

「──潰れてください」

　灰撫は凄すさまじい勢いで迫りつつ、その槍やりの矛先を彩へと向けた。
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　さて、どうしようかな。

　と、遊ゆ廻かいはそんなことを考えながら、自身が創造した道の上を駈かけていた。

　思案の種は、真ま白しろ彩ではない。

　彼は負けない。確信に似た、信頼。それは単純に、自分に勝利した彩が下位のクラスの【イマジネーター】に敗北するわけがないといったものだった。

　だから、遊廻の思考は別のところにある。

　どうやって、この道の先にいる少女を倒そうか。遊廻はそれについて悩んでいた。

　ただ圧倒するなら、その方法は実にシンプルである。未み恋れんの《拒絶》を超えるスピードで、量で、《歪わい曲きよく》を創造すればいい。それだけである。

　だがそれには問題があった。敵が死んでしまう。かつての遊廻なら、さして気にしなかったこと。強いて言うなら、その方法で殺しても愉しくないからと避けていた手段。

　しかし、現在の遊ゆ廻かいからすればそれは禁じ手だった。なにせ、彩さいと約束しているのだ。二度と誰だれも殺さないと。

　詰まるところ、遊廻が殺人を犯さない理由は彩との約束にしかない。

　もちろん殺人が悪であることも、他人を傷つけるのが許されない行為であることも、他人を不幸にするのが間違っていることも遊廻は常識として、少なくとも大多数の人間の共通認識であることくらいは知っている。そのレベルで自分は歪ゆがんでいるわけではない。

　とは言っても、何な故ぜそうなのか、それはよくわからない。

　何故他の人間は、疑問に思わないのか。

　殺しちゃいけない理由は？　殺人は罪なのに死刑が合法である理由は？

　自分は痛くないのに他人を傷つけてはいけない理由は？

　自分は苦しくないのに他人を不幸にしてはいけない理由は？

　ダメだから？　悪いことだから？

　そんなこと、聞いてはいない。誰も、本当に何故それがダメなのかは教えてくれない。

　それはきっと、その答えがあまりに醜いからだ。

　他人を殺しちゃいけないのは、それを許したら自分が殺されるかもしれないからだ。他の全ても同じ。結局、罪なんてものは、罰を与えることでそれを犯す者を減らそうとしているだけなのだ。

　遊廻はそんなふうに世界を達観していて、結局誰もが自分自身が可愛かわいくて、だから自分は救われないのだと思っていた。

　けれども、そんな現実は、一ヶ月前に見事に壊されることになった。

　自分が死にたくないから殺人を批判する。それが人間だと思っていたのに。

　真ま白しろ彩はかつて平然と魅み影かげ鬽み黒くろを庇かばって死んだ。

　自分が傷つくのが怖いから何もしない。それが人間だと思っていたのに。

　真白彩は他人が傷つくことを恐れて、自分の提示したルールに屈服した。

　自分が不幸だと思いたくないから他人の不幸を喜ぶ。それが人間だと思っていたのに。

　真白彩は遊廻の不幸を悲しみ、それを取り除こうとしてくれた。

　全部が全部、自分の考えていた世界と違っていた。

　自分は世界をわかった気になっていた残念な少女だったことに、遊廻は気づいた。

　真白彩という少年は遊廻にとって、自分の考えていた腐った世界を侵しん蝕しよくし、色鮮やかに変えてくれた恩人である。

　だから、彼との約束を、きっと自分は死んでも守るだろう。

　そんなことを考えている内に、遊廻は未み恋れんの眼前まで迫っていた。

「【幻現境界シール・コンダクト】」

　剣を創造。そして迷わず彼女へと振り下ろす。

「……隔てろ」

　当然のように未み恋れんは《壁》を展開。それに触れた遊ゆ廻かいの剣はいとも簡単に圧へし折れた。

「斬きれないのなら、貫こう」

　すぐさま折れた剣を捨て、遊廻は槍やりを創造。

　複数の《歪わい曲きよく》の渦を作成しそれを先行させて未恋へと向かわせる。

　それでも冷静に、未恋はいくつもの《壁》を創造し、それを防ぐ。が、遊廻の攻撃に、ぼろぼろと薄桃色の防御は崩れていく。遊廻はすかさずその《壁》の一つ、自身の想像により穴が開いたその部分に、容赦なく槍を突き刺した。

「…………っ！」

　呻うめくような声と、確かな感触。遊廻は槍をそのまま放置し、すばやく後退。

　しばらくして、全ての《壁》を解除した未恋が姿を現した。

　自身の肩に刺さった槍を忌々しそうに引き抜き、虚空へ放り投げる。傷口から血が噴き出すが、未恋は弱音一つ吐かず、遊廻を睨にらみつけた。

「ごめんね。殺すなとは言われてるけど傷つけるなとは言われていないから。戦えなくなるまで攻撃することになっちゃうけど、許してね」

　笑顔で言う遊廻に、未恋は顔を顰しかめる。

「……あなたは、いかれてる、ね」

「まぁ、よく言われるよ。狂ってるとかもね」

　未恋は目を細め、射抜くように遊廻を睨んだ。狂人を見る目で、正気を疑うように。

「……そうじゃないよ。あなたは、わたしの攻撃が《壁》だけじゃないことを、知ってるのに、躊躇ためらわずに迫ってきた」

　あぁ、それのことか。

　遊廻は内心でそんなことを思いながら、適当に答える。

「まぁ、あくまで盾としての《拒絶》だからね。それだけじゃないことは知っているけれど、でもわたしはしっかり考えてるよ」

　【無理想像アブストラクト】は抽象概念に自分なりの形を与えることができる。遊廻ならばそれは《渦》の形を取ることが多いが、それこそ実際は何でもいいわけだ。

　それをたまたま、未恋は《壁》としている。なるほど相手と自分の間を隔てる壁はそれこそ拒絶の現れなのだろう。

　けれども、それだけでは相手に勝てない。Ａ―１になっている以上、防御一辺倒の能力なわけがない。だから、未恋に攻撃用の《拒絶》の形があることは予想がついていた。

「……なんでせんぱいがあなたを守るのか、よくわからない」

　未恋の言葉に、遊廻は微笑ほほえむ。全面的に同意だと、頷うなずく。

「だろうね。わたしもよく分からない。なんで彼はわたしなんかに構ってくれるんだろうね。優しいから？　きっとそうなんだろう。でも、それが堪らなく嬉うれしいんだ。だからわたしは、君を殺さない。彼に嫌われたくないからね」

「……そう」

「そして、君もわたしを殺せない」

「……」

　遊ゆ廻かいの言葉に、未み恋れんは歯は噛がみした。

　考えれば簡単なことである。相手が二人組で、こちらも二人組。相手の狙ねらいは遊廻で、それは一いち軸じく灰はい撫なをＡ―１にするためだ。

　ならば、その目的が果たされないように相手を選んで戦えばいい。

　桃もも瀬せ未恋は自分より上位の【イマジネーター】だが、未恋は絶対に自分を殺せない。

　遊廻を殺せば、Ａ―１に空席が出る。それを埋めるのは、《終結消失ラスト・ロスト》だ。彼に都合のいい参加者が選ばれるだろう。そして、そうしたら彼女らの願いは絶対に叶かなわなくなる。

　唯一彼に与していないＡ―１である遊廻が死んだら、どうあがこうにも、《終結消失ラスト・ロスト》と対たい峙じするしか願いを叶える術はない。そしてそれは、自殺と同じだ。

　だから彼女は、遊廻を殺せない。その命を脅かす攻撃の創造に移れない。攻撃用の《拒絶》で遊廻を殺してしまうことが、彼女にはできないのだ。

　全力を出せない。ましてや防御しかできない相手など、脅威でもなんでもない。

　さて、どうしようかな。

　夢ゆめ壊かい遊廻は考える。

　どう勝利するかを。
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　落下してくる灰撫を見ても、彩さいは焦らず考えた。

　まず、横へ移動して躱すことは難しい。球体一つを消している間に自分の体に風穴が空いてしまう。上に跳ぶことも、死を早めるのと同じだ。

　ならば必然、逃げ場は一つしかない。

　──下だ。

　彩は既に作ってあった足場を、自らの意志で掻かき消した。

　途端に訪れる浮遊感。それはすぐに落下に変わる。

「なっ!?」

　彩が下に逃げるとは思っていなかったらしく、灰撫の表情に驚きよう愕がくが浮かぶ。

　彩はそれからすぐに再び足場を創造し、着地後素早く灰撫の直下より移動。その攻撃が当たらない位置まで後退した。

　灰はい撫なは彩さいのいなくなった位置を槍やりで突く形になるが、当然それは空を切る。

「……なるほど、ここは空中でしたね。当然下にも逃げられるわけですか」

「まぁ、そこは遊ゆ廻かいに感謝しなくちゃいけないかもな」

　灰撫は彩の作った地面に降り立つ。彼女自身は【無理想像アブストラクト】ではないため、自分で足場を作ることはできない。

　悔しそうに唇を歪ゆがめたあと、灰撫はつまらなそうに口を開いた。

「未み恋れんちゃんが【反転】する前に言ってましたよ。この状況で高いところに居るのは馬ば鹿かなのかそれとも」

「それとも？」

「わざと誘っているか、だそうです」

「……まさか」

　確かに遊廻が彩を自分の家に招いたのは、灰撫達のことを話した後だった。だが、さすがにそこまで考えていたということはないだろう。

　最初からあそこで迎え撃つ気だったならば、彩に一言そう言えばいいはずだ。

「それによく考えたら、灰撫が先輩と戦う理由もないんですよね。灰撫が《人間失核ワイト・ハート》を殺すために来たのに」

　確かにその通りである。彩と遊廻の勝利条件は殺さずに二人を倒すことだが、灰撫と未恋は違う。灰撫が遊廻を倒さねば、意味がないのだ。だから灰撫にとって、彩と戦うことに利点はない。それでも先ほど遊廻とすれ違った際に攻撃を仕掛けなかったのは、目的よりも彩に対する怒りが勝っていたからか。

「意味がないなら、戦いをやめてくれるのか？」

「いえ、先輩を倒して未恋ちゃんに加勢に行きます」

　それもそうだろう。彩は溜ため息いきを一つ漏らしてから、考える。

　玉たま求きとの戦いや遊廻との戦いは、普通の殺し合いではなかった。玉求は説得したようなものだし、遊廻には勝利したとはいえ、それは彼女が明確な勝利条件を提示していたからだ。

　今回も殺し合いをする気はないが、それでも戦闘に勝利しなければならない。

　しかし、彩の《侵しん蝕しよく》は確かに敗北しない能力かもしれないが、相手に負けを認めさせるようなものではない。

「──圧おし潰つぶせ」

　いつまでも考えさせてくれるわけもなく、灰撫の詠唱により彩の思考は遮られる。頭上に現れた灰色の円盤は彩を押し潰そうとすぐさま落下を開始した。

　彩はそのまま前進し、走りだす。

　剣を創造し、右手で強く握る。

　後ろで地面が潰れて砕けるような音がしたが、彩さいは足を止めずに灰はい撫なへと迫った。

　が、灰撫は動かない。右腕の槍やりを構えることも、続けて攻撃してくることもなく、ただ立っている。彩を待ち受けるように。

　彩はそれに違和感を覚えながら、自身の攻撃が届く範囲まで灰撫に近づく。そしてそのまま、剣を振り下ろした。

「……」

「……お前、何で避けない」

　彩の剣は、灰撫の首筋に添えられたまま、停止していた。灰撫が何かしたわけではない。

　むしろ灰撫は、何もしなかったのだ。

　まるで、防御する必要が無かったと確信していたかのように。

「だって、先輩が灰撫を斬きるわけがないですし」

　当然のように、言う。そして、灰撫は笑った。茶番だと、失笑するように。

「先輩は、自分の為に他人を傷つけることができないじゃないですか」

　彩の表情が歪ゆがむ。

「先輩は間違ってることを否定するけど、人を拒絶したりしない。でも先輩。優しさは美徳かもしれませんが、強さではないんですよ」

「自分の知り合いを躊躇ためらいなく斬り伏せるのが強さか？」

「さぁ？　でも、未み恋れんちゃんが言ってたこと、あながち間違ってなかったのかもしれませんね。先輩は、人を殺す覚悟がないんだ」

「……だからそれは、覚悟なんかじゃないんだよ」

「じゃあ堕落でもいいですよ。どんな言葉で表現するかなんてどうでもいい。ともかく先輩は人を殺せない。それがたとえゲームでも」

　勝利を確信したような、灰撫の声。

　彩は何も言い返せない。誰だれも殺せないというのは、事実だったから。

「そういえば先輩。さっき灰撫のパンツ見えたって言いましたよね」

　唐突に、そんなことを言う。

「さっきは距離的に見えにくかったでしょう？　今度は近くで見せてあげますよ」

「お前、何言って──」

　瞬間、灰撫は彩の腹めがけて蹴けりを繰り出した。

　反応が遅れ、蹴りは直撃。剣を落として後退する彩に、灰撫は躊躇なく右腕と同化した槍を突き出した。

「弾け飛べ」

　彩は咄とつ嗟さに両腕に《侵しん蝕しよく》を展開するが、それは無意味に終わる。

　鉄塊と呼ぶに相応しいそれは、彩に触れた途端、彩の存在を拒絶するように大きな衝撃を生んだ。まるで凄すさまじい速度の何かに激突されたように、彩さいの体が後方に弾け飛ぶ。脳が揺れ、骨が軋きしみ、意識が飛びそうになる。それでも意識を保っていられたのは、咄とつ嗟さに能力を発動したおかげか。

　彩は消えそうな意識を繋つなぎ止め、壊れかけた体を無理やり動かし、考えた。瞬時に自身の体を受け止める《壁》を創造。瞬間、激突。もっと柔らかいものを作ればよかったと後悔しながら、《地面》を創造。落ちるように倒れこんだ。

　視界が歪ゆがんでいる。立ち上がろうにも腕に力が入らない。体が起き上がるのを拒絶しているようだった。実際には、したくてもできないだけなのだが。

　それでも無理やり、足を震わせながら、息も絶え絶えに立ち上がる。

　それからどうにか視界に灰はい撫なを捉とらえる。

　彩が立ち上がったのを見て驚いているようだった。彩は苦笑を浮かべながら、今起きた現象を振り返る。

　おそらく先ほどの力が《斥力》の能力なのだろう。二つの物体間に生じる、互いを遠ざけようとする力。反発力。彩だけが吹き飛ばされたのにはからくりがあるのかもしれないが、無いかもしれない。そもそもが想像力を具現化するゲームだ。現実にある言葉を借りていたとしても、現実と同じ意味を持つとは限らない。

　彩は思考を続ける。遠くにいれば《重力》で潰つぶされ、近づけば《斥力》で遠ざけられる。

　遠距離でも近距離でも戦いづらい。特に彩の能力では。だが、これで勝つしかないのだ。

　ともかく、近づかないことにはどうしようもない。遠距離で相手を圧倒する術が彩にはないのだ。逆に、近づこうにも先ほど同様傷つけられないのなら意味はないのだが。

　だから彩は、覚悟を決める。彼女が堕落と言い直していた言葉。相手を無傷の状態で敗北させることは不可能だと割り切り、勝利するために最善を尽くす。

　呼吸を整える。息をするのが苦しかったが、それはどうしようもない。足と手を動かしてみる。どうにかまだ動きそうだ。灰撫を見据える。そして笑いかけた。

「圧おし潰せ」

　何度目ともしれない重力の円盤。彩は走りだす。全速力で、灰撫めがけて。

　走っていく中で、ぼやけていた視界が鮮明になる。灰撫の姿がやけにはっきりと見えて、逆にそれ以外の周りの景色がぼやける。足がもつれて転びそうになるが耐え、呼吸が苦しくなるが構わず、走り続ける。

　そして次の瞬間、彩は想像した。空を駈け上がる自分を。

　階段を登るように、彩の足が空気を踏ふむ。蹴けるように跳び、それを繰り返す。

「……？」

　灰撫を見下ろす形になり、視界から灰撫が消えるまで高い位置まで来る。そうして、再び灰撫を見下ろすと、彩の行動を理解できないのか怪け訝げんそうな顔をしていた。

　それに彩さいは不敵な笑みを返し、そのまま──飛び降りた。

　このまま真っ直ぐ落下すれば灰はい撫なの眼前に降り立つことになるだろう、そんな位置で。

　自分の意志で行う落下は存外気分が良く、恐怖などの感情は湧わかなかった。彩が気にしていたのは一つ。

　灰撫は《重力》と《斥力》どちらで攻撃してくるのか。

　彩は考えた結果、少なすぎる情報の中である仮説を立てた。

　灰撫は、自身の能力を表面的にしか捉とらえていないのではないか。

　簡単に言えば、《重力》は上から下への圧力もしくは自身に掛かる負荷の増減を行う力として。《斥力》は相手と自分を引き離す力として。

　そういう風にしか考えていないのではないか、と。

《重力》については今までの能力使用を見る限り。そして《斥力》については、今まさに灰撫が立っている地面が、彩が創造したものだということから。

　そもそも《重力》の能力で上下に動けるならば、《斥力》の能力で自分と空気、もしくは自分とそれ以外を反発させあって横に移動することもできるはずだ。それも、道を走るより数段速いスピードで。

　それなのに、灰撫は最初は未み恋れんの作った道を走り、今は彩の作った足場に立っている。そういう使い方ができないのではなく、そういった発想がないのだ。

　だから彩は、高い位置から飛び降りた。

　先ほど真正面から迫ったら《斥力》による攻撃を受けたが、上から下へ落下している彩に対して、灰撫はどういった攻撃を繰り出すのか。

　再び彩を自分から引き離そうとするだろうか？　それとも──。

「──圧おし潰つぶせ」

　彩の予想は的中。彩を引き離すより、彩を圧し潰した方がいいと、彼女は判断したのだ。

　頭上に重力の渦、円盤の形をした圧力の固まりが出現する。

　彩は勝利を確信し、上空に手を伸ばす。

　白に染め上げた両腕で攻撃を受け止め、そして続けて詠唱。

「従え」

　《侵しん蝕しよく》の延長。白に染め上げた相手の想像は、彩が征服したものと言っても過言ではない。ならばそれを従わせることも可能なはずだ。相手の創造を《強制隷従》させる彩の能力。これは一ヶ月前に、鬽み黒くろと玉たま求きの協力によって取り戻した力。

　使わなくてどうする。

「……なんですか、それ」

　数秒を要して白に染め上げた《重力》の円盤を、彩は落下しながら、本人の許もとへと投げ返した。そして灰撫の頭上まで届いたところで、詠唱する。

「──圧おし潰つぶせ」

　彩さいには、感覚としてその能力の使い方が理解できた。侵しん蝕しよくした瞬間、頭の中で説明書が開かれるような、そんな感覚。

　驚きよう愕がくする灰撫に、純白に染まる《重力》による圧力が飛来、直撃した。



　　　　■◇◆□



「悪いな、灰撫」

　地面に着地した彩は、地面に突っ伏しながら、苦しそうに呻うめく灰撫にそう声をかけた。

「…………っ」

　灰撫は奥歯を噛かみ、けれど何も言わない。もしくは、言えない。

　純白の《重力》、その圧力による負荷に、体を震わせながら、力なく彩を睨にらんでいた。

「お前らは間違ってる。でも俺おれは、それを言葉で納得させてやれない。だから、ごめん」

　間違っていることを、間違っていると納得させることができない。それは単純に自分の力不足によるもの。彩はそう思ったから、謝罪した。

「おっ、どうやら真ま白しろくんの方も終わったみたいだね」

　不意に、遊ゆ廻かいの声がした。紫紺の道を優雅に歩きながら、その右手に気を失った未み恋れんを引きずり、遊廻は彩の作った足場まで来る。

　そして乱雑に手を離した。未恋の体が物のように地面に落ちる。

「……未恋…………ちゃん？」

　苦しそうに、灰撫が呟つぶやく。友人の名前を、その生存を確かめるように。

「ん？　平気だよ、生きてる。出血が派手なだけで、傷も一つしか付けてないし」

　遊廻は笑ってそう言った。励ますような笑みなのに、そこに狂気的なものを感じるのは彩の感覚がおかしいのか。

「それにしてもなるほど。前に戦ったときは見れなかったけど、真白くんの能力は前回とほぼ同じみたいだね。色と込めた意味が違うだけで」

　遊廻が感心するように言う。

「それで？　この後どうするの真白くん？」

「どうするって……」

「できることは幾つかあるね。一つは殺すこと。桃もも瀬せくんをここで殺せば、君のゲームはここで終わる」

「……それ、冗談にしても面白く無いぞ」

　遊廻は目を細め、口角だけ上げて微笑ほほえんだ。

「それは失礼。じゃあ二つ目。二人に願いの成就を諦あきらめさせ、なおかつ君の仲間にする」

「……そんなこと、簡単にできるわけがない」

　事実、昨日の説得だけではそうならなかった。だから今日、戦闘にまで発展したのだ。

　だが、遊ゆ廻かいは首を横に振る。

「君が条件を一つ呑のんでくれれば、わたしがその状況を作り出せるよ」

　確信を込めて、遊廻が言う。

「条件？」

「うん。今からわたしが一いち軸じくくんを説得するまで、口を出さないで欲しい」

「……一体何をするつもりなんだ」

「秘密。でも、君との約束は絶対に守るよ。どうかな？　わたしを信用してくれる？」

　彩さいは考える。自分にはこの二人を説得することができなかった。だが、遊廻はできると言う。しかし条件から察するに言葉だけで説得するわけではないのかもしれない。

　それでも、遊廻は絶対に二人を殺さない。殺さずに、自身の間違いを自覚させることができるなら、それは彩がやろうとして、でもできなかったことだ。

「──分かった」

　彩は静かに頷うなずいた。

「あはは。さすが真ま白しろくん」

　遊廻はそう言って笑い、そして──剣を創造した。

　そしてそのままそれを、意識を失っている未み恋れんの首筋に添える。

「なっ」

「はい真白くん。いきなり条件破らない」

　口を出さないで？　遊廻は笑ってそう言う。それから灰はい撫なに対する《重力》の解除を彩に要求。条件を呑んだ手前、彩は素直に従った。

　灰撫は苦しそうに咳せき込みながら、それでもすぐに立ち上がろうとする。

「あ、立ったら桃もも瀬せくんを殺すよ？」

「──っ！」

　灰撫はその場で止まる。彩はまた声を出して止めようとしたが、咄とつ嗟さに考え直す。

　遊廻はさっき言ったのだ。約束は絶対に守ると。それの意味するところを、彩は知っている。彼女は二度と、誰だれも殺さない。

　だからこれは、灰撫に言っているのだ。なにせ、灰撫は彩と遊廻の約束を、知らない。

　知らないから、この脅しは灰撫にだけ有効なのだ。

「さて、今からわたしは君に幾つか話をするけれど少しでも動いたり、わたしの望まない言葉を吐いたりしたら、わたしの手が滑るよ？　分かったら頷いて」

　灰撫は屈辱を噛かみ締めるように、小さく頷く。

「よろしい。まず最初に、君らの願いについて。彼に逆らって願いを叶かなえ、ゲームを終わらせるって方法だけど、残念ながら実行はできないよ」

「……どういうことですか」

　灰はい撫なが遊ゆ廻かいを睨にらむ。それは彼女にとって唯一の抵抗手段。

「簡単さ。それには“〝願いを叶える権利”〟が二つ必要だから。そして君らは、どうあがいても二つ目を手に入れることができないからだよ」

「……灰撫が、あなたを殺せないから？」

「いいや違う。君がわたしを殺しても、もう遅いんだ」

　単純なことを教えるように、遊廻が言う。はっきりと、きっぱりと。断裁するように。

「《終結消失ラスト・ロスト》はさ、他の【調整者バランサー】と違って手に入れられる情報量が違う。“〝願いを叶える権利”〟を使って彼は“〝全ての【イマジネーター】のあらゆる情報を手に入れられる”〟ようになった。だから残念だけど、君らのやろうとしていることは既に見抜かれている」

「なっ……。で、でも、それでも灰撫があなたを殺せば──」

　灰撫の声を遮るように、言う。

「だから、見抜かれてるのさ。彼がそこで終わるとでも？　終わらないよ。このゲームを中途半端に終わらせようとする君らに対し、彼はとっくに対応策を取っている」

　……まさか。

　そこまで聞いて、彩さいは一つの結論に至った。

　あぁ、きっと遊廻は灰撫を説得できる。残念ながら脅迫まがいのことをするだろうが、確実に、灰撫に願いを諦あきらめさせることができる。

　そんな確信。

　だが、それでも仲間にすることはできない。少なくとも、彩が至った結論では。

「どういう、ことですか」

「どういうことか？　簡単なことだってば。既に桃もも瀬せくんの“〝願いを叶える権利”〟は、彼によって剥はく奪だつされているから」

「──っ!?」

　灰撫の双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれる。

「桃瀬くんと同じ反応だねぇ。彼女もそうやって驚いてた。絶望するみたいに」

　それはそうだろう。絶望するに決まっている。

　自分達の努力は、苦しみは、我慢は、払ってきた犠牲は、磨り減らしてきた良心は、全て無駄だったと、そう言われて感情が揺れない人間がいるわけがない。

「だから、君らの願いは叶わない」

　灰撫はしばらく、呆ぼう然ぜんと俯うつむいた。絶望するような事実を突き付けられて。

　だが、これだけでは彼女らに願いを諦めさせることはできない。残念ながら、灰撫が次に何を言うか、彩には分かってしまった。

　灰はい撫なは顔を上げ、虚ろな瞳ひとみで遊ゆ廻かいを見上げる。

「それでも、あなたを殺せば灰撫はＡ―１になれます」

「うん。そうして友人の死を無かったことにするわけか。でもそれは、結局何の解決にもならないんだよ？」

「いいえ、灰撫が"Over Image"に参加した理由が彼女の死の撤回なのですから、それが為されれば灰撫はゲームに参加していなかったことになります」

　そうだ。確かに、その通りではある。

　だが、そんな単純な話なら、この戦いはそもそも必要ない。

　実際は既に剥はく奪だつされていたわけだが、未み恋れんの“〝願いを叶かなえる権利”〟を使用して、友人の死を撤回していれば、二人共"Over Image"に参加していなかったことになるはずなのだ。けれども、二人はそうしなかった。

　彩は二人の願いを聞いてそれを疑問に思っていたが、あれは気づいていなかったわけではないのだ。

　おそらく、できなかったのだろう。

「だってそれじゃあ、未恋くんがゲームを離脱できない。何な故ぜなら、彼女の元々の願いは死の撤回などではないから」

　そう、残された可能性はそれぐらいだ。

　灰撫、もしくは未恋が【イマジネーター】になった理由。それが友人の死とまったく関係ないものだった場合、友人の死を撤回したところで"Over Image"に参加していなかったことにはならない。そもそも"Over Image"に参加する動機が違うのだから。

「…………」

　灰撫が押し黙る。

「まぁ、真ま白しろくんの手前その当初の願いとやらは言わないけれど、それにしたってそういう理由で、君ら二人が"Over Image"を抜けるにはこうした手間が必要だったわけだ」

　どちらも欠かさずこのゲームに参加していなかったことにするため。二人は二度手間だろうがこの方法を取らざるを得なかった。

「そもそも【無理想像アブストラクト】なんて普通の願いを抱えた人間にはなれないものなんだよ。死の撤回とか、金や名声を求める奴なんかじゃなれない。けれど、桃もも瀬せくんはなった。ならそれは、桃瀬くんの元来の願いが普通のものではないってことだよ」

　灰撫が奥歯を噛かみ締め、それから絞り出すように言う。

「それでも灰撫ちゃんは、璃り々りちゃんの死を無かったことにしようって言ってくれました。自分の願いより友達を選んでくれました」

「なら、君も同じことができるかな？」

　そう言って、遊廻は剣の切っ先を未恋の首に押し当てた。

「なにするんですか！」

　灰はい撫なが叫ぶ。だが、遊ゆ廻かいに表情はない。

「さて二択だ。願いを諦あきらめれば、君らは死なない。願いを諦めないなら、ここで君のもう一人の友人は死ぬ」

「……っ！　ふざ、けるな」

「残念ながら本気だ。自分達だって他人を殺しておいて、いざ順番が巡ってきたら相手を卑ひ怯きようだと罵ののしるのかい？　願いの為だろうが脅迫の手段だろうが殺しは殺し、罪は罪だと思うのだけど？」

　灰撫が息を呑のみ、泣き出しそうな顔になる。

　その表情に胸を締め付けられながら、彩さいはそれでも遊廻を止めようとは思わなかった。

　自分には絶対に思いつかない方法で、遊廻は灰撫に現実を分からせようとしている。それを理解してしまったから、彩は止めない。

「さて、どちらが大事か今決めて。既に死んでしまった友人か、今生きてる友人か、大事な方を選択しなよ」

「……選べるわけ、ないじゃないですか！」

「嘘うそつき。選べるでしょ？　選ばないだけだ。こうして比べれば実に簡単じゃないか。もう死んだ人間と、まだ死んでない人間の“〝命”〟、どちらが大事かなんて明白でしょ？」

　そうだ。

　死を否定してしまう気持ちは分かる。簡単に受け入れられないのも当然だ。

　けれど、死を拒絶し、それを無かったことにするのを是としてしまうのは、生きてることを否定するのと同じなのだ。今も精一杯生きてる自分や他人を否定するのと、同じ。

　"Over Image"の存在は、世界のバグだ。だから彩はその存在を認めないし、無かったことにしたい。そうすることで、死ななかったことになる人間もいるが、そういった人々は通常存在し得ないバグに巻き込まれた人々だ。

　けれど、普通の人生で死ぬということは、エンディングなのだ。一つの、終わりの形。

　だから、無かったことにしてはいけない。“〝途中から”〟やり直そうとしてはいけない。

「…………灰撫は、どっちも大事なんです」

「だから？　死んだ人間は死なないけど、生きてる人間は死ぬんだよ？　この明確な違いを見てまだ、どっちも大事とか戯言言える？」

「それでも──！」

　遊廻は呆あきれるように灰撫を見て、剣の切っ先を僅わずかに未恋の首に食い込ませた。首筋に切り込みが入り、薄皮が切れ、出血する。

「君の言ってることは、こうだ。君にとって“〝命”〟っていうのは、失っても取り戻せる便利なものってことだ。こうやって友人が傷つくことも、君がそれによって心を締め付けられることも、全部無意味だって言ってるのと同じだ。だってこれで桃もも瀬せくんが死んでも、君には無かったことにできるんだろ？　だったらそんなに苦しそうな表情しないでよ」

　あぁ、酷い。遊ゆ廻かいの言い方は、あまりに心を抉えぐる。

　正しすぎるが故に。

「…………やめてください」

「どうして？　わたしを殺してこれも無かったことにすればいい。悩まず立ち上がりなよ。そしてわたしを殺して願いなよ。死の撤回を。だから今、この場で友達を見捨ててしまいなさい。君にとって、人の命はそれほどまでに軽いんだろう？」

　灰はい撫なは瞳ひとみに涙を溜め、唇を血が出るほど噛かみ締め、己の無力を呪のろうように、言った。

「わかったから、やめてください」

「何を分かったの？」

「……生きてる人の方が、大事です。だから、未み恋れんちゃんを殺さないでください」

　その選択は、どれだけ辛かっただろうか。

　死んだ友人と生きた友人を天てん秤びんにかけどちらかを選ぶのは、どれほど苦痛だっただろう。

「じゃあ、君の願いは諦あきらめる？」

「………………………………諦め、ます…………」

　長い沈黙の後、消え入りそうな声で、灰撫は言った。自分自身で、選んだ。

「さて、これで少なくとも理解はしたはずだ。どうしてダメなのか。心の中で本当に納得できているかは別としてもね」

　そして、短く息を吐いてから、遊廻は更に続ける。

「このままだとまるでわたしが悪者みたいだけれど、正義の味方の真ま白しろくんの友人が悪役ではダメだろうからね。しっかりと選択できた一いち軸じくくんにとっておきのプレゼントを用意してあるんだ」

　いつもの愉しそうな口調で、遊廻はそんなことを言い出す。それから彩さいを見た。

「真白くん。君は人の死を撤回することに反対だね？」

「……あぁ」

「けれど、君の願いを叶かなえることによって、結果的に死を回避する人間がいることは容認している。まぁ理屈としては分かるよ。君はこのゲームの被害者を出したくないんだ。だから、普通の死の撤回を許さない。本来ある人生を歪ゆがめられて生き永らえる人がいたら、その人だって立派なゲームの被害者だからね」

「あぁ、そうだよ」

　遊廻は微笑ほほえむ。

「なら、ここで一軸くんと桃瀬くんにプレゼントだ。素敵な現実を差し上げよう」

　遊廻はそんなことを言う。灰撫が僅わずかに顔を上げる。

「一いち軸じくくん。死んでしまった友人の名前は、栗くり林ばやし璃り々りくんで間違いないかな」

「……だったら、何ですか」

「だったらよかったね。君の友人は死者であるけれど、真ま白しろくんの救済対象だ」

「「え？」」

　彩さいと灰はい撫なの言葉が重なる。

「真白くん、話してあげなよ君の新しい願いを。そして二人の友人は、君の願いによって死ななかったことになるんだ」

「…………あっ」

　気づく。思いもしなかった、一つの現実。

　もし、灰撫と未み恋れんの友人が、【イマジネーター】だったら？

　そして死んだのが、【退場ロスト】によるペナルティだったら？

　ならばその死は、受け入れなければならない現実などではなくなる。

「……遊ゆ廻かい、あんた最初から全部、気づいていたのか？」

　彩が全てを話したときに。ここまで全て知っていて、ここまで全て計算していた？

　遊廻は、悪戯がばれた子供のように笑っている。

　灰撫はわけがわからずポカンとしていた。

「それでも、こうしなきゃ真白くんが望むようにはならなかったでしょ？」

　それもその通りだ。最初に灰撫と未恋に全ての真実を明かしていたら、結果は変わらずとも二人の意識が変わらない。大事な人の死を撤回することを、正しくなくとも実行してしまっていいと思っている二人の間違いを、正せなかった。

　だから遊廻は、あえてこの戦闘を引き起こしたというのか。

　彩は途端に脱力、戦闘の痛みなどもあって、地面に膝ひざをつく。それから、力なく呟つぶやいた。

「……あんた、性格悪いな」

　遊廻は笑っていた。










STAGE.15　◇終演の幕開け◆



　その後、目覚めた未み恋れんと灰はい撫なに彩さいは自身の願いを告げた。灰撫は驚いていたが、それでも彩に協力することを快諾。未恋はというと気絶している間の話を聞いていなかった為に釈然としない様子ではあったが、反発する理由がないと承諾してくれた。

　そして驚いたのは、四人で地面に降り、《色彩世界》に戻った後のことだ。遊ゆ廻かいが笑いながら「きっといるはずだよ。真ま白しろくんのことが心配で仕方ないはずだから」というので玄関付近に行ってみると、遊廻の言葉通り、居た。

　玉たま求きとピリカと鬽み黒くろが、だ。三人揃そろって、彩らの姿を見て硬直。

　それから時間をかけて説明。三人は彩が心配で尾行していたという。どうやら【反転】には巻き込まれなかったらしい。

　──というわけで現在。

　六人の女子と彩は、遊廻の家のリビングに集結していた。

「真白くん。わたし家がこんな賑にぎやかなの初めてだよ」

　どこか嬉うれしそうに遊廻が言う。

「和気あいあいって感じじゃないけどな……」

　カーペットの上に置かれた大きなテーブルを囲むように、七人はそれぞれ座っていた。

　未恋は彩の腕に絡まるように。灰撫は彩の背後に隠れるように。玉求は未恋がいない方の隣に。その横に鬽黒、ピリカ。そして少し離れて、遊廻。特に灰撫の遊廻を見る視線には恐怖が滲にじんでいた。それもそうだろう。

「さて、錚そう々そうたるメンバーが揃ったわけだけれど。真白くんの願いに、紀き無なしくんと魅み影かげくん、それにスタッカートくんは賛成なのかな？」

　そこが問題だった。彩の願いは決して間違っていないが、他の参加者を敵に回すものだ。

　協力を申し出た遊廻や、利害の一致する灰撫や未恋と違い、それぞれの願いがある。

「別に。玉求は彩君がそうしたいなら、協力するけど」

　彩は思わず胸を撫なで下ろす。

「アタシも、別に、いいケド……」

　ピリカの言葉に、彩は安あん堵どを覚えながら首を傾かしげた。

「いいのか？　ピリカ自身の願いは」

　訊きくと、ピリカは顔を赤くして、視線を逸らした。

「いいのよ別に。い、いつか言うから。今は気にしないで」

「ん、あ、あぁ……」

　彩は頷うなずくことしかできない。

　そんなピリカを見て、遊ゆ廻かいは意地悪く笑う。

「そりゃあそうだよね。だってスタッカートくんの願いは──」

「言うなバカ！」

　ピリカが凄すさまじい勢いで遊廻に飛びつき、言葉を止めた。

　残るは鬽み黒くろだけとなる。

「鬽黒は？」

　彩さいは思わず訊きいてしまう。答えを急かすように。

　きっと彩は、心の中で安心していたのだ。鬽黒はいつだって自分の味方で、最後まで協力者であると。だから、鬽黒のその答えを聞いて、彩はしばらく放心した。



「──いいや、無理だ」



　その場の人間全員が鬽黒を見る。

「え？」

　思わず、そんな声が漏れる。

　聞き間違いではないかと、ありえもしないのに自分の耳を疑う。現実を疑う。

　鬽黒はゆっくりと立ち上がった。決別するように。彩を見た。謝罪するように。

「あなたのその願いが叶かなったら、私の願いが叶わない」

　それはそうだ。その通りである。

　彩はそうなる可能性を知っていたし、知っていながら決意した。願いを。

　けれど、心のどこかで思っていた。三人なら協力してくれると。甘えていた。

　だが、そんなにうまくいく筈はずがない。ピリカや玉たま求きが協力してくれるだけで、充分な奇跡なのだ。

　だから三人の内一人が彩の願いに同調しないのは、【イマジネーター】としては寧ろ当たり前と言える。しかし、それでも彩は驚きを隠せなかった。

　魅み影かげ鬽黒が、ここまで彩の意志に反することをするとは、彩自身考えてもいなかった。

　彩は内心の動揺を隠しきれず、それでもどうにか尋ねた。

「じゃあ、どうするんだ」

　鬽黒は哀しげに微笑ほほえんで、決別の言葉を口にする。

「あなたと、敵対する」

　その日。

　彩は"Over Image"を無くすことを決意し。

　二人の後輩と二人の友人、一人の幼おさな馴な染じみからの協力を取り付け。

　かつて助けた少女に決別を告げられた。



















あとがき



　お久しぶりです、遊ゆ佐さです。

　永らくお待たせしてしまいました……。オーバーイメージ、七ヶ月空けての新刊です。

　時間が掛かった理由は幾つもあるのですが、ともかくお待たせしてしまい申し訳ありませんでした。続刊も出る（はず）ですので、今後ともよろしくお願いします。

　今巻で"Over Image"というゲームのエンディングが見えてきます。彩さいの選択と、それに対する他の参加者達の動きなど、楽しんでいただけたら幸いです。



 次に告知です！　『コミックアライブ』にて連載中のオーバーイメージコミック版一巻が、この三巻と同月発売となりますっ！

　一巻の表紙は原作同様ピリカです。是非本巻と合わせてお楽しみください！



　以下、謝辞の方を。

　まずは旧担当の庄しよう司じ様。デビューから三巻初校あたりまで、大変お世話になりました！　沢山かけた迷惑に対する謝罪と、何度してもしたりない程の感謝の言葉をあとがきで書こうとすると行数が足りませんが、それでも一言。

　ありがとうございました！

　次に、新担当の児こ玉だま様。三巻の途中から引継ぎという中、丁寧に対応してくださりありがとうございます。中二病全快の作品と作者の担当は大変かと思いますが、こちらも全力で頑張っていきますので、どうかよろしくお願いします！

　イラストのさんた茉まつ莉り様。今巻も可愛かわいいキャラクター達を描いてくださりありがとうございます。表紙の遊ゆ廻かいさんの見えそうで見えない感じとか、いいですね。新キャラ二人についても、ラフを見た段階で悶えるようなキュートなデザインで驚きました。引き続き四巻の方もよろしくお願いします。

　コミック版担当のちび丸まる様。先生の描くキャラクター達の表情が生き生きしてて見ていて楽しいです。抽象的な表現の多い本編のバトルも迫力満点に描いていただいて、毎月感激しております。

　そして編集部の皆様を含め、本書に関わっていただいた全ての方に感謝を。

　なによりも、三巻まで本作を追ってくださっている読者の皆様に不尽の感謝を。

遊佐真ま弘ひろ
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　　第七回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　１９９４年生まれ、神奈川県在住。

　　好きな動物はネコ。



　イラスト
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